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本文の表記について

原語による地名・人名などのカタカナ表記は、一般に広く使われている
ものを参考にしつつ、参考とする先例が見あたらない場合は、現地で使
われている発音をもとに表記を試みた。一部は英語表記から発音を類推
してカタカナ表記にしたものもある。日本語で慣例化している団体・企
業名に関しては日本語で表記し、その際に、英語名や略称を併記したも
のもあるが、慣例化していない団体・企業名については原語・英語のま
まとした。度量衡・現地通貨もほぼすべてカタカナ表記としたが、百分
率（パーセント）と電力の単位である「メガワット」は、それぞれ「%」
と「MW」を用いた。「ドル」は、特に断りのない限り「米ドル」を指す。
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水の声　2

本
書
は
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ
ン
川
と
と
も
に
暮
ら
す
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
北
東
部
の
村
び
と
た
ち
の
声
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
3

つ
の
河
川
は
、
メ
コ
ン
河
の
支
流
で
あ
る
と
同
時
に
、
ベ
ト
ナ
ム
や
ラ
オ
ス
に
水
源
を
持
つ
国
際
河
川
で
も
あ
る
。
1
9
9
3
年
11
月
、
セ
サ

ン
川
の
上
流
で
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
建
設
を
開
始
し
て
以
来
、
三
河
川
流
域
で
の
ダ
ム
開
発
が
加
速
し
、
下
流
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

住
む
人
び
と
の
生
命
と
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
き
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
村
び
と
た
ち
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
両
国
政
府
、
メ
コ
ン
河
委

員
会
、
ダ
ム
開
発
を
支
え
る
援
助
国
・
援
助
機
関
に
ダ
ム
の
被
害
を
訴
え
、
問
題
解
決
を
求
め
つ
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
、

ダ
ム
の
も
た
ら
す
悪
影
響
を
緩
和
す
る
有
効
策
や
、
住
民
が
受
け
た
損
害
に
対
す
る
補
償
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
で
ダ
ム
開
発
は
、
ベ

ト
ナ
ム
や
ラ
オ
ス
ば
か
り
か
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
内
で
も
勢
い
を
増
し
て
い
る
。
そ
の
大
半
は
、
ベ
ト
ナ
ム
を
筆
頭
と
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
外
の
国

や
企
業
が
主
導
す
る
事
業
で
あ
る
。
事
業
実
施
主
体
、
建
設
資
金
、
事
業
を
大
き
く
左
右
す
る
意
思
決
定
、
自
然
環
境
や
住
民
生
活
へ
の
悪
影

響
が
国
境
を
ま
た
ぐ
こ
と
で
、
問
題
が
い
っ
そ
う
複
雑
に
な
り
、
解
決
が
い
ち
じ
る
し
く
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

わ
た
し
た
ち
メ
コ
ン
・
ウ
ォ
ッ
チ
は
、
本
書
で
村
び
と
た
ち
が
語
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
村
び
と
自
身
や
「
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・

セ
コ
ン
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（3S Protection N

etw
ork

＝
3
S
P
N
）を
は
じ
め
と
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
内
外
の
N
G
O
と
も
協
力
し
な
が
ら
、

現
地
で
の
調
査
研
究
、
日
本
政
府
や
関
連
機
関
へ
の
情
報
提
供
や
政
策
提
言
、
一
般
市
民
へ
の
問
題
提
起
を
行
っ
て
き
た
。
本
書
も
そ
う
し
た

活
動
の
一
環
で
あ
り
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ
ン
川
流
域
に
住
む
村
び
と
た
ち
の
現
状
を
、
よ
り
多
く
の
人
び
と
に
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
力
不
足
を
痛
感
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が
村
び
と
た
ち
の
直
面
す
る
問
題
を
解
決
す
る
一
歩
で
あ
る
と
信
じ
た
い
。

本
書
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
メ
コ
ン
河
流
域
、
ダ
ム
開
発
な
ど
の
話
題
に
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
方
が
た
に
も
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
心
が
け
た
。
第
1
部
「
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ
ン
今
昔
物
語　

ダ
ム
が
変
え
た
村
び
と
た
ち
の
暮
ら
し
」
で
は
、
本

書
が
対
象
と
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
北
東
部
で
の
出
来
事
の
概
要
を
物
語
仕
立
て
で
再
現
し
た
。
村
の
暮
ら
し
に
あ
る
と
き
起
こ
っ
た
こ
と
を
読
者

に
追
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
イ
メ
ー
ジ
を
多
用
し
、
文
章
は
簡
潔
に
と
ど
め
た
。

第
2
部
「
水
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
か
?　

村
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
に
は
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ
ン
川
流
域
の
村
々
に
住
む
人

び
と
か
ら
の
聞
き
取
り
を
お
さ
め
た
。
現
地
を
訪
ね
て
、
川
と
と
も
に
存
在
す
る
日
々
の
営
み
を
連
綿
と
く
り
か
え
し
て
き
た
村
び
と
た
ち
の

こ
と
ば
に
耳
を
傾
け
る
た
び
に
、
心
を
突
き
う
ご
か
さ
れ
る
。
現
代
史
の
う
ね
り
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
伝
統
・
文
化
・
家
族
を
い
つ
く
し
み

つ
つ
自
然
を
恐
れ
う
や
ま
い
つ
づ
け
、
問
題
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
個
々
の
村
び
と
た
ち
の
表
情
と
、
し
ば
し
ば
逆
説
的
に
軽
妙
で
ユ
ー
モ

ア
に
あ
ふ
れ
た
語
り
口
を
再
現
す
る
こ
と
で
、「
か
わ
い
そ
う
な
被
害
者
た
ち
」
と
い
っ
た
類
型
化
を
さ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

な
お
、
第
2
部
の
ロ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
す
べ
て
、
2
0
0
8
年
6
月
、
執
筆
者
自
身
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
北
東
部
の
現
地
で
、
英
語
の
通

訳
を
介
し
て
実
施
し
た
。
村
び
と
は
ク
メ
ー
ル
語
あ
る
い
は
ラ
オ
語
で
応
じ
た
が
、
日
本
語
に
ま
と
め
る
際
に
は
、
聞
取
り
時
の
雰
囲
気
や
村

び
と
の
口
調
が
伝
わ
る
よ
う
配
慮
し
て
書
き
お
こ
し
た
。
シ
ョ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
す
べ
て
、
2
0
0
7
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
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現
地
N
G
O
で
あ
る
3
S
P
N
の
助
け
を
か
り
た
村
び
と
が
自
分
た
ち
で
集
め
た
証
言
を
も
と
に
し
て
い
る
。
聞
き
取
り
は
現
地
語
で
実
施

さ
れ
、
ク
メ
ー
ル
語
の
記
録
を
3
S
P
N
が
編
集
・
英
訳
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
ロ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
同
様
、
証
言
時
の
条
件
・
雰
囲
気

を
考
慮
し
つ
つ
英
訳
か
ら
日
本
語
に
ま
と
め
た
。

第
3
部
「
も
っ
と
知
る
た
め
の
9
章
」
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
勢
、
メ
コ
ン
河
の
魚
の
回
遊
現
象
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ
ン
川
流

域
の
ダ
ム
開
発
の
現
状
と
弊
害
、
問
題
解
決
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
な
ど
、
村
び
と
た
ち
が
直
面
す
る
問
題
を
読
者
に
よ
り
深
く
、
よ

り
体
系
的
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
必
要
な
テ
ー
マ
を
9
項
目
に
分
け
て
詳
述
し
た
。
第
4
部
「
資
料
」
で
は
、
本
書
で
取
り
上
げ
た
出

来
事
を
年
表
と
し
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
被
害
住
民
ら
が
発
し
た
主
な
声
明
文
や
要
請
書
の
和
訳
を
時
系
列
に
並
べ
た
。
声
明
文
な
ど
の
原

文
は
す
べ
て
ク
メ
ー
ル
語
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
、
英
訳
か
ら
本
文
の
み
日
本
語
に
翻
訳
し
た
。
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
意
訳
を
ほ
ど
こ
し

た
部
分
も
あ
る
。

本
書
で
取
り
上
げ
た
問
題
を
、
途
上
国
の
開
発
や
経
済
援
助
に
ま
つ
わ
る
負
の
側
面
、
と
り
わ
け
途
上
国
で
周
縁
化
さ
れ
て
い
る
人
び
と
に

襲
い
か
か
る
環
境
被
害
や
生
活
破
壊
と
し
て
一
般
化
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
容
易
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
経
済
開
発
事
業
の
計
画
・
実
施

に
お
け
る
説
明
責
任
（
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
）
の
欠
如
、
情
報
公
開
や
住
民
参
加
の
不
徹
底
、
環
境
影
響
評
価
（
E
I
A
）
実
施
時
の
影

響
の
軽
視
や
矮
小
化
、
女
性
・
先
住
少
数
民
族
・
高
齢
者
・
子
ど
も
と
い
っ
た
社
会
的
「
弱
者
」
へ
の
無
関
心
・
無
見
識
、
被
害
住
民
の
貧
困

化
や
救
済
の
遅
れ
、
と
い
っ
た
問
題
は
、
メ
コ
ン
河
流
域
は
言
う
に
お
よ
ば
ず
、
世
界
の
至
る
と
こ
ろ
で
く
り
か
え
し
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し

か
も
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
日
本
に
住
む
わ
た
し
た
ち
一
般
市
民
と
も
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
。
日
本
政
府
や
日
本
企
業
か
ら
、
今
こ
の
一
瞬

も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
多
額
の
政
府
開
発
援
助
（
O
D
A
）、
企
業
支
援
を
目
的
と
し
た
公
的
資
金
、
基
盤
整
備
の
た
め
の
民
間
投
融
資
が
途

上
国
に
流
れ
込
み
、
人
び
と
の
い
の
ち
と
生
活
を
脅
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
目
を
そ
ら
し
て
は
い
け
な
い
現
実
で
あ
る
。

本
書
の
発
行
は
、
多
く
の
人
び
と
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。
特
に
、
現
地
で
の
聞
き
取
り
実
施
や
草
稿
へ
の
ご
意
見
な
ど
で
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
次
の
方
が
た
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
ラ
タ
ナ
キ
リ
・
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
両
州
の
村
び
と
の
み
な
さ
ん
。
3
S
P
N
の
元
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
エ
ミ
・
ト
ラ
ン
デ
ム
氏
。Culture and Environm

ent Preservation Association

（
C
E
P
A
）
の
職
員
、
テ
ク
・
バ
ナ
ラ
ー

氏
と
ピ
ア
ー
ク
・
サ
バ
ン
氏
、
元
職
員
の
ウ
ン
・
バ
ナ
ー
ク
氏
。
3
S
P
N
代
表
の
キ
ム
・
サ
ン
ハ
ー
氏
。
元
日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
J
V
C
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
代
表
の
米
倉
雪
子
氏
。
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
フ
ェ
ロ
ー
で
メ
コ
ン
・
ウ
ォ
ッ

チ
の
理
事
で
も
あ
る
新
江
利
彦
氏
。
メ
コ
ン
・
ウ
ォ
ッ
チ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
格
登
氏
と
林
亜
紀
子
氏
、イ
ン
タ
ー
ン
の
大
垣
俊
朗
氏
。
最
後
に
、

本
書
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
高
木
仁
三
郎
市
民
科
学
基
金
お
よ
びO

xfam

 Australia
か
ら
助
成
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
お
か
り
し
て
お

礼
を
申
上
げ
た
い
。
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セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・

　

セ
コ
ン
川

東
南
ア
ジ
ア
の
一
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
中
心
に
は
、
大
河
メ
コ
ン
が
流
れ
て

い
ま
す
。
メ
コ
ン
河
は
中
国
、
ビ
ル
マ

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の
6
か
国
を
順

に
流
れ
、
南
シ
ナ
海
に
注
ぎ
ま
す
。

セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ
ン
川

は
、
メ
コ
ン
河
の
支
流
で
す
。「
支
流
」

と
言
っ
て
も
長
大
な
川
で
、
し
か
も
そ

れ
ぞ
れ
二
つ
の
国
を
ま
た
ぐ
国
際
河
川

で
す
。
セ
サ
ン
川
と
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
は

ベ
ト
ナ
ム
、
セ
コ
ン
川
は
ラ
オ
ス
に
源

を
発
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
北
東
部
へ
と
流

れ
、
メ
コ
ン
河
に
合
流
し
ま
す
。

セ
サ
ン

ス
レ
ポ
ッ
ク

セ
コ
ン

　

今
昔
物
語

第
1
部

ダ
ム
が
変
え
た
村
び
と
た
ち
の
暮
ら
し
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P.45

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
勢

も
っと

知
り

た
い！

写真見開き・セコン川／左上・スレポック川／右上・セサン川

3SPN 提供

プノンペン

メ
コ
ン
河

トンレサップ湖

カンボジア

ベトナム
◎

ラ
オ
ス

セ
コ
ン
川

スレポック川
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州

ラ
タ
ナ
キ
リ
州

セサン川

モ
ン
ド
ル
キ
リ
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乾季の移動
雨季の移動

セコン川
セサン川
スレポック川

トンレサップ湖

水の声　6

カ
ン
ボ
ジ
ア
北
東
部
の
漁
業
資
源セ

サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ
ン
川
が
あ
る
メ
コ

ン
河
下
流
部
は
漁
業
資
源
が
豊
か
な
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
は
、
た
く
さ
ん
の
魚
が
国

境
を
越
え
て
、
周
期
的
に
行
き
来
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
雨
が
降
ら
な
い
乾
季
に
な
る
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
中
央
に
あ

る
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
を
出
て
、
メ
コ
ン
河
本
流
に
向
か
う
魚
が
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

魚
は
、
水
位
が
低
い
時
期
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
メ
コ
ン
河
本
流
で
過
ご
し
ま
す
。
そ
し

て
雨
季
に
入
っ
て
雨
が
降
り
、
水
位
が
上
昇
し
は
じ
め
る
と
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・

セ
コ
ン
川
へ
移
動
し
卵
を
産
む
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
先
は
、
三
河
川
よ
り
下
流
に
位
置
す
る
メ
コ
ン
河
の
支
流
や
、
メ
コ
ン

河
中
流
部
の
タ
イ
や
ラ
オ
ス
な
ど
へ
移
動
し
て
、
最
終
的
に
は
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
に

戻
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
て
通
年
枯
れ
な
い
湖
や
淵
、
早
瀬
な
ど
で
乾
季
の
乾
燥

を
避
け
た
り
、
雨
季
に
川
の
水
量
が
増
す
こ
と
に
よ
り
で
き
る
氾
濫
原
で
、
餌
を
得

て
成
長
し
た
り
、
産
卵
し
た
り
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
魚
の
回
遊
は
、
メ
コ
ン
河
下
流
部
の
み
で

な
く
、
メ
コ
ン
河
流
域
全
体
で
見
ら
れ
ま
す
。
重
要
な
生

息
地
を
保
全
し
、
ま
た
魚
の
移
動
ル
ー
ト
を
ふ
さ
が
ず
に

お
く
こ
と
は
、
メ
コ
ン
河
流
域
の
豊
か
な
漁
業
資
源
を
維

持
し
、
流
域
に
住
む
人
び
と
の
食
糧
安
全
を
保
障
す
る
た

め
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

P.48

メ
コ
ン
の
魚
の
回
遊

も
っと

知
り

た
い！

Poulsen, et al.（2002: 33, 
36, 39）をもとに作成。

TERRA 提供

TERRA 提供



7　水の声

セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ

コ
ン
川
が
流
れ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア

北
東
部
は
、ラ
タ
ナ
キ
リ
州
、モ

ン
ド
ル
キ
リ
州
、
ス
ト
ゥ
ン
ト

レ
ン
州
か
ら
な
り
ま
す
。

三
河
川
の
川
沿
い
に
は
、
約
6
万
人
の
人
び
と
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
口
の
約
90
％
は
ク
メ
ー
ル
民
族
で
す
が
、

三
河
川
の
流
域
に
住
む
村
び
と
た
ち
の
多
く
は
、
む
か
し
か
ら
川

と
と
も
に
生
き
て
き
た
先
住
民
族
、
少
数
民
族
の
人
び
と
で
す
。

ラ
オ
族
、
ジ
ャ
ラ
イ
族
、
カ
チ
ョ
ー
ク
族
、
タ
ム
プ
ア
ン
族
、

ブ
ロ
ー
族
、
ク
ル
ン
族
、
カ
ベ
ッ
ト
族
、
華
人
、
ラ
オ
デ
ウ
ム
族
、

プ
ノ
ン
族
と
い
っ
た
人
び
と
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
生
活
様
式
と
文
化
、
言
語
を
持
っ
て
い
ま
す
。

川
に
生
き
る

　

先
住
・
少
数
民
族

P.45

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
勢

も
っと

知
り

た
い！

TERRA 提供



水の声　8

川
沿
い
で
生
き
る
人
び
と
に
と
っ
て
、
川
と

川
周
辺
に
生
い
茂
る
森
は
、
生
活
に
必
要
な
も

の
す
べ
て
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
特
別

な
場
所
で
す
。

川
で
豊
富
に
捕
れ
る
魚
は
、
村
び
と
に
と
っ

て
重
要
な
食
糧
で
あ
り
、
ま
た
収
入
源
で
も
あ

り
ま
す
。
魚
は
、水
位
が
低
い
乾
季
に
は
「
淵
」

と
呼
ば
れ
る
川
の
深
み
で
じ
っ
と
し
て
い
ま
す

が
、
水
位
が
上
が
る
と
淵
か
ら
出
て
移
動
し
は

じ
め
ま
す
。
村
の
漁
師
た
ち
は
淵
に
名
前
を
付

け
、
そ
の
位
置
や
大
き
さ
、
季
節
ご
と
の
魚
の

動
き
を
熟
知
し
て
い
ま
す
。捕

っ
た
魚
は
煮
て
ス
ー
プ
に
し
た
り
、

焼
い
た
り
し
て
食
べ
ま
す
。
ま
た
細
か

く
刻
ん
で
塩
漬
け
に
し
、
発
酵
さ
せ
て
、

「
プ
ラ
ホ
ッ
ク
」を
作
り
ま
す
。
プ
ラ
ホ

ッ
ク
は
料
理
の
味
付
け
や
ソ
ー
ス
な
ど

な
ん
に
で
も
使
い
ま
す
。

さまざまな種類の漁具が使われる（左・中、3SPN 提供）。

川
の
ほ
と
り
の
暮
ら
し

Oxfam America 提供

上・籠いっぱいの小魚で
プラホックを作る。
下・さまざまな種類のプ
ラホック。

3SPN 提供



9　水の声

森
や
川
辺
か
ら
は
、
貝
や
き
の
こ
、
野
生
の
野
菜

や
薬
草
を
、籠
い
っ
ぱ
い
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
家
や
道
具
の
材
料
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

川
の
資
源
は
村
び
と
み
ん
な
に
と
っ
て
た
い
せ

つ
な
共
有
物
で
す
。な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、と

り
つ
く
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

乾
季
に
川
の
水
が
減
る
こ
と
に
よ
っ
て
現

れ
る
川
辺
の
土
地
は
、
村
び
と
の
た
い
せ
つ

な
農
地
で
す
。
雨
季
の
間
は
、
田
ん
ぼ
で
お

米
を
作
り
ま
す
。
お
米
は
村
の
人
び
と
の
主

食
で
す
。
チ
ャ
ム
カ
（
焼
畑
）
で
は
豆
や
ト

ウ
ガ
ラ
シ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
野
菜
を
作
り
ま
す
。
お
米
も
育
て
ま
す
。

で
き
た
お
米
や
野
菜
は
お
も
に
家
族
で
食

べ
ま
す
が
、
あ
ま
っ
た
分
は
物
々
交
換
に
使

っ
た
り
、
市
場
に
売
っ
た
り
も
し
ま
す
。

Oxfam America 提供

上
・
左
下
・
河
岸

で
野
菜
を
育
て
る
。

右
下
・
田
ん
ぼ

1. セサン川／ 2. 野生の植物。プラホッ
クをつけて食べる。／ 3. みんなで筍

（たけのこ）の皮をむく。／ 4. 薬草
を摘む。／ 5. 森で採れた果物。

1

2

3

Cyndy 
Godden 提供

4

5

1

3SPN 提供

3SPN 提供

TERRA 提供



水の声　10

人
び
と
は
川
で
泳
ぎ
、
洗
濯
を
し
、
水
浴
び
を
し
ま
す
。
川
は

飲
み
水
や
料
理
に
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市
場
で
売
る
た
め
に

飼
っ
て
い
る
牛
や
に
わ
と
り
、
豚
に
も
川
の
水
を
や
り
ま
す
。

水
汲
み
や
料
理
、
洗
濯
は
女
性
の
仕
事
で
す
。

川
は
人
び
と
の
伝
統
的
な
交
通
手
段
で

も
あ
り
ま
す
。
住
民
は
、漁
業
、村
と
田
畑

の
往
復
、
村
と
村
と
の
行
き
来
な
ど
、
日

常
的
に
川
を
使
っ
て
移
動
し
ま
す
。
村
び

と
の
多
く
は
、
一
本
の
丸
太
を
く
り
ぬ
い

て
で
き
る
丸
木
舟
を
使
い
ま
す
。

Oxfam America 提供

TERRA 提供

TERRA 提供

3SPN 提供



11　水の声

村
び
と
た
ち
の
文
化
や
伝
統
は
、

地
域
の
自
然
に
根
ざ
し
て
い
ま
す
。

川
や
森
に
は
精
霊
が
住
む
と
古
く

か
ら
信
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
人

び
と
は
精
霊
を
恐
れ
、感
謝
し
、そ

れ
を
祀
り
な
だ
め
る
儀
式
や
言
い

伝
え
を
た
い
せ
つ
に
守
っ
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
村
び
と
の
暮
ら
し
は
今
、
危
機
に
面
し
て
い
ま
す
。

上・生贄の水牛を捧げる場所。
中・精霊に水牛を捧げる儀式。
下・祭りの祝い酒（すべて 3SPN
提供）。



水の声　12

最
初
に
変
わ
っ
た
の
は
セ
サ
ン
川
で
し
た
。

セ
サ
ン
川
沿
い
に
住
む
人
び
と
は
、
川
の
水

の
増
減
、
そ
し
て
洪
水
は
、
川
の
自
然
な
周
期

の
一
部
で
あ
る
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

乾
季
の
間
は
川
の
水
は
少
な
く
、
雨
季
に
雨
が

降
れ
ば
水
位
が
上
が
り
、
雨
が
止
め
ば
次
第
に

下
が
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
1
9
9
6
年
、住
民
の
伝
統
的
な
知

恵
を
く
つ
が
え
す
よ
う
な
不
思
議
な
大
洪
水
が

起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
年
の
9
月
に
上
流
部
で

大
雨
が
降
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
洪
水
は
約

1
か
月
遅
れ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
も
数

時
間
で
急
激
に
水
位
が
上
昇
し
洪
水
に
な
っ
た

の
で
す
。

こ
れ
以
降
、
激
し
い
洪
水
や
高
波
は
頻
繁
に

起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
洪
水
は
人
や
家

セ
サ
ン
川
の
異
変

P.59

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
影
響

　
~

セ
サ
ン
川
の
場
合

~

も
っと

知
り

た
い！



13　水の声

畜
を
溺
死
さ
せ
、
農
作
物
や
住
民
の
資
産
を
破

壊
し
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
村
で
は
、
3
才
の
女
の

子
と
母
親
が
川
で
洗
濯
し
て
い
る
と
、
急
に
高

波
が
押
し
寄
せ
、
女
の
子
を
さ
ら
っ
て
行
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
女
の
子
は
い
ま
だ
に
行
方
不

明
の
ま
ま
で
す
。

川
の
水
位
は
お
か
し
な
動
き
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
1
日
の
間
に
数
10
セ
ン
チ
も
上

下
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
数
日
安
定
し
た
あ
と
、

突
然
数
メ
ー
ト
ル
上
昇
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

漁
の
名
人
で
も
「
川
が
読
め
な
く
」
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
漁
具
を
水
の
中
に
仕
掛
け
て
朝

見
に
行
く
と
、
水
位
が
大
き
く
下
が
っ
て
い
て
、

何
も
か
か
っ
て
い
な
い
漁
具
が
水
の
上
に
ゆ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
舟
や
網
が
激
し
い

急
な
流
れ
に
押
し
流
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

漁
や
舟
で
の
移
動
は
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

乾
季
の
間
も
水
位
の
異
常
な
変
動
は
続
き
ま

し
た
。
ま
た
、川
の
水
の
量
は
増
え
ま
し
た
。
そ

し
て
砂
州
や
水
辺
に
巣
を
作
る
鳥
や
、
卵
を
産

む
ト
カ
ゲ
な
ど
の
野
生
動
物
が
消
え
て
ゆ
き
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
川
が
完
全
に
干
上
が
っ

た
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。
川
底
が
あ
ら
わ
に
な

り
、
ま
る
で
砂
漠
の
よ
う
で
し
た
。

Cyndy Godden 提供

3SPN 提供3SPN 提供



頻
繁
に
起
こ
る
水
位
の
変
動
が

河
岸
の
下
の
部
分
を
洗
い
流
し
、

畑
だ
っ
た
河
岸
は
脆
く
な
り
、
崩

れ
落
ち
て
ゆ
き
ま
し
た
。
人
び
と

は
川
辺
で
農
業
を
行
う
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
し
た
。

川
底
や
淵
が
砂
で
埋
ま
り
、
豊

か
な
流
れ
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
砂
州

が
で
き
ま
し
た
。
魚
が
消
え
、
以

前
は
籠
に
い
っ
ぱ
い
採
れ
た
野
生

の
野
菜
や
貝
、
き
の
こ
も
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

川
の
水
は
濁
り
、
乾
季
に
は
悪

臭
が
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
飲

む
と
ぐ
あ
い
が
悪
く
な
り
ま
し
た
。

変
な
泡
が
流
れ
て
く
る
よ
う
に
な

り
、
川
に
入
っ
た
子
ど
も
が
激
し

い
か
ゆ
み
に
泣
き
叫
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
村
び
と
は
、下
痢
、腹

痛
、
の
ど
や
鼻
の
痛
み
や
か
ゆ
み
、

め
ま
い
、
吐
き
気
、
咳
、
発
疹
な

ど
の
問
題
を
抱
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
家
畜
に
も
同
様
の
被
害

が
広
が
り
ま
し
た
。

川
の
ほ
と
り
の
人
び
と
は
生
計

手
段
を
失
い
、
食
べ
も
の
を
町
の

市
場
で
求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
借
金
を
背
負
う
人
び

と
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

す
べ
て
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

「
川
が
怖
い
」
と
人
び
と
は
は

じ
め
て
思
い
ま
し
た
。

「
川
は
貧
し
く
な
っ
た
」
と
人

び
と
は
言
い
ま
し
た
。

　

問
題
が
起
こ
り
は
じ
め
た
当

初
、
川
沿
い
の
人
び
と
は
精
霊
の

怒
り
が
川
の
異
常
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し

川
の
異
変
は
人
工
的
な
も
の
だ
っ

た
の
で
す
。

3SPN 提供

水の声　14

3SPN 提供



頻
繁
に
起
こ
る
水
位
の
変
動
が

河
岸
の
下
の
部
分
を
洗
い
流
し
、

畑
だ
っ
た
河
岸
は
脆
く
な
り
、
崩

れ
落
ち
て
ゆ
き
ま
し
た
。
人
び
と

は
川
辺
で
農
業
を
行
う
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
し
た
。

川
底
や
淵
が
砂
で
埋
ま
り
、
豊

か
な
流
れ
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
砂
州

が
で
き
ま
し
た
。
魚
が
消
え
、
以

前
は
籠
に
い
っ
ぱ
い
採
れ
た
野
生

の
野
菜
や
貝
、
き
の
こ
も
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

川
の
水
は
濁
り
、
乾
季
に
は
悪

臭
が
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
飲

む
と
ぐ
あ
い
が
悪
く
な
り
ま
し
た
。

変
な
泡
が
流
れ
て
く
る
よ
う
に
な

り
、
川
に
入
っ
た
子
ど
も
が
激
し

い
か
ゆ
み
に
泣
き
叫
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
村
び
と
は
、下
痢
、腹

痛
、
の
ど
や
鼻
の
痛
み
や
か
ゆ
み
、

め
ま
い
、
吐
き
気
、
咳
、
発
疹
な

ど
の
問
題
を
抱
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
家
畜
に
も
同
様
の
被
害

が
広
が
り
ま
し
た
。

川
の
ほ
と
り
の
人
び
と
は
生
計

手
段
を
失
い
、
食
べ
も
の
を
町
の

市
場
で
求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
借
金
を
背
負
う
人
び

と
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

す
べ
て
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

「
川
が
怖
い
」
と
人
び
と
は
は

じ
め
て
思
い
ま
し
た
。

「
川
は
貧
し
く
な
っ
た
」
と
人

び
と
は
言
い
ま
し
た
。

　

問
題
が
起
こ
り
は
じ
め
た
当

初
、
川
沿
い
の
人
び
と
は
精
霊
の

怒
り
が
川
の
異
常
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し

川
の
異
変
は
人
工
的
な
も
の
だ
っ

た
の
で
す
。

3SPN 提供

15　水の声

3SPN 提供3SPN 提供
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ヤ
リ
滝
ダ
ム

P.51

ヤ
リ
滝
ダ
ム
事
業

も
っと

知
り

た
い！

Chris Lang 提供

は
る
か
上
流
の
ベ
ト
ナ
ム
で
、
水
力
発
電
ダ
ム

が
建
設
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

雨
季
の
間
も
、
乾
季
の
間
も
、
川
の
水
は
堰
き

止
め
ら
れ
て
は
放
水
さ
れ
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の

電
力
需
要
に
応
じ
て
、
水
流
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て

電
気
を
作
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

下
流
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
影
響
は
ま
っ
た
く
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
9
3
年
に
建
設
さ
れ
た
こ
の
ダ
ム
は
、「
ヤ

リ
滝
ダ
ム
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

援
助
国
・
機
関
の
支
援
に
よ
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
政

府
が
建
設
し
た
の
で
す
。

セ
サ
ン
川
は
、
堰
き
止
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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セ
サ
ン
保
全
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
の
誕
生

P.79

セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・

セ
コ
ン
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
っと

知
り

た
い！

P.76

も
っと

知
り

た
い！

村
人
の
要
望
、
関
係
者
の
対
応

さ
ら
に
そ
の
数
年
後
に
は
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
と
セ
コ
ン
川
流
域
の
人
び
と

も
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
に
加
わ
り
、
団
体
の
名
前
も
地
域
の
3
つ
の

川
を
守
る
「
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ
ン
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
変

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

村
び
と
た
ち
の
要
望
は
一
貫
し
て
い
ま
す
。
川
の
自
然
な
流
れ
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
、
こ
れ
以
上
ダ
ム
を
造
ら
せ
な
い
こ
と
、
村
び
と
の
生
計
や
農
作
物
、

家
畜
な
ど
が
被
っ
た
損
害
を
補
償
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

村
び
と
た
ち
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
に
、
状
況
改
善
の
た
め
に
ベ
ト
ナ
ム

政
府
と
交
渉
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。メ
コ
ン
河
委
員
会
に
は
、国
境
を
越

え
た
ダ
ム
の
問
題
を
解
決
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。
メ
コ
ン
河
委
員
会

と
は
、
メ
コ
ン
河
流
域
の
川
の
利
用
や
保
全
に
つ
い
て
、
流
域
の
国
々
が

協
力
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
国
際
機
関
で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア

は
メ
コ
ン
河
委
員
会
の
加
盟
国
で
す
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ム
開
発
を

支
援
す
る
援
助
国
や
世
界
銀
行
な
ど
の
国
際
機
関
に
も
、
ダ
ム
に
よ
る
環

境
と
生
活
へ
の
影
響
、
そ
し
て
不
安
を
訴
え
ま
し
た
。
世
界
銀
行
は
「
世

界
の
貧
困
削
減
」
を
そ
の
活
動
目
的
に
掲
げ
る
国
際
金
融
機
関
で
す
。

訴
え
を
受
け
て
メ
コ
ン
河
委
員

会
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム

政
府
に
働
き
か
け
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
2
つ
の
国
が
セ
サ
ン
川
の

問
題
を
話
し
合
う
委
員
会
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
住
民
た
ち
は
、
ダ

ム
開
発
の
関
係
者
を
、
国
レ
ベ
ル
、

地
域
レ
ベ
ル
の
対
話
に
巻
き
込
み

は
じ
め
た
の
で
す
。

ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
影
響
を
受
け
た
村
び
と
た

ち
は
N
G
O
の
支
援
を
受
け
て
、2
0
0
1

年
、
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。「
セ
サ
ン
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の

誕
生
で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
村

は
増
え
つ
づ
け
、
数
年
後
に
は
ラ
タ
ナ
キ
リ

州
の
川
沿
い
の
全
村
が
集
結
し
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
地
域
住
民
の
声
を
代
表
す
る
組
織
へ

と
発
展
し
ま
し
た
。
村
び
と
を
支
援
す
る
国

内
外
の
N
G
O
も
増
え
は
じ
め
ま
し
た
。

村びとの会合の様子（右列も、すべて 3SPN 提供）。

Oxfam America 提供
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2
0
0
1
年
か
ら
2
0
0
3
年
の
間
に
、ベ
ト

ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
の
委
員
会
は
会
合
を
3

回
持
ち
ま
し
た
。
し
か
し
ベ
ト
ナ
ム
は
自
国
に
有

利
な
形
で
ダ
ム
開
発
を
進
め
る
意
思
が
固
く
、
一

方
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
強

い
立
場
に
い
る
こ
の
隣
人
と
対
決
す
る
こ
と
に
消

極
的
で
し
た
。
メ
コ
ン
河
委
員
会
は
、
こ
の
2
か

国
の
間
の
力
関
係
を
調
整
し
、
河
川
管
理
を
行
う

と
い
う
役
割
を
果
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
住
民
か

ら
の
苦
情
に
直
接
対
応
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

政
府
・
国
際
機
関
の
対
応

ま
た
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
援
助
国
や
国
際

機
関
は
、
ダ
ム
開
発
の
計
画
作
り
や
、
個
別
ダ
ム

事
業
を
準
備
す
る
際
の
調
査
、
送
電
線
の
整
備
な

ど
を
通
じ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ム
開
発
を
長
年
に

わ
た
っ
て
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
世
界
銀

行
や
北
欧
の
援
助
機
関
は
、
村
び
と
の
抗
議
や
懸

念
の
声
に
対
し
て
、「
私
た
ち
は
ダ
ム
を
造
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
直
接
の
責
任
は
な
い
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

加
速
す
る
ダ
ム
開
発

セ
サ
ン
川
で
は
ダ
ム
開
発
が
着
々
と

進
み
ま
し
た
。
現
在
ベ
ト
ナ
ム
側
の
セ

サ
ン
川
で
は
、
ヤ
リ
滝
ダ
ム
を
ふ
く
む

3
つ
の
ダ
ム
が
操
業
中
、
2
つ
が
建
設

中
、
さ
ら
に
も
う
1
つ
の
ダ
ム
計
画
が

進
行
し
て
い
ま
す
。

P.70

も
っと

知
り

た
い！

越
境
す
る
環
境
被
害
を

　
防
ぐ
た
め
の
枠
組
み

P.76

も
っと

知
り

た
い！

村
人
の
要
望
、
関
係
者
の
対
応

P.50

三
河
川
の
ダ
ム
開
発

も
っと

知
り

た
い！

セサン 4A 調整池（3SPN）
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ダ
ム
開
発
の
波
は
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
と

セ
コ
ン
川
に
も
お
よ
ん
で
い
ま
す
。
ベ

ト
ナ
ム
側
の
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
に
は
操
業

中
ま
た
は
建
設
中
の
ダ
ム
が
5
つ
も
あ

り
、
ラ
オ
ス
側
の
セ
コ
ン
川
で
は
操
業

中
、
建
設
中
の
ダ
ム
が
1
つ
ず
つ
、
進

行
し
て
い
る
ダ
ム
計
画
が
少
な
く
と
も

12
も
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
ダ
ム
事
業
に
は
、
環
境
へ

の
影
響
を
少
な
く
す
る
た
め
と
し
て
、

援
助
国
の
支
援
に
よ
っ
て
「
環
境
影
響

評
価
」
と
呼
ば
れ
る
調
査
が
行
わ
れ
た

も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
し
か
し

こ
れ
ら
の
調
査
は
、
ダ
ム
に
よ
る
下
流

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
越
境
影
響
を
完
全
に

無
視
す
る
か
、
あ
る
い
は
適
切
に
検
討

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

P.72

も
っと

知
り

た
い！

環
境
影
響
評
価
は
問
題
回
避
に

　
貢
献
し
て
い
る
の
か
？

地図 1　三河川のダム開発

Oxfam America East Asia 
R e g i o n a l  O f f i c e （ 2 0 0 5 ）、
S W E C O  G r ø n e r  （ 2 0 0 6 a 、
2006b）、PECC-1 & KCC (2008）
をもとに作成。セサン下流 1、
プレクレアン 1A 、プレクレ
アン 1、プレクレアン 2（セ
サン川流域）、セカマン 4、ナ
ムコン 2、ナムコン 3、ホア
イラムパンヤイ、セコン（セ
コン川流域）の位置は未確認。

ベ
ト
ナ
ム

アタプー

カ
ン
ボ
ジ
ア

ラ
オ
ス

ブオントゥアスラ

ドゥクスエン本流

スレポック4
スレポック３ ブオンマトゥオット

ドライホリン・オールドドライホリン・ニュー
ブオンクオップ

ダクミン

スレポック下流4

スレポック下流３

ヤリ滝セサン３
セサン３A

セサン4

上流コンツム

プレイクロンコンツム

プレイクー

バンルン

セサン下流２

セサン下流３

ストゥントレン

ホアイホ

セカマン３

セカマン１

セコン４

セコン５

ナムコン１

セピエン・
セナムノイ

セコン

セカタム セコン3

計画（進行中）

操業停止
操業中

建設中

クラチエ

ダクエムル

セ
コ
ン
川

メ
コ
ン
河

セサン川

スレポック川

ラタナキリ州

ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州

モ
ン
ド
ル
キ
リ
州

セサン4A調整池
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左・中・浸水した建物／右・洪水で大打撃を受けた稲（すべて 3SPN 提供）。

2
0
0
4
年
か
ら
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
で
も
、
セ
サ

ン
川
の
よ
う
な
被
害
が
起
こ
り
は
じ
め
ま
し
た
。

長
引
く
苦
し
み
と

　

出
口
の
見
え
な
い
不
安

2
0
0
5
年
か
ら
2
0
0
6
年
に
か
け
て
、
と
う
と
う
ベ
ト
ナ
ム
は
、

村
び
と
が
長
年
求
め
て
き
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
セ
サ
ン
川
と
ス
レ
ポ
ッ
ク
川

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
上
流
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ム
が
引

き
起
こ
し
た
数
々
の
問
題
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
村
び
と
が
待
ち

望
ん
で
き
た
緩
和
策
と
補
償
へ
の
道
の
り
が
提
案
さ
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
こ
の
提
案
は
、
2
0
0
8
年
に
開
か
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト

ナ
ム
両
政
府
委
員
会
の
第
4
回
会
合
の
場
で
、
十
分
話
し
合
わ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
の
会
合
は
1
年
後
で
す
。
緩
和
策
や
補
償
は

ほ
ん
と
う
に
実
施
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

一
方
で
、
こ
ん
ど
は
住
民
の
足
も
と
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
側
の
セ
サ
ン
川
に
2
つ
の
ダ
ム
を
造
る
計
画
が
進

ん
で
い
ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
が
ベ
ト
ナ
ム
政
府

の
提
案
を
受
け
入
れ
、
ダ
ム
事
業
を
合
同
で
行
う
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
そ
の
電
力
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
の

両
方
で
使
わ
れ
る
約
束
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
セ

サ
ン
川
と
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
沿
い
に
住
む
数
千
人
の
人

び
と
は
立
ち
退
か
さ
れ
、
ま
た
こ
の
ダ
ム
か
ら
上
流

に
住
む
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
び
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ

ム
と
の
間
に
挟
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

建設予定地周辺にある島。右下の白い部分は、ベト
ナムの調査団がセメントでつけていった印。

P.54

セ
サ
ン
下
流
2
ダ
ム

も
っと

知
り

た
い！

P.68

も
っと

知
り

た
い！

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
影
響

　
~

ス
レ
ポ
ッ
ク
川
の
場
合

~

P.76

も
っと

知
り

た
い！

村
人
の
要
望
、
関
係
者
の
対
応
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ニョーン・ブンチャンさん　
ラタナキリ州タベン郡タベンラー集合村
タベン村（セサン川沿いの村）在住　

（2008 年 6 月）

セ
サ
ン
川
の
住
民
が
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
影
響
に
苦
し
む
よ
う
に
な
っ
て
、
今
年
で
12
年
が
経
ち
ま
し

た
。
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
の
セ
サ
ン
川
沿
い
の
村
で
は
川
の
異
常
な
流
れ
に
よ
る
被
害
か
ら
逃
げ
る
た
め

に
、
生
命
（
い
の
ち
）
で
あ
る
川
か
ら
遠
く
離
れ
た
山
岳
地
に
移
る
人
び
と
も
出
て
い
ま
す
。

カンボジアの三河川の住民たちは、いつの日が自分

たちの声に耳が傾けられ、川の自然な流れが回復され

ることを願って、ダム開発に反対するキャンペーンを

続けています。村びとたちの訴えは、すでにメコン河

委員会、そしてカンボジアとベトナム両国の首相にま

で認識されていますが、ダム開発の被害は広がるばか

りです。

P.85

も
っと

知
り

た
い！

お
わ
り
に

　
~

日
本
と
の
か
か
わ
り

~

セサン・スレポック・セコン川の個別

ダム事業は、おもにベトナムなどの新興

国の自己資金で行われています。しかし、

日本もこれと無関係ではありません。カ

ンボジア、ラオス、ベトナムは先進国や、

世界銀行、アジア開発銀行から毎年多額の

経済援助を受けていますが、この 3 国に

一番多く援助をしているのは日本政府な

のです。また、日本政府はアジア開発銀

行の最大の出資・拠出国であり、世界銀

行ではアメリカ合衆国に次いで第 2 位の

出資・拠出国でもあるのです。さらにメ

コン河委員会にも資金を提供しています。

　
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
国
で
、
N
G
O

だ
け
で
な
く
ふ
つ
う
の
人
た
ち
も
、
わ
し
ら
と
い
っ

し
ょ
に
解
決
策
を
探
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
川
の
ほ
と
り

に
住
む
村
び
と
が
、
自
然
の
恵
み
を
子
々
孫
々
ま
で
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
助
け
て
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。

3SPN 提供



水の声　22水の声　22

水
の
声
が

聞
こ
え
ま
す
か
？

第
2
部

村
び
と
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ン
コ
セ

川

スレポック川
メ
コ
ン
河 セ

サ
ン
下
流
2
ダ
ム

建
設
予
定
地

水
没
予
定
地

ルンパット村

タベン村

ロ
ミ
ー
ア
村

プルップ村

ス
ダ
ム
村

ラタナキリ州

ストゥン
トレン州

ラオス

ン
サ
セ

川

ベ
ト
ナ
ム

カンボジア

セコンの村から
～ストゥントレン州～

　セコン川上流のラオスでも、
ダム開発は着々と進行している。
村びとの話を聞く限りでは、セ
サン川やスレポック川ほどの大
きな被害はまだ生じていないよ
うだ。「川が少しずつ変わって
きている」という声も聞くが、
上流のダムの存在は知られてお
らず、川の変化をダムと結びつ
けて考える村びとはいない。

スレポックの村から
～ラタナキリ州～

　スレポック川でも、上
流ベトナム側のダム開発
が進み、セサン川と同じ
ような問題が現れてきた。

セサン・スレポックの
移転対象村から

～ストゥントレン州～　

　国境から遠く離れたストゥント
レン州も、ベトナム側のダム開発
の影響をまぬがれることはできな
い。そればかりか、こんどは、州
内にあるセサン川とスレポック川
の合流地点付近でも、ベトナム・
カンボジア両政府が共同でセサン
下流 2 ダムを建設しようとしてい
る。立退きを強いられる村の人び
とは、声に不安をにじませる。

セサンの村から　
～ラタナキリ州～　

　セサン・スレポック・
セコンの三河川の中でも
っともダム開発が進み、
深刻な痛手を負ったセサ
ン川。セサン川が流れる
2 つの州のうち、ベトナ
ムに近いラタナキリ州で
は、ダムの被害もより深
刻だ。村びとたちは問題
の解決を強く訴えている。
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セ
サ
ン
の
村
か
ら　

～
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
～

1952 年、タベン郡タベンラー集合村タベン
村生まれ。両親はクルン族とブロー族。兵士、
警官を経て、今は漁業と農業を営む。近年は、
村長、住民コミュニティ代表、長老グループ
のメンバーも務めた。6 児の父。56 才。

わ
た
し
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
タ
ベ
ン
村
で
す
。
祖
父

や
祖
母
、
両
親
も
み
ん
な
そ
う
で
す
。
親
は
ク
ル
ン
族

と
ブ
ロ
ー
族
で
す
。
ふ
だ
ん
使
う
の
は
部
族
の
こ
と
ば

で
す
が
、
わ
た
し
は
ク
メ
ー
ル
語
（
注
1
）
の
読
み
書

き
も
で
き
ま
す
。

1
9
7
5
年
、
ポ
ル
・
ポ
ト
か
ら
逃
れ
て
ベ
ト
ナ
ム

に
脱
出
し
ま
し
た
（
注
2
）。
こ
の
村
の
住
民
の
ほ
と
ん

ど
は
、
ポ
ル
・
ポ
ト
が
来
る
と
聞
い
て
、
国
の
外
に
逃
げ

た
ん
で
す
。
1
9
7
9
年
に
は
、す
で
に
戻
っ
て
い
た
ス

ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
で
、
ポ
ル
・
ポ
ト
軍
と
戦
う
兵
士
に
徴

用
さ
れ
（
注
3
）、
訓
練
を
受
け
る
た
め
に
ベ
ト
ナ
ム
の

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
戦
術
・
政

治
・
ク
メ
ー
ル
語
を
2
年
間
学

び
ま
し
た
。
1
9
8
1
年
に
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
戻
っ
た
と
き
、
わ

た
し
は
26
才
。
ま
だ
ま
だ
子
ど

も
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、兵
士
と

し
て
戦
場
で
6
年
戦
っ
て
、
兵

役
を
終
え
た
の
は
30
代
前
半
の

こ
と
で
し
た
。
そ
の
あ
と
は
プ

レ
ア
ビ
ヒ
ア
州
で
警
察
副
署
長

を
務
め
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の

村
に
戻
り
結
婚
し
た
ん
で
す
。

結
婚
し
て
す
ぐ
の
3
年
間

は
、
女
房
の
両
親
と
、
そ
の
あ

と
は
わ
た
し
の
両
親
と
い
っ
し

ょ
に
暮
ら
し
ま
し
た
。
両
親
が

死
ん
で
か
ら
は
自
分
の
家
を
建

て
、
今
も
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

女
房
は
こ
の
村
の
女
で
す
。

な
れ
そ
め
を
聞
き
た
い
っ
て
？

ド
ゥ
ー
・
ウ
ィ
ッ
ト 

さ
ん

　

一
目
ぼ
れ
で
、
手
紙
を
送
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た

ら
返
事
が
来
て
ね
。
そ
れ
か
ら
、
よ
く
彼
女
の
家
に
会

い
に
行
き
ま
し
た
よ
。
彼
女
の
ど
こ
が
好
き
だ
っ
た
か

で
す
か
？　

は
じ
め
は
顔
、
次
に
性
格
が
気
に
入
っ
た

ん
で
す
。
家
事
も
う
ま
い
し
ね
。
う
ん
、
今
で
も
む
か

し
の
よ
う
に
愛
し
て
ま
す
よ
。
子
ど
も
は
6
人
い
ま
す
。
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上
は
26
才
で
、
下
は
3
才
で
す
。

村
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
農
業
と
漁
業
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。田
ん
ぼ
の
米
と
魚
は
家
族
で
食
べ
る
分
だ
け
、チ

ャ
ム
カ
（
注
4
）
で
は
、
食
べ
る
分
と
売
る
分
を
作
っ

て
ま
す
。
米
、
な
す
、
コ
コ
ナ
ツ
、
さ
と
う
き
び
、
タ

バ
コ
、
パ
パ
イ
ヤ
、
レ
モ
ン
、
タ
ン
ジ
ェ
リ
ン
（
ミ
カ

ン
の
一
種
）
を
育
て
て
い
ま
す
。

川
は
わ
た
し
に
と
っ
て
、
と
て
も
だ
い
じ
な
存
在
で

す
。
今
で
も
、
河
岸
で
野
菜
を
育
て
た
り
、
漁
が
で
き

た
ら
と
思
い
ま
す
。
水
も
き
れ
い
だ
っ
た
ら
い
い
の
に
、

と
。
川
は
、
わ
た
し
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
村
び
と
み
ん

な
が
必
要
と
し
て
い
る
ん
で
す
。

2
0
0
4
年
ま
で
は
一
本
の
延
縄（
注
5
）で
、家
族

を
養
う
の
に
充
分
な
魚
が
捕
れ
た
ん
で
す
。
延
縄
を
夕

方
の
5
時
と
か
6
時
に
川
に
仕
掛
け
、
真
夜
中
に
1
度

確
認
し
て
、翌
朝
に
引
き
上
げ
る
ん
で
す
が
、2
0
0
4

年
以
前
は
一
晩
で
50
キ
ロ
も
魚
が
捕
れ
ま
し
た
。
20
キ

ロ
も
す
る
大
き
な
魚
も
た
く
さ
ん
捕
れ
た
ん
で
す
よ
。

で
も
今
じ
ゃ
、
魚
は
ほ
ん
と
う
に
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
1
日
中
漁
に
行
っ
て
1
匹
も
捕
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
食
べ
る
た
め
に
市
場
か
ら
買
う
こ
と
も
あ
る

ん
で
す
よ
。
川
で
網
や
延
縄
は
も
う
使
え
ま
せ
ん
。
な

ぜ
っ
て
、
水
位
が
急
に
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
す
る

せ
い
で
す
よ
。
延
縄
を
水
の
中
に
仕
掛
け
て
も
、
し
ば

ら
く
し
て
見
に
行
く
と
水
面
に
浮
か
ん
で
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
漁
具
は
泥
だ
ら
け
に
な
る
し
、
い
く
つ
流

さ
れ
て
失
く
し
た
こ
と
か
。
舟
も
1
隻
失
く
し
ま
し
た
。

水
位
が
急
激
に
変
わ
る
か
ら
、
舟
を
岸
に
結
ぶ
ひ
も
が

切
れ
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
わ
た
し
は
も
う
川
で
漁
は
し
ま
せ
ん
。
今
年

か
ら
（
セ
サ
ン
川
の
）
支
流
と
池
で
だ
け
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
わ
た
し
み
た
い
に
川
で
の
漁
を
止
め
た
村

び
と
は
大
勢
い
ま
す
よ
。
で
も
、
池
の
魚
も
減
っ
て
ま

す
。
洪
水
が
起
こ
れ
ば
、
池
に
も
魚
が
増
え
る
ん
で
す

が
、
2
0
0
1
年
か
ら
ま
っ
た
く
洪
水
が
な
い
ん
で

す
。
ダ
ム
の
せ
い
で
す
よ
（
注
6
）。

1
9
9
6
年
に
は
、す
ご
い
洪
水
が
村
を
襲
い
ま
し

た
。
ヤ
リ
滝
ダ
ム
が
壊
れ
た
ん
で
す
。
こ
の
村
で
は
3

人
溺
れ
死
に
ま
し
た
。
牛
も
水
牛
も
溺
れ
ま
し
た
。
村

の
あ
ち
こ
ち
が
水
浸
し
に
な
っ
て
、
わ
た
し
の
家
も
床

上
ま
で
水
に
浸
か
り
ま
し
た
よ（
注
7
）。
水
の
高
さ
は

4
、
5
メ
ー
ト
ル
は
あ
っ
た
ね
。
洪
水
は
3
、
4
日
続

き
ま
し
た
。
村
の
み
ん
な
は
米
と
塩
を
持
っ
て
丘
に
避

難
し
ま
し
た
。
戻
っ
た
ら
、
家
は
壊
れ
て
い
る
、
道
具

は
な
く
な
っ
て
い
る
。
野
菜
は
全
滅
。
に
わ
と
り
、
ア

ヒ
ル
も
い
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

水
位
の
変
動
は
、
今
年
に
な
っ
て
、
少
し
は
ま
し
に

な
り
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
が
ダ
ム
の
放
水
の
仕
方
に
少

し
は
気
を
つ
か
い
は
じ
め
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大

規
模
な
放
水
の
と
き
は
、
3
日
前
に
通
知
が
届
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
し
。

そ
れ
で
も
川
は
お
か
し
い
。
昨
日
も
朝
は
水
位
が
低

か
っ
た
の
に
、
午
後
に
は
高
か
っ
た
。
1
日
で
2
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
違
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
じ
ゃ（
河
岸
で
）

野
菜
も
育
て
ら
れ
な
い
。
む
か
し
は
、
雨
が
降
れ
ば
水

位
が
上
が
る
、
雨
が
止
め
ば
下
が
る
。
そ
ん
な
ふ
う
で

し
た
。
で
も
今
じ
ゃ
雨
に
関
係
な
く
上
が
っ
た
り
下
が

っ
た
り
し
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
国
境
近
く
で
は
、
1
、
2

メ
ー
ト
ル
の
高
波
が
出
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
水
位
が
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
変
わ
る

か
ら
、
河
岸
が
崩
れ
て
き
て
い
ま
す
。
毎
年
2
、
3
メ

ー
ト
ル
分
の
土
が
川
に
流
れ
込
み
ま
す
。
河
岸
の
下
部

の
土
が
洗
い
流
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
上
部
の
土
が
崩
れ

落
ち
る
ん
で
す
。
わ
た
し
の
家
は
こ
こ
か
ら
1
キ
ロ
く

ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ
る
ん
で
す
が
、
家
の
近
く
は
ひ
ど

い
崩
れ
方
を
し
て
い
る
。
こ
の
ま
え
、
豚
が
川
沿
い
で

餌
を
探
し
て
い
た
ら
、
崩
れ
て
き
た
土
砂
で
生
き
埋
め

に
な
っ
て
。
豚
は
死
に
ま
し
た
よ
。
こ
の
ま
え
の
乾
季

に
は
、
村
の
家
畜
が
10

頭
死
に
ま
し
た
。
数
日

前
に
も
1
頭
溺
れ
死
に

ま
し
た
。
村
で
は
、
家

畜
か
ら
な
る
べ
く
目
を

離
さ
な
い
よ
う
に
し
て

は
い
た
ん
で
す
が
ね
。

水
質
も
悪
く
な
り
ま

し
た
。
む
か
し
は
水
位

が
低
い
と
き
は
澄
ん
で

い
た
の
で
す
が
。
今
じ

ゃ
ず
っ
と
濁
っ
て
い
ま

す
。
水
が
悪
い
の
は
確

「この木も今年は川に倒れる込む
だろう」とウィットさんは言う。
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か
で
す
よ
。
も
う
村
の
人
間
が
川
の
水
を
使
う
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
川
で
水
浴
び
を
す
る
と
体
が

か
ゆ
く
な
り
ま
す
し
。
N
G
O
が
ポ
ン
プ
井
戸
を
く
れ

た
の
で
、
み
ん
な
そ
れ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
乾
季
に
家

畜
が
川
の
水
を
飲
む
と
病
気
に
な
り
ま
す
。
下
痢
し
た

り
、
腹
が
腫
れ
た
り
、
湿
疹
が
出
た
り
。

野
生
の
動
物
も
減
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
砂
地
に

卵
を
産
む
大
ト
カ
ゲ
が
い
る
ん
で
す
が
、
水
位
が
上
が

っ
た
り
下
が
っ
た
り
す
る
か
ら
卵
が
流
さ
れ
る
ん
で
す
。

鳥
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
よ
。
ぱ
っ
と
思
い
つ
く
だ
け

で
も
、
ト
リ
ー
ド
イ
ッ
ト
、
ダ
ッ
、
ア
ル
ン
ベ
イ
、
ト

ア
ン
グ
レ
ー
イ
、
カ
ア
ー
マ
ン
グ
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど

見
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
名
前
は
ク
メ
ー
ル
語
じ
ゃ

な
い
で
す
よ
。
わ
た
し
の
部
族
の
こ
と
ば
で
そ
う
呼
ぶ

ん
で
す
。
こ
の
鳥
た
ち
は
地
面
に
巣
を
作
る
ん
で
す
が
、

今
で
は
ど
こ
に
巣
が
あ
る
の
か
わ
た
し
に
も
わ
か
り
ま

せ
ん
。

魚
の
棲
み
か
も
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
岩
の
穴

や
川
の
木
の
穴
、
淵
と
か
が
、
砂
と
土
で
埋
ま
っ
て
ま

す
。
村
の
近
く
に
は
淵
が
3
か
所
あ
る
ん
で
す
が
、以
前

は
深
さ
7
メ
ー
ト
ル
か
ら
10
メ
ー
ト
ル
は
あ
っ
た
。
そ

（
注
1
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
公
用
語
。
先
住
・
少
数
民
族
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
こ
と
ば
で
育
ち
生
活
す
る
の
で
、
み
ん
な
が
ク
メ
ー
ル
語
を
自
在

に
使
え
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
注
2
）
1
9
7
5
年
4
月
、
ポ
ル
・
ポ
ト
率
い
る
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー

ジ
ュ
は
、
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
進
攻
し
、
当
時
の
ロ
ン
・
ノ
ル
政
権

を
倒
し
た
。
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
は
極
端
な
民
族
主
義
的
共
産
主

義
政
策
を
採
用
し
、
多
く
の
国
民
に
農
村
で
の
強
制
労
働
を
課
し
た
。

虐
殺
・
粛
清
が
横
行
し
、
病
気
･
飢
餓
を
あ
わ
せ
て
、
1
9
7
9

年
1
月
に
政
権
が
崩
壊
す
る
ま
で
に
、約
1
7
0
万
人
の
人
び
と
が

い
の
ち
を
落
と
し
た
と
い
わ
れ
る
。

（
注
3
）
1
9
7
8
年
末
、
ベ
ト
ナ
ム
軍
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
侵
攻
。
翌

1
9
7
9
年
1
月
に
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
攻
略
。
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー

ジ
ュ
は
タ
イ
国
境
近
く
ま
で
駆
逐
さ
れ
、カ
ン
ボ
ジ
ア
に
親
ベ
ト
ナ
ム

の
ヘ
ン
・
サ
ム
リ
ン
政
権
が
樹
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
1
9
8
2
年

に
は
、
ヘ
ン
・
サ
ム
リ
ン
政
権
と
ポ
ル
・
ポ
ト
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
、
ソ

ン
・
サ
ン
3
派
と
の
間
で
内
戦
が
勃
発
。
パ
リ
で
和
平
合
意
が
成
立
し
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
内
戦
が
終
結
し
た
の
は
1
9
9
1
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

（
注
4
）
陸
稲
、バ
ナ
ナ
な
ど
作
物
栽
培
の
た
め
に
行
う
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
方
式
の
焼
畑
を
指
す
。

（
注
5
）
は
え
な
わ
。
漁
具
の
一
種
。
1
本
の
幹
縄
に
「
延
縄
」
と
呼

ぶ
多
数
の
枝
縄
を
付
け
、
枝
縄
の
先
端
に
釣
り
針
を
付
け
る
。
漁
場

に
仕
掛
け
た
あ
と
、
し
ば
ら
く
放
置
し
て
延
縄
を
回
収
す
る
。

（
注
6
）
自
然
の
営
み
の
一
環
と
し
て
周
期
的
に
発
生
す
る
洪
水
は
、

一
帯
の
生
態
系
の
維
持
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
一
方
で
、

ダ
ム
の
放
水
は
河
川
の
自
然
な
流
れ
を
乱
し
、
水
位
の
異
常
変
動
や

不
定
期
な
洪
水
の
原
因
と
な
る
。

（
注
7
）
川
沿
い
の
村
々
で
は
、
ほ
ぼ
全
戸
が
高
床
式
で
、
居
住
部
分

は
地
面
か
ら
2
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
。
床
下
は
漁
具
な

ど
の
道
具
置
き
場
や
作
業
場
と
し
て
使
う
。

（
注
8
）
変
圧
器
に
つ
な
い
だ
自
動
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
で
、
無

差
別
に
魚
を
感
電
死
さ
せ
捕
ま
え
る
。

上・水辺で涼む水牛。
下・村の祠（ほこら）

れ
が
今
じ
ゃ
2
メ
ー
ト

ル
ぐ
ら
い
し
か
な
い
。

む
か
し
は
川
が
全
体
的

に
も
っ
と
深
か
っ
た
ん

で
す
よ
。
魚
の
餌
も
減

っ
て
き
て
い
ま
す
。
虫

と
か
、
川
沿
い
の
木
の
実
と
か
が
、
河
岸
が
崩
れ
て
や

ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。

川
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
村
の
文
化
や
伝

統
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
川
を

守
っ
て
く
れ
る
精
霊
に
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
る
儀
式
が

あ
っ
て
、
毎
年
2
月
ご
ろ
に
砂
州
で
祈
る
ん
で
す
。
で

も
今
で
は
、
乾
季
で
も
砂
州
は
水
の
中
で
す
。
精
霊
は

今
で
も
そ
こ
に
住
ん
で
い
ま
す
よ
。
で
も
、
も
う
儀
式

は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
村
び
と
た
ち
は
病
気
に
な

る
と
、
砂
州
の
代
わ
り
に
川
べ
り
で
祈
る
こ
と
に
し
て

い
る
ん
で
す
。

ほ
か
に
も
ど
ん
な
儀
式
が
あ
る
か
っ
て
？　

い
ろ

ん
な
の
が
あ
り
ま
す
よ
。
ブ
ロ
ー
族
と
ク
ル
ン
族
に
先

祖
代
々
伝
わ
る
伝
統
な
ん
で
す
が
、例
え
ば
、水
牛
を
生

贄
と
し
て
捧
げ
て
祈
っ
た
り
。
こ
れ
は
川
と
家
の
精
霊

に
感
謝
す
る
儀
式
で
す
。
ち
ょ
う
ど
2
日
前
に
こ
の
儀

式
を
し
た
ん
で
す
よ
。
田
植
え
の
前
に
は
、
田
ん
ぼ
の

精
霊
に
祈
り
、
豚
か
に
わ
と
り
を
捧
げ
て
、
お
祭
り
を

し
ま
す
。
収
穫
の
あ
と
に
も
、
も
う
1
度
。
そ
れ
か
ら

ど
の
村
に
も
1
か
所
、
神
聖
な
場
所
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
村
で
は
吊
橋
の
脇
に
あ
り
ま
す
。

ダ
ム
の
話
で
は
な
い
で
す
が
、
2
0
0
1
年
か
ら
、

密
漁
が
は
び
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
電
気
シ
ョ
ッ

ク
（
注
8
）
や
巨
大
な
網
を
使
っ
た
り
、
淵
に
手
榴
弾

を
投
げ
込
ん
だ
り
し
て
、
魚
を
根
こ
そ
ぎ
捕
る
ん
で
す
。

ラ
オ
ス
や
タ
イ
か
ら
、
魚
を
殺
す
毒
を
売
る
商
人
も
や

っ
て
来
ま
す
。
川
に
こ
の
毒
薬
を
投
げ
入
れ
る
と
、
魚
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P.51

ヤ
リ
滝
ダ
ム

も
っと

知
り

た
い！

も
っと

知
り

た
い！

P.59

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
影
響

　
~

セ
サ
ン
川
の
場
合

~

も
っと

知
り

た
い！

も
っと

知
り

た
い！

（
注
9
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
、
地
元
住
民
が
占
有
・
利
用
し
て
い

る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
地
域
の
土
地
を
区
分
し
、
そ
の
利
用

権
（
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
特
定
企
業
に
売
り
わ
た
し
て
し
ま
う
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
元
住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
り
、
環
境
が
破

壊
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
深
刻
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

（
注
10
）
村
び
と
が
共
同
で
管
理
す
る
森
林
。

が
死
ん
で
川
の
表
面
に
浮
か
び
ま
す
。
違
法
漁
業
を
す

る
の
は
、
警
察
や
地
元
の
役
人
で
す
。
彼
ら
は
金
銭
的

な
価
値
の
高
い
木
を
切
っ
た
り
、
森
の
鹿
や
孔
雀
（
く

じ
ゃ
く
）、
水
牛
、
象
、
虎
を
銃
で
撃
ち
殺
し
た
り
も
し

ま
す
。
象
や
虎
は
、
1
9
9
1
年
ご
ろ
は
見
ま
し
た
け

ど
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
村
で
は
、
み
ん
な
、
土
地
の
問
題
で
頭
を
悩
ま

せ
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン（
利
用
権
）を
手
に
し

た
企
業
が
、
こ
の
村
の
近
く
に
も
や
っ
て
来
た
ん
で
す

（
注
9
）。
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
森
林
（
注
10
）
の
区
画

と
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
区
画
が
重
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。

村
の
人
間
は
む
か
し
か
ら
森
を
大
切
に
し
て
、
ラ
タ
ン

（
籐
）、
木
の
葉
っ
ぱ
、
竹
を
家
で
使
っ
た
り
、
ト
カ
ゲ

や
鹿
、
野
豚
な
ど
の
動
物
を
食
べ
た
り
し
て
い
る
ん
で

す
が
、
今
は
森
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
ほ
ん

と
う
に
困
っ
て
い
ま
す
。
森
で
な
に
か
採
ろ
う
と
す
る

と
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
企
業
と
も
め
る
ん
で
す
。
今
年

の
3
月
か
ら
4
月
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
企
業
が
森
の
木

に
ペ
ン
キ
で
印
を
付
け
ま
し
た
。
伐
る
た
め
で
す
。
よ

そ
の
村
の
近
く
で
は
、
も
う
2
、
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
2
、

3
万
平
方
メ
ー
ル
）
の
森
を
電
動
ノ
コ
ギ
リ
で
切
り
倒

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
村
で
は
「（
フ
ン
・
セ
ン
）
首
相

に
こ
の
問
題
を
伝
え
よ
う
」
と
言
っ
て
、州
政
府
の
事
務

所
に
話
し
に
行
き
ま
し
た
。
書
簡
も
送
り
ま
し
た
。
で

も
、
な
し
の
つ
ぶ
て
で
す
。

N
G
O
に
助
け
て
ほ
し
い
。
お
願
い
だ
か
ら
、助
け

て
ほ
し
い
。
川
と
森
林
と
土
地
を
奪
わ
れ
て
、
わ
た
し

た
ち
は
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
？　

住
む
場
所
も
な
く
、
川
か
ら
も
森
か
ら
も
な
に

も
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
ま
ま
じ
ゃ

首
を
く
く
る
し
か
な
い
。
村
に
は
、「
家
族
を
殺
し
て
、

自
分
も
首
を
吊
っ
て
死
ぬ
」
と
言
う
人
ま
で
い
ま
す
。

今
年
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
も
村
の
人
間
に
と
っ
て

も
、
難
し
い
年
で
す
。
川
と
森
の
問
題
の
上
に
、
雨
が

降
ら
な
く
て
、
米
は
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
し
、
物
価
も

上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
ま
た
ダ
ム
が
で
き

る
ん
で
す
！　

セ
サ
ン
川
沿
い
の
5
つ
の
村
は
、
ス
ト

ゥ
ン
ト
レ
ン
の
（
セ
サ
ン
下
流
2
）
ダ
ム
に
反
対
す
る

こ
と
を
も
う
決
め
ま
し
た
。
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国

が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
こ
の
ダ
ム
を
造
る
と
聞
い
て
ま

す
。
外
か
ら
や
っ
て
く
る
人
た
ち
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を

破
壊
し
て
、
電
気
を
作
っ
て
、
そ
れ
を
自
分
の
国
に
持

っ
て
か
え
る
な
ん
て
こ
と
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
た

だ
、
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
の
ダ
ム
を
造
り
た
い
の
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
政
府
も
お
な
じ
な
ん
で
す
。
政
府
は
「
絶
対
造

る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

上
流
に
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ム
が
あ
っ
て
、
下
流
に
も
ダ

ム
が
で
き
る
わ
け
で
す
。こ
れ
で
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
と
セ
サ

ン
川
に
は
、魚
が
完
全
に
い
な
く
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
魚

は
ダ
ム
を
泳
い
で
突
っ
切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。

話
が
長
く
な
り
ま
し
た
。
ア
イ
ラ
ー
・
ハ
ッ
サ
イ
！

ク
ル
ン
語
で
「
あ
り
が
と
う
」
っ
て
意
味
で
す
。

川と森林と土地を奪われて、わたしたちは
どうやって生きていけばいいのでしょうか？

P.76

も
っと

知
り

た
い！

村
人
の
要
望
、
関
係
者
の
対
応

も
っと

知
り

た
い！

P.48

メ
コ
ン
の
魚
の
回
遊

も
っと

知
り

た
い！

も
っと

知
り

た
い！

P.50

三
河
川
の
ダ
ム
開
発

も
っと

知
り

た
い！

も
っと

知
り

た
い！

P.54

セ
サ
ン
下
流
2
ダ
ム

も
っと

知
り

た
い！

も
っと

知
り

た
い！
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10
年
前
と
く
ら
べ
て
、
川
は
す

ご
く
変
わ
っ
た
よ
。
水
位
も
上

が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
、
ふ
つ
う

じ
ゃ
な
い
。
川
辺
で
育
て
て
る
野

菜
は
、
ほ
と
ん
ど
全
滅
だ
よ
。
河

岸
が
崩
れ
落
ち
て
、
食
べ
も
の
や

薬
に
使
っ
て
い
る
木
が
川
に
倒
れ

込
む
と
き
も
あ
る
。
乾
季
は
水
が

す
ご
く
汚
れ
て
い
て
、
川
の
水
を

使
う
の
は
危
な
い
ん
だ
。

ぼ
く
た
ち
の
文
化
に
と
っ
て
、
川

は
重
要
な
ん
で
す
。
ぼ
く
た
ち
先
住

民
族
は
、
川
の
近
く
に
住
む
の
が
好

き
だ
し
、川
の
精
霊
を
う
や
ま
う
。特

に
川
の
深
い
と
こ
ろ
や
、
ワ
ニ
に
宿

る
精
霊
た
ち
を
た
い
せ
つ
に
し
て
い

る
の
で
す
。
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
こ

こ
に
住
ん
で
い
ま
す
よ
。
で
も
、
今

の
ぼ
く
た
ち
は
、
い
つ
ダ
ム
が
壊
れ

る
か
と
お
び
え
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
安
全
な
場
所
に
住

む
と
い
っ
て
、
村
び
と
た
ち
は
、
ど

ん
ど
ん
山
間
部
に
移
っ
て
い
き
ま
す
。

セ
サ
ン
川
は
、
わ
た
し
の
い
の
ち
で
す
。
村
に
と
っ
て
も
、

川
は
村
と
切
り
離
せ
な
い
存
在
で
す
。
川
の
水
は
、
生
活
の

ほ
か
に
、
い
ろ
い
ろ
な
儀
式
に
も
使
い
ま
す
。
先
祖
や
精
霊

に
祈
っ
た
り
、
誓
い
を
た
て
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
村
で
い

さ
か
い
が
起
き
て
、
ど
っ
ち
が
正
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る

の
か
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
、
争
っ
て
い
る
者
が

同
時
に
川
に
も
ぐ
り
、
息
が
も
た
な
く
て
先
に
上
が
っ
て
く

る
方
が
嘘
を
つ
い
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
川
の
精
霊
が

不
正
直
な
人
に
そ
う
さ
せ
る
か
ら
で
す
。

わ
た
し
は
す
べ
て
の
N
G
O
に
、
セ
サ
ン
の
被
害
に
つ

い
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
わ
た
し
た
ち
を
助
け
て
、

セ
サ
ン
川
に
つ
い
て
も
っ
と
心
を
く
だ
い
て
ほ
し
い
。
そ
う

お
願
い
し
た
い
で
す
。
い
つ
ダ
ム
が
壊
れ
る
か
、
倒
れ
る
か
。

そ
し
て
、
わ
た
し
た
ち
を
殺
し
に
、
わ
た
し
た
ち
が
持
っ
て

い
る
も
の
す
べ
て
を
破
壊
し
に
来
る
の
で
は
、
と
心
配
で
す
。

①プロナン・ティエンさん（前
列中央）　②年齢不詳　③ブロー
族　④農業・漁業　⑤ブエンサ
イ郡カチョン集合村カリム村

①
名
前
　
②
年
齢
　
③
民
族
　
④
職
業
　
⑤
居
住
地

①ローマム・メリさん　② 55 才
③タムプアン族　④農業・漁業　
⑤オーヤダウ郡セサン集合村パゥ
ダル村（ベトナム国境近く）

①コー・ヴィックさん　
② 46 才　③ブロー族　
④農業　⑤タベン郡タベ
ンラー集合村タベン村
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こ
の
村
で
生
ま
れ
、
ず
っ
と
こ
こ
に
住
ん
で
る
。
子

ど
も
も
こ
こ
で
6
人
育
て
た
よ
。
川
は
す
ご
く
た
い
せ

つ
。
漁
を
し
て
生
き
て
る
か
ら
ね
。
毎
日
、
川
に
漁
に

行
っ
て
、
水
を
使
っ
て
い
る
よ
。
で
も
漁
は
今
、
難
し

い
ね
え
。
10
年
前
は
す
ぐ
に
3
、
4
キ
ロ
の
魚
を
捕
ま

え
た
も
ん
だ
よ
。
で
も
今
は
無
理
だ
ね
。
夜
、
川
に
網

を
仕
掛
け
て
朝
引
き
上
げ
る
ん
だ
け
ど
、
捕
れ
る
の
は

2
0
0
グ
ラ
ム
ぐ
ら
い
だ
ね
。
1
キ
ロ
は
と
て
も
無

理
。
家
族
が
食
べ
る
分
に
し
か
な
ら
な
い
。
な
に
も
捕

れ
な
い
と
き
も
あ
る
。

む
か
し
は
ね
、
川
は
自
然
に
流
れ
て
い
た
。
家
族
を

充
分
に
食
べ
さ
せ
ら
れ
な
い
、
な
ん
て
心
配
は
な
か
っ

た
。
ベ
ト
ナ
ム
が
ダ
ム
を
造
っ
て
か
ら
10
年
以
上
経
っ

①ウイ・ネーンさん　② 71 才　
③ラオ族　④農業・漁業　⑤ブエ
ンサイ郡パン集合村パン村

①ウク・ノームさん　② 57 才　③ブ
ロー族　④農業・漁業　⑤タベン郡タ
ベンクロム集合村コーポン村

た
け
ど
、
川
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
と
っ
て
も
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。
水
位
は
変
に
上
下
す
る
し
、
季
節
の
変
化

に
も
沿
っ
て
い
な
い
。
村
び
と
は
毎
年
、
舟
を
少
な
く

と
も
1
隻
か
2
隻
は
失
く
し
て
い
る
。

水
も
汚
く
な
っ
た
。
浴
び
る
と
か
ゆ
い
じ
ん
ま
し
ん

が
出
る
し
、
飲
む
と
下
痢
を
す
る
。
に
わ
と
り
、
ア
ヒ

ル
、
牛
、
水
牛
、
だ
ん
だ
ん
み
ん
な
死
ん
で
い
っ
て
る
。

川
で
泳
い
だ
り
、
水
を
飲
ん
だ
り
す
る
と
死
ぬ
ん
だ
。

豚
は
小
屋
に
閉
じ
込
め
れ
ば
守
れ
る
け
ど
、
わ
し
に
は
、

鳥
や
、
そ
の
ほ
か
の
動
物
た
ち
が
水
を
飲
ん
だ
り
泳
い

だ
り
す
る
の
を
止
め
ら
れ
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ

る
の
は
、
だ
い
た
い
乾
季
、
3
月
か
ら
5
月
の
間
だ
ね
。

4
人
の
子
を
育
て
て
い
る
よ
。
女
の

子
が
1
人
、
男
の
子
が
3
人
。
あ
た
し

が
生
ま
れ
た
の
も
こ
の
村
よ
。

朝
起
き
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
ご
飯

を
つ
く
っ
て
、
川
に
水
を
汲
み
に
行
く
。

そ
れ
か
ら
畑
を
耕
す
た
め
に
木
を
切
っ

た
り
、
村
や
畑
の
柵
を
作
る
た
め
に
竹

や
ラ
タ
ン
（
籐
）
を
集
め
た
り
。
そ
れ

に
野
菜
を
育
て
て
い
る
。
雨
季
の
と
き

も
乾
季
の
と
き
も
、
食
べ
る
も
の
に
困

ら
な
い
よ
う
に
ね
。

あ
た
し
が
今
抱
え
て
い
る
問
題
？　

ま
ず
、
刺
し
網
や
延
縄
が
洪
水
で
流
さ

れ
る
こ
と
。
次
に
家
畜
が
川
で
水
浴
び

し
た
り
、
水
を
飲
ん
だ
り
す
る
と
病
気

に
な
っ
ち
ゃ
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
洪
水

が
起
こ
る
た
び
に
、
た
く
さ
ん
の
場
所

で
河
岸
が
崩
れ
落
ち
る
こ
と
。
だ
か
ら

河
岸
で
野
菜
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
よ
。
あ
と
、
川
を
舟
で
移
動
し

て
い
る
と
き
に
水
位
が
急
に
上
が
っ
た

り
、
高
い
波
が
来
る
こ
と
。
舟
が
流
木

に
あ
た
っ
て
、
沈
ん
じ
ゃ
う
ん
だ
。
洪

水
が
こ
わ
く
て
砂
洲
の
上
で
ゆ
っ
く
り

で
き
な
い
し
。
だ
か
ら
漁
に
出
る
と
き

は
睡
眠
不
足
に
な
る
。
伝
統
的
な
行
事

や
儀
式
も
で
き
な
く
な
っ
た
よ
。
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ス
レ
ポ
ッ
ク
の
村
か
ら　

～
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
～

1958 年、ルンパット郡チェイ・ウードム
集合村ルンパット村生まれ。ラオ族。農
業と小売業を営むかたわら、ルンパット
郡のコミュニティ代表を務める。50 才。

シ
ン
・

　
ト
ー
ン
ラ
オ 

さ
ん

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、
こ
の
村
に
住
ん
で
る
よ
。
学

校
は
戦
争
の
せ
い
で
、
8
年
生
ま
で
し
か
行
け
な
か
っ

た
。
学
校
で
は
、
作
文
の
授
業
が
一
番
好
き
だ
っ
た
な
。

動
物
や
人
、
景
色
な
ん
か
を
描
写
す
る
の
が
楽
し
か
っ

た
。
わ
た
し
は
記
憶
力
が
い
い
の
。
な
ん
で
も
2
度
読

め
ば
、
だ
い
た
い
覚
え
ら
れ
る
。
も
し
勉
強
を
続
け
ら

れ
た
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン
に
な
り
た
か
っ
た
。

1
9
7
4
年
に
村
の
保
健
係
に
な
っ
て
、
ポ
ル
・
ポ

ト
時
代
も
そ
の
係
を
続
け
た
。
こ
の
村
は
、
ポ
ル
・
ポ
ト

に
移
住
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。
ポ
ル
・
ポ
ト
時

代
に
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
人
生
で
一
番

誇
り
に
思
う
こ
と
の
ひ
と
つ
。
た
く
さ
ん
の
人
が
保
健

施
設
に
来
て
、
み
ん
な
ご
飯
を
必
要
と
し
て
い
た
（
注

11
）。
で
も
ご
飯
は
わ
ず
か
し
か
な
く
て
。
だ
か
ら
い
つ

も
オ
ン
カ
ー
（
注
12
）
が
ご
飯
を
余
分
に
持
っ
て
く
る

よ
う
要
請
を
出
し
た
。
5
人
し
か
病
人
が
い
な
く
て
も
、

8
人
分
要
請
す
る
と
い
う
ぐ
あ
い
に
。「
誰
に
も
言
っ
ち

ゃ
だ
め
よ
。
オ
ン
カ
ー
に
ば
れ
た
ら
わ
た
し
が
殺
さ
れ

る
」
っ
て
、
み
ん
な
に
口
止
め
し
た
。
そ
れ
は
泥
棒
行

為
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
正
し
い
こ
と
だ
っ

た
。
だ
か
ら
今
で
も
村
び
と
た
ち
に
は
尊
敬
さ
れ
て
い

る
。
わ
た
し
は
い
つ
も
自
分
の
行
い
に
気
を
つ
け
て
る

し
、
過
去
の
行
い
に
つ
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
い
る
。

結
婚
し
た
の
は
20
才
の
と
き
。
夫
は
兵
士
だ
っ
た
。

結
婚
式
は
、
4
組
で
同
時
に
挙
げ
た
。
翌
1
9
7
9

年
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
ポ
ル
・
ポ
ト
た
ち
か
ら
解
放
さ
れ

て
、
わ
た
し
も
保
健
係
を
降
り
た
。
た
い
へ
ん
な
仕
事

だ
し
、
勤
務
時
間
が
長
い
か
ら
ね
。
そ
れ
で
駄
菓
子
を

売
っ
た
り
、
家
畜
を
育
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

1
9
9
5
年
、
わ
た
し
が
37
才
の
と
き
、
夫
が
死

ん
だ
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
、
7
人
の
男
の
子
を
女

手
ひ
と
つ
で
育
て
て
い
る
。
そ
り
ゃ
あ
た
い
へ
ん
だ
よ
。

1
9
9
7
年
か
ら
2
0
0
0
年
ま
で
、
ユ
ニ
セ
フ
が

支
援
す
る
識
字
教
育
の
先
生
も
し
て
い
た
。
で
も
お
金
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は
家
族
を
養
う
に
は
足
り
な
く
て
、
辞
め
て
、
ま
た
駄

菓
子
や
生
活
用
品
を
売
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
。

ス
レ
ポ
ッ
ク
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
た
の

は
、
2
0
0
5
年
の
こ
と
だ
よ
。
今
は
ル
ン
パ
ッ
ト
郡

の
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
代
表
を
務
め
て
い

る
。「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
っ
て
い
う
の
は
、行
政
じ
ゃ
な

く
て
、
N
G
O
の
支
援
を
受
け
た
ふ
つ
う
の
市
民
の
集

2005 年のスレポック川。右手前の河岸では
トウモロコシなどの野菜が育てられていた。

ま
り
だ
よ
。

ス
レ
ポ
ッ
ク
川
流
域
に
は
、
2
郡
で
7
か
村
あ
る

ん
だ
け
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
で
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

代
表
を
選
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
村
の
代
表
の
中
か
ら
、

集
合
村
レ
ベ
ル
の
代
表
を
1
人
、
郡
レ
ベ
ル
の
代
表
を

2
人
、
選
挙
で
選
ぶ
ん
だ
。
郡
の
代
表
を
選
ぶ
と
き
は
、

地
元
当
局
や
村
長
、
集
合
村
長
、
郡
長
も
入
れ
て
、
約

40
人
が
選
挙
に
参
加
す
る
。

選
挙
で
選
ば
れ
た
代
表
と

長
老
グ
ル
ー
プ
が
郡
を
代

表
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
代
表

の
仕
事
の
ひ
と
つ
は
、
情

報
収
集
と
普
及
。
村
び

と
た
ち
が
抱
え
て
い
る
問

題
を
聞
い
て
、
そ
れ
を

も
と
に
報
告
書
を
書
い

て
、
集
合
村
や
郡
の
事
務

所
、
N
G
O
に
送
る
。
そ

れ
か
ら
郡
レ
ベ
ル
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
会
合
や
月
1
回

の
N
G
O
と
の
会
合
で

話
し
合
っ
た
り
、
そ
こ
で

聞
い
た
こ
と
を
村
の
人
た

ち
に
伝
え
た
り
も
す
る
。

こ
う
し
て
川
の
問
題

を
解
決
し
よ
う
と
働
く
の

は
、い
い
こ
と
だ
よ
。村
の
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
仕
事

し
て
、
解
決
策
を
見
つ
け
る
こ
と
に
貢
献
で
き
る
。
情

報
を
伝
え
た
り
、
報
告
書
を
書
い
た
り
と
い
っ
た
具
体

的
な
行
動
を
と
れ
る
の
も
う
れ
し
い
ね
。

反
対
に
、
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
い
ら
い
ら
さ
せ
ら

れ
る
の
は
、
地
元
当
局
の
対
応
だ
ね
。
村
び
と
を
助
け

よ
う
と
い
う
強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ
な
い
と
き
は
腹
が

立
つ
よ
。
報
告
書
を
書
い
て
も
書
い
て
も
、
問
題
は
解

決
さ
れ
な
い
ま
ま
だ
。

川
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
文
化
に
と
っ
て
、
ほ
ん

と
う
に
重
要
な
ん
だ
。
川
は
、
村
に
住
む
わ
た
し
た
ち

の
い
の
ち
だ
よ
。
わ
た
し
た
ち
は
、
川
に
頼
っ
て
生
活

し
て
い
る
。
川
な
し
に
は
生
き
ら
れ
な
い
ん
だ
。
川
の

恵
み
が
少
な
く
な
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
も
収
入

も
減
っ
て
し
ま
う
。
文
化
も
、
お
祭
り
行
事
も
、
川
が

な
け
れ
ば
あ
り
え
な
い
ん
だ
よ
。

わ
た
し
は
こ
こ
に
長
い
こ
と
住
ん
で
い
る
か
ら
、
川

の
こ
と
は
よ
く
知
っ
て
る
。
ふ
つ
う
だ
っ
た
ら
、
乾
季

の
水
は
澄
ん
で
い
る
し
、
流
れ
も
自
然
な
ん
だ
。
ス
レ

ポ
ッ
ク
川
が
一
番
き
れ
い
な
時
期
な
ん
だ
よ
。
水
質
に

つ
い
て
心
配
す
る
こ
と
も
な
い
。
川
の
水
は
、
き
れ
い

（
注
11
）
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
下
で
は
、
過
酷
な
強
制
労
働
が
課

せ
ら
れ
た
一
方
で
、
共
同
炊
事
で
管
理
し
た
乏
し
い
食
事
し
か

与
え
ら
れ
ず
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
人
び
と
が
衰
弱
、
餓
え
に

よ
っ
て
い
の
ち
を
失
っ
た
。

（
注
12
）
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
の
下
部
組
織
の
こ
と
。
オ
ン
カ
ー

が
す
べ
て
を
決
定
し
、
国
民
は
オ
ン
カ
ー
に
忠
誠
を
尽
く
さ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、反
抗
す
る
者
は
容
赦
な
く
殺
害
さ
れ
た
。「
オ

ン
カ
ー
」
は
、
ク
メ
ー
ル
語
で
「
組
織
」
の
意
味
。
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2005 年のスレポック川。右手前の河岸では
トウモロコシなどの野菜が育てられていた。

2006 年 8 月、大洪水がル
ンパットを襲った。家屋
は水の下に沈み、田畑は
破壊された（3SPN 提供）。

だ
っ
た
ん
だ
よ
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
い
つ
も
川
の
水

を
使
っ
て
い
た
。
雨
季
に
雨
が
降
れ
ば
、
水
位
が
高
く

な
っ
て
水
は
濁
る
け
ど
、
雨
が
止
ん
だ
ら
ま
た
水
位
は

下
が
っ
て
、
水
は
元
の
と
お
り
澄
ん
だ
ん
だ
。
今
は
そ

う
じ
ゃ
な
い
。

そ
れ
に
、
む
か
し
は
、
今
み
た
い
に
、
毎
年
の
よ
う

に
洪
水
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
2
0
0
5
年
よ
り
ま
え

は
、
洪
水
が
あ
っ
て
も
、
気
に
留
め
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
大
き
な
洪
水
は
、
2
、
3
年
お
き
く
ら
い
に
し
か

起
こ
ら
な
か
っ
た
し
、
そ
ん
な
に
ひ
ど
く
な
か
っ
た
も

の
。
1
9
6
9
年
と
1
9
7
3
年
に
ひ
ど
い
洪
水
が

あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
く
ら
い
。

で
も
2
0
0
5
年
に
は
、
ひ
ど
い
洪
水
が
3
度
も

あ
っ
た
。
村
は
文
字
通
り
、
水
の
中
に
沈
ん
じ
ゃ
っ
た
。

水
位
は
、
立
ち
上
が
っ
て
も
わ
た
し
の
頭
を
ゆ
う
に
超

え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
4
、
5
日
お
き
に
水
位
が
上
が
っ

て
、
そ
れ
か
ら
下
が
っ
た
。
田
ん
ぼ
も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
。

2
0
0
6
年
は
洪
水
が
2
度
あ
っ
た
。2
0
0
5
年
よ

り
も
ひ
ど
か
っ
た
よ
。
2
0
0
7
年
に
は
、
も
っ
と
ひ

ど
い
洪
水
が
1
度
あ
っ
た
。

わ
た
し
は
、
親
豚
と
子

豚
を
あ
わ
せ
て
12
頭
飼
っ

て
た
ん
だ
け
ど
、
ど
う
し

て
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
舟
を
持
っ
て
な
い
か

ら
高
台
に
連
れ
て
い
け
な

く
て
ね
。
子
豚
は
死
ん
で

し
ま
っ
た
よ
。
ぜ
ん
ぶ
で
4
、
5
匹
し
か
生
き
の
こ
ら

な
か
っ
た
。
死
ん
だ
豚
を
家
に
連
れ
て
か
え
っ
て
、
し

ば
ら
く
の
あ
い
だ
泣
い
た
よ
。
も
ち
ろ
ん
、
田
ん
ぼ
は

全
滅
だ
っ
た
し
、
に
わ
と
り
も
ひ
よ
こ
も
流
さ
れ
て
行

っ
ち
ゃ
っ
た
。

わ
た
し
自
身

も
た
い
へ
ん
だ
っ

た
よ
。
市
場
に
行

く
こ
と
も
で
き
な

い
か
ら
、
ご
飯
が

な
く
っ
て
、
缶
詰

を
食
べ
て
し
の
い

だ
。
水
位
が
2
日

間
と
て
も
高
く
て

ね
。
村
び
と
た
ち

は
助
け
合
っ
て
舟

で
高
台
に
逃
げ
た
。

地
元
当
局
も
大
き

な
舟
を
出
し
て
助

け
て
く
れ
た
。
わ

た
し
も
高
台
で
一
晩
過
ご
し
た
よ
。
お

年
よ
り
や
子
ど
も
は
2
、
3
日
避
難
し

て
た
。

村
び
と
た
ち
は
、
洪
水
は
ベ
ト
ナ
ム

の
ダ
ム
の
せ
い
だ
と
思
っ
て
い
る
。
洪

水
の
ま
え
の
日
、
村
長
が
、「
洪
水
が
来
る
か
ら
気
を
つ

け
る
よ
う
に
」
っ
て
、
み
ん
な
に
伝
え
た
ん
だ
。
そ
れ

を
聞
い
て
何
人
か
は
高
台
に
避
難
し
た
け
ど
、
準
備
す

る
間
が
な
か
っ
た
人
も
い
る
。
だ
っ
て
、「
明
日
、
大
洪

水
が
来
る
」
っ
て
、
今
日
聞
い
た
っ
て
、
ね
え
。
村
長

は
洪
水
の
情
報
を
集
合
村
長
に
聞
い
た
よ
う
だ
よ
。
集

合
村
長
は
郡
長
に
聞
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
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（
注
13
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
正
月
。
4
月
中
旬
に
祝
う
。

2
0
0
5
年
の
洪
水
の
と
き
は
、何
の
警
告
も
な
か

っ
た
。
2
0
0
6
年
の
洪
水
の
と
き
は
、
ダ
ム
の
放
水

に
つ
い
て
ラ
ジ
オ
で
聴
い
た
っ
て
い
う
人
も
い
る
。
で

も
、
聴
い
た
の
は
洪
水
が
起
こ
っ
た
あ
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
そ
れ
で
ま
た
来
る
の
か
と
怖
く
な
っ
て
、
高
台
に

戻
っ
た
人
が
い
た
。

2
0
0
4
年
の
乾
季
は
、
水
位
が
低
く
て
ね
。
岩
が

た
く
さ
ん
水
面
に
出
て
い
た
。
今
ま
で
島
な
ん
て
な
か

っ
た
と
こ
ろ
に
も
、
島
が
で
き
て
た
。
舟
で
移
動
も
で

き
な
く
て
。
あ
ん
な
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
は
な
か
っ
た

ね
ぇ
。
村
で
は
乾
季
に
貝
を
採
っ
た
り
す
る
ん
だ
け
ど
、

あ
の
年
は
全
滅
だ
っ
た
。
貝
は
岩
に
張
り
つ
い
て
る
か

ら
、乾
燥
し
て
死
ん
だ
ん
だ
ね
。
魚
も
だ
よ
。
あ
ん
な
ふ

う
に
水
が
少
な
い
と
、
川
は
池
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
さ
！

　

魚
は
泳
い
で
逃
げ
ら
れ
な
い
か
ら
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク

で
ぜ
ん
ぶ
捕
ま
え
る
人
が
い
た
。
あ
の
年
に
は
魚
が
大

打
撃
を
受
け
た
と
思
う
よ
。

2
0
0
5
年
は
、
水
が
そ

こ
そ
こ
あ
っ
て
、
こ
ん
ど
は

急
に
上
が
っ
て
き
た
。
異
常

だ
っ
た
よ
。
ク
メ
ー
ル
正
月

（
注
13
）
の
と
き
も
水
位
が
高

く
て
、パ
ゴ
ダ
（
仏
塔
）
に
持

っ
て
い
く
砂
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、伝
統

の
儀
式
が
で
き
な
か
っ
た
ん

だ
よ
。

毎
年
、
米
を
収
穫
し
た
あ
と
は
、
河
岸
で
野
菜
を
育

て
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
2
0
0
5
年
か
ら
で
き
な
く
な

っ
た
。
11
、
12
月
は
、
水
位
が
高
く
て
、
野
菜
を
育
て

る
土
地
が
水
浸
し
に
な
っ
た
か
ら
。
こ
れ
で
た
く
さ
ん

の
人
が
生
計
手
段
を
失
っ
た
。

魚
も
減
っ
て
き
た
。
村
の
人
は
食
べ
る
の
に
も
困
っ

て
き
た
。
売
る
ほ
ど
捕
れ
な
い
し
、
買
お
う
と
す
る
と

高
い
し
。
2
0
0
5
年
ご
ろ
の
魚
の
値
段
は
、
1
キ
ロ

あ
た
り
、
だ
い
た
い
3
0
0
0
か
ら
5
0
0
0
リ
エ

ル
（
80
円
か
ら
1
3
0
円
）
だ
っ
た
の
に
、
今
じ
ゃ

1
万
2
0
0
0
リ
エ
ル（
約
3
2
0
円
）も
す
る
。
米

も
値
上
が
り
し
て
る
。
か
つ
て
は
キ
ロ
当
り
1
0
0
0

リ
エ
ル
（
26
円
）
だ
っ
た
の
が
、
今
は
3
倍
も
す
る
よ
。

な
ん
で
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
中
で
値
上

が
り
し
て
る
そ
う
だ
よ
。

水
位
が
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
す
る
か
ら
、

2
0
0
5
年
く
ら
い
か
ら
河
岸
が
少
し
ず
つ
崩
れ
て

る
。
川
か
ら
2
、
3
メ
ー
ト
ル
も
崩
れ
落
ち
た
と
こ
ろ

も
あ
る
よ
。
崩
れ
る
の
は
だ
い
た
い
雨
季
の
こ
と
だ
ね
。

2
0
0
5
年
と
2
0
0
6
年
は
、
川
の
水
が
真
っ

赤
に
な
っ
た
。
ビ
ン
に
入
れ
て
2
、
3
時
間
置
い
と
く

と
、
底
に
赤
い
土
が
た
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
ま
だ
水

の
色
は
赤
い
ま
ま
だ
っ
た
。
川
は
今
で
も
赤
い
け
ど
、

村
で
は
川
の
水
を
使
っ
て
い
る
よ
。
最
近
は
煮
沸
し
て

か
ら
使
う
け
ど
ね
。
2
0
0
5
年
か
ら
、
特
に
乾
季
に

水
位
が
上
が
っ
た
と
き
に
、
子
ど
も
が
川
で
泳
い
だ
り
、

水
浴
び
す
る
と
、
体
が
か
ゆ
く
な
る
っ
て
言
う
人
が
い

る
。
わ
た
し
は
井
戸
水
を
使
う
。
で
も
井
戸
を
持
っ
て

い
な
い
人
や
漁
師
は
川
の
水
を
使
っ
て
い
る
。

N
G
O
に
は
、わ
た
し
た
ち
が
こ
の
問
題
を
解
決
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
ほ
し
い
。
ど
う
か
わ
た
し
た
ち
を

助
け
て
。
支
え
て
く
だ
さ
い
。

今年も洪水が怖い。
逃げる用意はいつもしているよ。

P.79

も
っと

知
り

た
い！

セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・

セ
コ
ン
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
っと

知
り

た
い！

P.76

も
っと

知
り

た
い！

村
人
の
要
望
、
関
係
者
の
対
応

も
っと

知
り

た
い！

P.68

も
っと

知
り

た
い！

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
影
響

　
~

ス
レ
ポ
ッ
ク
川
の
場
合

~

も
っと

知
り

た
い！
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①ブンタン・チャンさん
② 68 才　③ラオ族
④ 農 業・ 漁 業　 ⑤ ル ン
パット郡チェイウードム
集合村ルンパット村

①
名
前
　
②
年
齢
　
③
民
族
　
④
職
業
　
⑤
居
住
地

漁
を
す
る
か
っ
て
？　

わ
た
し
は
漁
師
よ
。朝

と
晩
、日
に
2
度
川
へ
漁
に
行
く
の
。
刺
し
網
や

釣
り
糸
、仕
掛
け
も
使
う
よ
。
一
晩
で
10
キ
ロ
か

ら
14
キ
ロ
は
捕
る
。い
く
ら
か
は
自
分
た
ち
で
食

べ
る
し
、あ
と
は
売
る
。
家
族
を
養
う
の
に
充
分

な
だ
け
は
稼
い
で
る
。
子
ど
も
が
6
人
い
る
の
。

3
人
は
女
の
子
。
1
人
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

で
も
こ
こ
数
年
、川
は
変
わ
っ
た
ね
。
今
ま
で

は
、
洪
水
が
起
こ
る
の
は
4
、
5
年
に
1
回
だ
っ

た
し
、
長
く
続
か
な
い
か
ら
稲
も
平
気
だ
っ
た

の
。
そ
れ
に
洪
水
が
田
ん
ぼ
の
虫
を
洗
い
流
し

て
く
れ
た
か
ら
、
田
ん
ぼ
に
と
っ
て
も
よ
か
っ

た
の
よ
。
で
も
今
は
洪
水
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
起

こ
っ
て
、
田
ん
ぼ
や
畑
、
家
畜
や
家
財
を
だ
め
に

す
る
。
川
の
水
は
、
雨
季
も
乾
季
も
濁
っ
て
て
、

使
え
な
く
な
っ
た
。乾
季
の
方
が
ま
だ
ま
し
だ
け

ど
。
川
で
水
浴
び
は
も
う
し
な
い
。
肌
が
か
ゆ
く

な
る
か
ら
。飲
み
水
や
水
浴
び
に
は
雨
水
を
使
っ

て
る
わ
。

お
れ
は
漁
師
だ
よ
。漁
以
外
に
も
、い

ろ
ん
な
目
的
で
川
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ

て
る
。
野
菜
を
作
っ
た
り
、
舟
で
移
動

し
た
り
さ
。
川
は
お
れ
た
ち
の
文
化
と

伝
統
に
と
っ
て
、
す
ご
く
重
要
な
ん
だ

よ
。
灯
篭
流
し
と
か
、
仏
塔
に
砂
の
山

を
作
る
た
め
に
砂
を
集
め
た
り
ね
。

毎
日
や
っ
て
い
る
こ
と
？　

畑
の
草

取
り
を
し
た
り
、
大
豆
を
育
て
る
た
め

に
畑
を
耕
し
た
り
、
柵
を
作
っ
た
り
、

さ
と
う
き
び
や
バ
ナ
ナ
の
木
を
育
て
た

り
、
漁
に
使
う
網
を
作
っ
た
り
、
直
し

た
り
、
家
畜
や
田
ん
ぼ
の
世
話
を
し
た

り
、
刺
し
網
や
延
縄
を
仕
掛
け
た
り
。

お
れ
が
考
え
る
に
、
川
は
、
お
れ
た
ち

村
び
と
み
ん
な
の
生
計
手
段
の
基
礎
だ

ね
。
川
に
す
っ
か
り
頼
っ
て
る
か
ら
、

川
な
し
じ
ゃ
生
き
て
い
け
な
い
よ
。

①タイ・ライさん　② 76 才
③ラオ族　④農業・漁業　
⑤ルンパット郡チェイウー
ドム集合村スレポック村

1
9
6
4
年
か
ら
川
の
近
く
に
住
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
が
10
人
い
て
、
今
は
そ
の
う
ち
2
人
を
養
っ

て
い
ま
す
。
川
は
と
て
も
た
い
せ
つ
で
す
。
な
ぜ
っ

て
？
す
べ
て
に
お
い
て
頼
り
き
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
魚
も
捕
れ
ま
す
し
、
食
べ
る
た
め
、
売
る
た
め

に
野
菜
も
作
れ
ま
す
。
家
畜
も
育
て
ら
れ
る
し
、
川

辺
で
野
草
や
野
菜
を
摘
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

今
、川
の
様
子
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

水
は
濁
っ
て
ま
す
し
、
水
位
が
急
に
変
わ
っ
て
、
予

測
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
2
0
0
4
年
か
ら

2
0
0
7
年
の
雨
季
は
、
洪
水
ば
か
り
で
し
た
。
1

年
に
2
度
も
、
3
度
も
洪
水
が
あ
っ
て
、
田
ん
ぼ
も

畑
も
だ
め
に
な
っ
た
年
が
あ
り
ま
し
た
よ
。
乾
季
に

は
川
が
干
上
が
り
ま
し
た
。
淵
は
す
ご
く
浅
く
な
っ

て
、
川
底
の
砂
が
あ
ら
わ
に
な
り
ま
し
た
。
河
岸
が

崩
れ
た
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
川
の
恵
み

が
失
わ
れ
て
き
て
る
ん
で
す
。

川
は
、
わ
た
し
の
い
の
ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。 ①トゥン・ソンさん　

② 76 才　③クメール族
④農業・漁業　⑤ルン
パット郡チェイウード
ム集合村ダィロー村



セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
の
移
転
対
象
村
か
ら　

～
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
～

リ
ー
・
ソ
バ
ン 

さ
ん

10
人
家
族
で
す
。
両
親
と
妻
、
息
子
、
娘
と

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
両
親
は
家
事
を
、
息
子
は

畑
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
み
ん
な
こ
の
村
で

生
ま
れ
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
と
チ
ャ
ム
カ
を
耕
し
て
い
ま
す
。

チ
ャ
ム
カ
で
は
、
米
、
バ
ナ
ナ
、
コ
コ
ナ
ツ
な

ど
を
作
っ
て
ま
す
。
漁
は
家
族
で
食
べ
る
分
を

捕
る
だ
け
で
す
。

森
に
は
月
に
1
、2
度
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

採
り
に
行
き
ま
す
。
家
族
の
だ
れ
か
が
森
に
い

る
と
き
は
、
の
こ
り
の
者
が
全
員
で
行
い
に
気

を
つ
け
な
い
と
森
に
い
る
者
に
悪
い
こ
と
が
起

き
ま
す
。
待
っ
て
い
る
者
た
ち
は
、
喧
嘩
を
し

て
は
い
け
な
い
し
、
家
か
ら
遠
く
離
れ
て
も
だ

め
で
す
。
川
に
行
く
と
き
も
お
な
じ
で
す
。
1

回
の
漁
で
1
週
間
か
ら
10
日
家
を
空
け
ま
す
が
、

家
族
が
ま
ち
が
っ
た
行
い
を
す
る
と
、
事
故
が

起
こ
っ
た
り
し
ま
す
。
村
に
は
そ
う
い
う
例
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。

こ
れ
は
、精
霊
の
業
（
わ
ざ
）
で
す
。
わ
た
し

は
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
祖
父
た
ち
か

ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
精
霊
が
川
に
宿
っ

て
い
る
の
で
す
。

木
や
森
の
色
が
あ
ざ
や
か
な
5
月
ご
ろ
の
川

を
見
る
の
が
好
き
で
す
。
そ
の
年
で
1
番
目
、
2
番
目

に
降
っ
た
雨
で
水
位
が
上
が
る
と
、
淵
に
い
る
魚
が
よ

ろ
こ
ん
で
出
て
く
る
の
で
、
漁
も
し
や
す
い
。
川
は
き

れ
い
で
、
魚
も
う
れ
し
そ
う
だ
し
、
漁
師
も
う
れ
し
く

て
、
み
ん
な
が
し
あ
わ
せ
な
時
期
で
す
ね
。

し
か
し
、
今
の
川
は
む
か
し
と
ち
が
い
ま
す
。
特
に

4
月
と
5
月
に
お
か
し
く
な
り
ま
す
。
4
月
は
水
が
な

ま
あ
た
た
か
か
っ
た
。
1
9
9
3
年
よ
り
ま
え
は
冷
た

か
っ
た
の
で
す
が
。
特
に
乾
季
の
間
は
、
水
を
飲
む
と

人
も
家
畜
も
病
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

魚
、
野
菜
、
き
の
こ
類
は
と
て
も
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
捕
れ
る
魚
の
量
で
す
け
ど
、
む
か
し
は
1
回
の
漁

で
10
キ
ロ
ぐ
ら
い
捕
れ
た
の
が
、
今
で
は
5
キ
ロ
く
ら

い
で
し
ょ
う
か
。
だ
い
た
い
半
減
で
す
ね
。
な
に
も
見

つ
か
ら
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。

水
の
流
れ
も
変
わ
り
ま
し
た
。
漁
に
行
く
と
、
は
じ

め
の
う
ち
は
水
位
が
低
い
の
に
急
に
高
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
漁
具
が
流
さ
れ
て
、
な
く

し
た
り
も
し
ま
す
。

そ
れ
に
、
川
の
岩
が
む
き
出
し
に
な
る
の
で
、
き
の

こ
が
生
え
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。
川
辺
の
野
菜
も
減
り

ま
し
た
。
わ
た
し
が
15
、
16
才
の
と
き
は
山
ほ
ど
あ
っ

た
の
で
す
が
。
川
の
淵
も
浅
く
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
0
1
年
と
2
0
0
2
年
だ
っ
た
か
な
ぁ
、洪

1
9
6
8
年
、
セ
サ
ン
郡
プ
ル
ッ
プ
集
合
村
プ
ル
ッ
プ
村

生
ま
れ
。
ク
メ
ー
ル
族
。
農
業
と
漁
業
を
営
む
。
40
才
。

水の声　34
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水
が
起
こ
り
ま
し
て
。
わ
た
し
の
家
は
、
川
か
ら
だ
い

ぶ
離
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
床
下
ま
で
水
が
来
ま
し
た
。

あ
ん
な
遠
く
に
あ
る
ヤ
リ
滝
ダ
ム
で
す
ら
、
こ
ん
な

に
も
川
の
姿
を
変
え
て
、
問
題
を
起
こ
す
ん
で
す
。
こ

ん
ど
の
（
セ
サ
ン
下
流
2
）
ダ
ム
が
近
く
に
で
き
た
ら
、

ど
れ
だ
け
変
わ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
か
ら
5
キ
ロ

く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
よ
。

な
に
が
ど
う
な
る
か
ま
っ
た
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
村
で

は
、
魚
や
森
の
精
霊
、
淵
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
や
文

化
が
ど
う
な
る
か
、
み
ん
な
で
心
配
し
て
い
ま
す
。
立

ち
退
き
に
つ
い
て
も
不
安
で
す
。

補
償
に
は
同
意
し
て
い
ま
せ
ん
。
わ
た
し
の
家
は
大

き
い
し
、川
に
近
く
て
、水
を
汲
み
に
行
っ
た
り
、漁
を

す
る
の
に
便
利
な
ん
で
す
。
川
で
は
石
を
使
っ
て
、
洗

濯
も
で
き
ま
す
。
む
か
し
か
ら
こ
こ
で
ず
っ
と
し
あ
わ

せ
に
暮
ら
し
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
同
意
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

わ
た
し
た
ち
は
こ
こ
で
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
し
て
い
る

ん
で
す
。
家
や
井
戸
は
、
別
の
場
所
に
建
て
な
お
せ
た

と
し
て
も
、
わ
た
し
た
ち
の
心
は
何
世
代
も
ま
え
か
ら

こ
こ
に
あ
る
ん
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
今
の
暮
ら
し
は
、
こ
ん
な
感
じ
で
す
。

ま
ず
お
湯
を
沸
か
し
て
お
い
て
、
30
分
だ
け
漁
に
行
く
。

捕
ま
え
て
き
た
魚
を
沸
か
し
て
お
い
た
お
湯
で
料
理
し

て
食
べ
る
。
こ
ん
な
暮
ら
し
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。
ど
う
補
償
し
て
く
れ
る
と
い
う
ん
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
を
引
き
は
ら
う
の
は
悲
し
い
。
補
償
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、こ
こ
を
引
っ
越
す
の
は
嫌
な
ん
で
す
。
た
ぶ
ん

政
府
や
企
業
は
、
わ
た
し
た
ち
を
こ
こ
か
ら
追
い
た
て

て
、
わ
た
し
た
ち
は
嫌
々
な
が
ら
従
う
こ
と
に
な
る
ん

で
し
ょ
う
。
も
し
寺
も
チ
ャ
ム
カ
も
す
べ
て
補
償
し
て

く
れ
た
と
し
て
も
、
わ
た
し
た
ち
は
今
の
ま
ま
が
一
番

い
い
の
で
す
。
も
し
学
校
や
耕
作
用
の
土
地
を
く
れ
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
引
っ
越
す
こ
と
を
断
固
拒
否
し
ま
す
。

補
償
内
容
は
ま
だ
知
り
ま
せ
ん
。
ベ
ト
ナ
ム
人
の
調

査
団
が
3
月
と
4
月
に
こ
の
村
に
も
来
ま
し
た
。
資
産

に
つ
い
て
聞
か
れ
た
村
び
と
も
い
れ
ば
、
な
に
も
聞
か

れ
な
い
ま
ま
、
な
に
か
の
情
報
を
ノ
ー
ト
に
書
き
込
ま

れ
た
人
も
い
ま
す
。
聞
い
た
話
で
は
、
4
か
所
の
集
合

村
が
水
没
し
、
2
2
1
4
世
帯
が
移
転
さ
せ
ら
れ
る
そ

う
で
す
。

セ
サ
ン
川
沿
い
の
村
々
に
住
む
人
び
と
は
、
政
府
に

ダ
ム
建
設
を
止
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

す
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
？　

あ
な
た
N
G
O
で

し
ょ
う
？　

ど
う
す
れ
ば
建
設
を
止
め
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
か
？　

村
び
と
全
員
で
手
紙
を
書
い
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。
ど
う
思
い
ま
す
？　

止
ま
る
と
思
い

ま
す
か
？

プルップ村の様子。川沿いに家が並ぶ。
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農
業
を
し
て
い
ま
す
。息
子
が
2
人
、娘
が
2
人
い
ま

す
。
妻
の
こ
と
は
尊
敬
し
て
ま
す
よ
。
ぼ
く
た
ち
の
愛

は
、
セ
サ
ン
川
の
流
れ
の
よ
う
に
新
鮮
な
ん
で
す
。
は

は
は
。
も
ち
ろ
ん
ヤ
リ
滝
ダ
ム
が
で
き
る
ま
え
の
セ
サ

ン
川
の
話
で
す
け
ど
。

ダ
ム
が
で
き
て
川
は
お
か
し
く
な
り
ま
し
た
よ
。
水

が
悪
く
な
り
ま
し
た
ね
。
飲
む
と
お
腹
を
こ
わ
し
た
り
、

い
ろ
い
ろ
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。
浴
び
る
と
体
が
か
ゆ

く
な
る
し
ね
。
牛
や
水
牛
も
そ
う
で
す
。
ぼ
く
も
漁
に

行
っ
た
と
き
、
水
を
煮
沸
で
き
な
か
っ
た
の
で
そ
の
ま

ま
飲
ん
だ
ら
、
あ
と
で
下
痢
を
し
ま
し
た
。

経
済
的
な
問
題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
捕
れ
る
魚
が

減
れ
ば
収
入
も
減
る
。
そ
れ
に
漁
具
が
流
さ
れ
た
り
、

病
気
に
な
る
と
医
者
や
薬
も
必
要
で
す
か
ら
、
出
費
が

増
え
ま
す
。
洪
水
で
仕
事
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
2
0
0
1
年
に
は
、
洪
水
が
15
日
も
続
い
て
、

10
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
10
万
平
方
メ
ー
ト

ル
）の
稲
が
だ
め
に
な
り
ま
し
た
。稲

は
5
日
以
上
水
に
浸
か
る
と
死
ん
で

し
ま
い
ま
す
。

こ
の
あ
い
だ
の
洪
水
で
は
、
森
の

精
霊
を
祭
っ
た
祠
（
ほ
こ
ら
）
が
壊

れ
ま
し
て
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ

る
と
、
村
び
と
た
ち
の
信
仰
心
が
損

な
わ
れ
ま
す
。

移
動
に
も
支
障
が
で
ま
す
。
ス

ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
の
町
ま
で
舟
で
1
時

間
く
ら
い
な
ん
で
す
が
、
往
き
は
ふ
つ
う
に
行
け
て
も
、

帰
り
は
水
位
が
低
す
ぎ
て
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な

い
こ
と
が
あ
る
。
時
間
と
ガ
ソ
リ
ン
を
無
駄
に
し
ま
す
。

ポ
ル
・
ポ
ト
時
代
は
、
ぼ
く
の
人
生
で
一
番
苦
し
い
時

期
で
し
た
が
、
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
問
題
も
つ
ら
い
で
す
よ
。

村
の
み
ん
な
が
た
い
へ
ん
な
思
い
を
し
て
ま
す
か
ら
。

1
9
7
9
年
、
川
に
漁
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
を
な

つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。淵
は
す
ご
く
深
か
っ
た
。手

を
水
に
入
れ
る
と
、
魚
が
跳
ね
て
、
手
を
飛
び
越
え
ま

し
た
。
そ
れ
ぐ
ら
い
魚
が
た
く
さ
ん
い
た
ん
で
す
。
野

豚
と
か
鹿
と
か
、
動
物
が
水
を
飲
み
に
来
る
姿
も
よ
く

見
か
け
ま
し
た
。
今
は
川
に
手
を
入
れ
て
も
、
な
に
も

起
こ
り
ま
せ
ん
。
昨
日
は
一
晩
中
漁
に
行
っ
て
、
と
れ

た
の
は
3
匹
だ
け
で
す
よ
。

こ
ん
ど
で
き
る
（
セ
サ
ン
下
流
2
）
ダ
ム
の
こ
と
は
、

ほ
ん
と
う
に
心
配
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
い
の

ち
の
問
題
で
す
。
も
し
決
壊
で
も
し
た
ら
、
ぼ
く
一
人

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
お
年
よ
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
村

び
と
全
員
が
一
度
に
死
ん
で
し
ま
う
。
ダ
ム
の
近
く
に

住
ん
で
る
ん
で
す
か
ら
。
こ
の
こ
と
を
み
ん
な
に
伝
え

て
、
N
G
O
や
水
資
源
局
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
ベ
ト

ナ
ム
に
働
き
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ダ
ム
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
こ
の
村
か
ら

引
っ
越
す
か
っ
て
？　

い
っ
た
ん
政
府
が
こ
う
す
る
と

決
め
た
ら
、
ぼ
く
ら
は
従
う
し
か
な
い
。
補
償
交
渉
を

が
ん
ば
る
し
か
な
い
で
す
ね
。
移
転
地
に
は
、
道
路
、

学
校
、
井
戸
、
病
院
な
ど
基
盤
整
備
が
必
要
で
す
。
農

地
、
宅
地
、
木
、
水
牛
や
牛
が
の
ん
び
り
と
過
ご
せ
る

空
き
地
も
。
最
近
は
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
せ
い
で
、（
以

前
は
放
し
飼
い
だ
っ
た
）
牛
が
、
自
由
に
歩
き
ま
わ
れ

な
く
な
っ
て
、
村
び
と
た
ち
は
、
牛
の
世
話
に
け
っ
こ

う
な
時
間
を
使
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
牛
も
ひ
も
で
つ

な
が
れ
て
、
不
機
嫌
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
た
い
せ
つ

な
の
は
、
村
び
と
が
受
け
た
経
済
的
損
失
へ
の
補
償
で

す
。
こ
の
村
の
住
民
の
仕
事
は
、
森
林
、
水
、
漁
、
米

な
ど
、
ど
れ
も
自
然
と
深
い
関
係
の
あ
る
も
の
ば
か
り

で
す
。
代
わ
り
に
な
る
も
の
が
な
い
と
生
活
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
す
。

1966 年生まれ。ラオ族。セサン郡プルッ
プ集合村プルップ村在住。かつては兵
士、警察官を、今は農業を営む。最近は、
ボランティア活動にも精を出す。42 才。

パウ・マイ　さん
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こ
の
村
で
、
生
ま
れ
育
っ
た
よ
。
祖
父
母
も
親
も

そ
う
。
今
は
家
族
9
人
で
暮
ら
し
て
る
。
子
ど
も
は

上
が
16
才
で
、
下
が
6
才
。
男
の
子
を
6
人
産
ん
で
、

や
っ
と
娘
を
授
か
っ
た
ん
だ
。
人
生
で
一
番
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
だ
ね
。
子
だ
く
さ
ん

だ
け
ど
、
夫
と
わ
た
し
だ
け
で
が
ん

ば
っ
て
養
っ
て
る
ん
だ
よ
。
両
親
は

も
う
死
ん
で
る
か
ら
ね
。
漁
と
畑
で

生
活
し
て
る
。
畑
で
は
米
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
芋
、
野
菜
を
作
っ
て
る
よ
。

自
分
の
家
で
食
べ
る
分
だ
け
ね
。

ふ
だ
ん
一
日
、
な
に
を
し
て
る

か
っ
て
？　

朝
は
5
時
半
に
起
き
て
、

お
湯
を
沸
か
し
て
、
子
ど
も
に
ご
飯

を
つ
く
る
。お
皿
を
洗
っ
て
、家
の
そ

う
じ
。
毎
日
、娘
を
5
0
0
メ
ー
ト

ル
先
の
学
校
に
送
り
と
ど
け
、
そ
れ

か
ら
子
ど
も
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
、

川
で
水
汲
み
を
す
る
。
川
の
水
は
飲

む
よ
。
煮
沸
し
て
か
ら
ね
。
ヤ
リ
滝

ダ
ム
が
で
き
て
か
ら
、
そ
の
ま
ま
飲

む
と
下
痢
を
し
た
り
、
目
が
赤
く
な
っ
た
り
、
皮
膚

の
病
気
に
な
っ
た
り
す
る
か
ら
ね
。

そ
れ
か
ら
、
川
で
洗
濯
を
し
て
、
2
匹
の
豚
、
に

わ
と
り
、
ア
ヒ
ル
、
牛
、
水
牛
に
餌
を
や
る
。
田
ん

ぼ
の
手
入
れ
も
す
る
。田
ん
ぼ
は
家
か
ら
5
0
0
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
、

家
族
の
分
ま
で
お
昼
ご
飯
を
つ
く
っ
て
。
ま
た
、
食
器

を
洗
う
で
し
ょ
。
12
時
か
ら
1
時
間
く
ら
い
昼
寝
し
ま

す
よ
。
昼
寝
の
あ
と
は
チ
ャ
ム
カ
で
働
く
。
帰
っ
て
き

た
ら
晩
ご
飯
を
つ
く
っ
て
、
そ
う
じ
し
て
、
子
ど
も
の

勉
強
を
手
伝
う
。
み
ん
な
成
績
は
悪
く
な
い
よ
。
そ
れ

か
ら
愛
し
の
夫
と
い
っ
し
ょ
に
寝
ま
す
。
は
っ
は
っ
は
。

ラ
ー
ン
・
ウ
ィ
ア
ン
　
さ
ん

1965 年、セサン郡プルップ集合村プルッ
プ村生まれ。クメール族。農業と漁業を
営む。副村長。43 才。

わ
た
し
は
漁
は
し
な
い
。
け
ど
、
子
ど
も
の
こ
ろ

は
魚
を
捕
ま
え
て
遊
ん
だ
。
あ
の
こ
ろ
は
魚
が
た
く

さ
ん
い
て
ね
。
浅
瀬
に
追
い
込
ん
で
手
で
捕
ま
え
た

ん
だ
。
今
で
も
わ
た
し
の
一
番
の
財
産
は
川
の
恵
み

だ
と
思
っ
て
る
よ
。

セ
サ
ン
下
流
2
ダ
ム
の
こ
と
は
、
今
年
に

な
っ
て
聞
い
た
。
ま
ず
心
配
に
思
っ
た
の
は
、

事
故
が
起
こ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
こ
と
。

今
は
、
そ
う
だ
ね
ぇ
、
魚
が
い
な
く
な
る
の

が
、
一
番
心
配
。
上
流
の
人
た
ち
が
ダ
ム
で

苦
し
ん
で
い
る
の
を
知
っ
て
る
か
ら
ね
。
た

だ
た
だ
、
も
う
心
配
だ
よ
。

新
し
い
ダ
ム
を
造
る
か
ら
、
こ
の
村
は

引
っ
越
せ
っ
て
言
わ
れ
て
る
。
補
償
に
つ
い

て
考
え
な
く
ち
ゃ
ね
。
で
も
、
あ
た
し
た
ち

は
川
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
い
ん
だ
よ
。
村

長
に
は
そ
う
伝
え
た
し
、
村
で
会
合
を
開
い

て
話
し
合
っ
て
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
政
府
に
手

紙
も
書
い
た
ん
だ
け
ど
。
ほ
ん
と
う
に
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
ね
ぇ
。
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2
0
0
5
年
か
ら
毎
年
ひ
ど
い
洪
水
が
起
こ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
水
は
7
日
以
上
も
引
か
ず
、
水
位

が
と
て
も
高
く
、
こ
の
家
の
床
す
れ
す
れ
ま
で
水
が
上

が
っ
て
来
ま
し
た
。
雨
が
降
ら
な
い
の
に
、
水
位
が
上

が
っ
て
い
く
の
を
見
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
だ
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

セサン郡クバールロミーア集合村ロミー
ア村在住。1969 年に隣村で生まれる。
プノン族。農業と漁業を営む。2006 年
からロミーア村の村長。39 才。5 児の父。

川
の
水
は
、
悪
く
な
り
ま
し
た
。
ぶ
あ
つ
く
て
青
い

藻
が
水
面
に
浮
か
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
も

濁
っ
て
い
ま
す
。村
び
と
が
水
を
使
う
と
き
は
、川
辺
の

砂
地
を
掘
り
、
そ
こ
か
ら
水
を
汲
ん
で
、
さ
ら
に
煮
沸

し
て
い
ま
す
。
川
の
水
を
直
接
飲
む
と
、
病
気
に
な
っ

た
り
、
問
題
が
起
こ
る
ん
で
ね
。

魚
も
減
り
ま
し
た
よ
。川
底
に
は
え
る
藻
と
か
、き
の

こ
と
か
、
魚
の
食
べ
る
も
の
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
藻

は
わ
た
し
た
ち
も
籠
い
っ
ぱ
い
集
め
て
食
べ
て
い
た
ん

で
す
が
ね
。
今
で
は
、
ま
っ
た
く
採
れ
ま
せ
ん
。
河
岸

も
崩
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

村
び
と
は
み
ん
な
（
セ
サ
ン
下
流
2
）
ダ
ム
の
こ
と
を

心
配
し
て
い
ま
す
。
ダ
ム
の
所
有
者
は
村
び
と
に
き
ち

ん
と
補
償
を
支
払
う
べ
き
で
す
。
十
分
な
広
さ
の
代
替

地
や
墓
な
ど
も
補
償
に
ふ
く
め
る
べ
き
で
す
よ
。
わ
た

し
た
ち
少
数
民
族
に
は
大
き
な
土
地
が
必
要
な
ん
で
す
。

も
し
ダ
ム
が
で
き
た
ら
、
わ
た
し
も
す
べ
て
を
失
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
家
も
土
地
も
野
菜
も
、
ぜ
ん
ぶ
で
す
。

し
か
し
、
正
直
言
っ
て
、
補
償
は
き
ち
ん
と
行
わ
れ
な

い
気
が
し
て
ま
す
。
例
え
ば
、代
わ
り
の
家
を
補
償
す
る

と
言
っ
て
ま
す
が
、
こ
の
家
は
約
20
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

補
償
で
も
ら
え
る
の
は
、
10
平
方
メ
ー
ト
ル
の
家
だ
そ

う
で
す
。
残
り
の
10
平
方
メ
ー
ト
ル
は
現
金
で
補
償
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
れ
は
単
な

る
口
約
束
で
、
な
ん
の
証
拠
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
悩

ん
で
い
ま
す
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ち
ゃ
ん
と
補
償
が
な
さ
れ
る
と
は
と
う
て
い
思
え
な
い

ん
で
す
。
こ
ん
ど
政
府
に
要
望
書
を
出
す
つ
も
り
で
す
。

き
ち
ん
と
補
償
が
行
わ
れ
、
村
び
と
た
ち
が
納
得
し
た

う
え
で
、
移
転
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
求
め
な
く
て
は
。

ベ
ト
ナ
ム
の
調
査
団
と
は
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

村
を
引
き
払
う
必
要
が
あ
る
こ
と
と
、あ
と
、補
償
内
容

に
つ
い
て
言
い
わ
た
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
団
は
、「
資
産

は
ぜ
ん
ぶ
補
償
す
る
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
わ
た
し
は

信
じ
て
い
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
約
束
す
べ
き
で
す
。
そ

れ
に
、
建
設
工
事
が
始
ま
る
ま
え
に
補
償
を
す
る
べ
き

で
す
。
ダ
ム
建
設
が
先
だ
と
家
や
家
財
道
具
を
運
ぶ
の

が
た
い
へ
ん
だ
か
ら
で
す
。

あ
と
、ダ
ム
の
水
門
を
は
じ
め
て
閉
め
る
時
期
は
、7

月
か
8
月
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
5
、
6

月
は
魚
が
川
を
の
ぼ
っ
て
産
卵
す
る
時
期
だ
か
ら
で
す
。

そ
の
時
期
に
水
門
が
閉
ま
っ
て
い
る
と
、
魚
が
川
を
遡

上
で
き
ま
せ
ん
。
産
卵
の
時
期
は
水
門
を
閉
め
て
も
い

い
で
す
が
、
11
月
に
は
魚
が
川
を
く
だ
り
は
じ
め
る
の

で
、
再
び
開
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
や
っ
て
も
、
次
の
年
に
は
、
魚
が
ま
っ
た

く
い
な
く
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
魚
に
は
ダ
ム
は
乗
り
越

え
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
。

ジィム・
　ソッキーアさん
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兄
弟
と
い
っ
し
ょ
に
農
業
を
し
て
る
わ
。
男
は
土
を

耕
し
て
、女
は
稲
や
野
菜
を
育
て
る
の
。チ
ャ
ム
カ
も
も

ち
ろ
ん
や
っ
て
る
。
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
3
万
平
方
メ
ー

ル
）
く
ら
い
の
土
地
で
育
て
て
い
る
の
は
、
カ
シ
ュ
ー

ナ
ッ
ツ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
な
す
、
バ
ナ
ナ
、
き
ゅ
う
り
、

米
、
さ
と
う
き
び
。
女
は
そ
の
ほ
か
に
も
、
家
で
豚
や

に
わ
と
り
に
餌
を
や
っ
た
り
、
ご
飯
を
つ
く
っ
た
り
す

る
わ
。
森
に
行
っ
て
き
の
こ
や
く
だ
も
の
を
集
め
る
の

も
好
き
。
し
あ
わ
せ
な
気
持
ち
に
な
れ
る
の
。

女
の
人
は
、家
を
き
れ
い
に
し
た
り
、ご
飯
を
つ
く
っ

た
り
、
子
ど
も
の
世
話
を
し
た
り
、
も
の
を
売
っ
た
り

す
る
の
に
向
い
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
男
の
人
は

森
で
も
の
を
集
め
た
り
、
漁
が
得
意
よ
ね
。
子
ど
も
を

育
て
る
の
は
妻
と
夫
の
共
同
作
業
よ
。

ベ
ト
ナ
ム
に
ダ
ム
が
で
き
た
こ
と
、
知
っ
て
い
る
わ
。

ひ
ど
い
洪
水
が
よ
く
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
水
が
床

ま
で
来
た
こ
と
も
あ
る
の
よ
！　

そ
の
と
き
、
家
財
道

具
も
舟
も
失
っ
た
し
、
み
ん
な
お
腹
を
こ
わ
し
た
り
し

て
病
気
に
な
っ
た
わ
。牛
や
水
牛
も
溺
れ
ち
ゃ
っ
た
。そ

こ
ら
じ
ゅ
う
に
水
が
来
た
か
ら
、
動
物
が
逃
げ
ら
れ
る

場
所
が
な
か
っ
た
の
。2
0
0
6
年
と
2
0
0
7
年
の

こ
と
よ
。
去
年
の
7
月
と
8
月
に
も
洪
水
が
起
こ
っ
た

の
。
今
年
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
し
て
る
。
む

か
し
か
ら
洪
水
は
あ
っ
た
け
ど
、
普
通
は
4
日
く
ら
い

し
た
ら
水
が
引
い
た
。
今
は
2
週
間
も
水
が
残
る
わ
。

そ
れ
に
こ
の
4
年
く
ら
い
、
水
位
が
上
が
っ
た
り
下

が
っ
た
り
す
る
の
。
雨
も
降
ら
な
い
の
に
上
が
っ
た
り
。

水
の
せ
い
で
人
間
も
動
物
も
病
気
に
な
る
し
、
河
岸
も

崩
れ
て
る
。
わ
た
し
も
川
の
水
を
そ
の
ま
ま
飲
む
と
お

腹
を
こ
わ
す
。
魚
も
減
っ
た
わ
よ
。

セ
サ
ン
下
流
2
ダ
ム
の
こ
と
？　

も
ち
ろ
ん
知
っ
て

る
わ
よ
！　

今
で
も
洪
水
が
あ
る
の
に
、
ダ
ム
が
で
き

た
ら
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
る
わ
。
そ
れ
で
も
こ
こ

か
ら
動
き
た
く
な
い
。
引
っ
越
し
た
ら
生
活
で
き
な
く

な
る
わ
。
他
の
土
地
で
ど
う
や
っ
て
生
き
た
ら
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
。
ラ
タ
ナ
キ
リ
に
も
親
戚
は
い
る
け
ど
、

引
っ
越
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
わ
。
子
ど
も
の
と
き

か
ら
こ
こ
で
育
っ
た
ん
だ
も
の
。こ
こ
の
人
た
ち
は
、み

ん
な
わ
た
し
の
部
族
の
人
た
ち
だ
し
。

ダ
ム
に
つ
い
て
は
じ
め
て
聞
い
た
の
は
2
0
0
7

年
の
こ
と
。（
現
地
で
活
動
す
る
N
G
O
の
）C
E
P
A

か
ら
聞
い
た
わ
。す
ご
く
怖
く
な
っ
て
、何
も
で
き
な
い

と
思
っ
た
。「
み
ん
な
貧
し
く
な
る
」と
思
っ
た
。
あ
ぁ
、

ダ
ム
が
で
き
な
け
れ
ば
い
い
の
に
！

政
府
や
N
G
O
は
、わ
た
し
た
ち
が
き
ち
ん
と
し
た

補
償
を
も
ら
え
る
よ
う
に
、
助
け
て
く
れ
る
べ
き
だ
わ
。

家
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
コ
コ
ナ
ツ
、
マ
ン
ゴ
ー
、
タ
マ

リ
ン
ド
の
木
も
、
ぜ
ん
ぶ
よ
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
ふ
つ
う
、

ど
ん
な
補
償
が
さ
れ
て
る
か
知
っ
て
る
か
っ
て
？　

聞

い
た
こ
と
な
い
わ
。
こ
こ
に
は
テ
レ
ビ
も
な
い
も
の
。

こ
の
ま
え
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
調
査
団
が
来
て
、「
雨
季
は

こ
こ
に
住
ん
じ
ゃ
い
け
な
い
、
洪
水
に
な
る
か
ら
」
っ

て
言
っ
た
の
よ
。
わ
た
し
は
「
ダ
ム
は
い
や
だ
」
っ
て

言
っ
た
の
。
そ
し
た
ら
、
こ
う
言
っ
た
の
よ
。「
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
国
全
体
が
ダ
ム
を
求
め
て
い
る
。
ダ
ム
が
ほ

し
く
な
い
の
は
、
き
み
だ
け
だ
。
反
対
し
た
い
な
ら
フ

ン
・
セ
ン
首
相
に
話
し
な
さ
い
。
も
し
き
み
が
こ
こ
に

と
ど
ま
っ
て
問
題
が
起
こ
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
対
応

し
ま
せ
ん
よ
」
っ
て
。
そ
ん
な
の
ひ
ど
い
わ
！　

不
公

平
だ
し
、
正
義
も
な
ん
も
あ
り
ゃ
し
な
い
！　

誰
も
助

け
て
く
れ
な
い
な
ら
、
こ
こ
で
死
ぬ
の
を
待
つ
だ
け
よ
。

村
の
み
ん
な
も
動
き
た
く
な
い
っ
て
言
っ
て
る
わ
。
ど

う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
の
！　

反
対
し
た
っ
て
ダ

ム
は
で
き
て
し
ま
う
わ
。

1973 年、セサン郡クバールロ
ミーア集合村ロミーア村生ま
れ。農業を営む。35 歳。4 児の母。
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す
る
と
、
目
が
赤
く
な
っ
た
り
、
下
痢
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
家
畜
も
川
の
水
を
飲
む
と
、
腹
や
喉
が
腫
れ

て
下
痢
を
す
る
。
そ
れ
に
、
洪
水
の
あ
と
に
は
え
た
草

を
家
畜
が
食
べ
る
と
病
気
に
な
る
。

ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ム
開
発
？　

知
ら
ね
え
な
。
新
し
く

で
き
る
ダ
ム
の
こ
と
は
知
っ
て
る
よ
。
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

調
査
団
が
来
て
、
立
ち
退
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
っ
て

言
っ
て
た
。

引
っ
越
し
た
く
な
ん
か
ね
え
よ
。
田
ん
ぼ
も
チ
ャ
ム

カ
も
失
う
こ
と
に
な
る
。
精
霊
の
た
め
の
儀
式
だ
っ
て

こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
だ
ろ
。
立
ち
退
き
た
く
な
ん
か

ね
え
よ
。
田
ん
ぼ
や
家
は
ど
う
す
る
ん
だ
？　

ど
う

や
っ
て
家
族
を
養
う
ん
だ
？　

そ
れ
に
、
そ
も
そ
も
ど

こ
へ
行
け
っ
て
い
う
ん
だ
？

い
つ
立
ち
退
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
か
、
知
ら
ん
。

ど
う
し
た
ら
問
題
が
解
決
で
き
る
か
も
、わ
か
ら
ん
。こ

の
村
を
代
表
し
て
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
政
府
と
話
し
た
や
つ

が
い
る
。
で
も
ろ
く
な
返
事
を
も
ら
え
な
か
っ
た
。
村

長
も
、
役
人
も
、
N
G
O
も
、
み
ん
な
で
ダ
ム
を
止
め

田
ん
ぼ
と
チ
ャ
ム
カ
で
食
っ
て
る
。
く
だ
も
の
や
野

菜
は
、
家
族
の
分
だ
け
作
っ
て
る
。
市
場
で
売
る
た
め

に
、
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
を
育
て
は
じ
め
た
け
ど
、
こ
の

ま
え
の
洪
水
で
だ
め
に
な
っ
た
。
む
か
し
は
毎
日
漁
に

も
行
っ
て
た
け
ど
、
今
年
か
ら
止
め
た
。
日
に
10
キ
ロ

は
捕
れ
て
た
魚
が
、
今
じ
ゃ
5
、
6
キ
ロ
し
か
捕
れ
な

い
か
ら
な
。
今
は
村
の
漁
師
か
ら
魚
を
買
っ
て
、
よ
そ

の
村
で
売
っ
て
る
。

魚
が
減
っ
た
理
由
？　

密
漁
が
広
ま
っ
て
る
し
、
川

が
変
わ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
川
は
、
2
0
0
5
年
か
ら

水
位
が
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

乾
季
で
も
水
が
上
が
る
と
き
が
あ
る
。
延
縄
を
朝
仕
掛

け
る
と
、
夕
方
に
は
水
の
上
に
出
て
し
ま
っ
て
る
こ
と

も
あ
る
。

河
岸
も
少
し
ず
つ
崩
れ
て
き
て
る
。
川
か
ら
20
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
の
土
地
が
陥
没
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
野

菜
を
作
っ
た
り
、
バ
ナ
ナ
の
木
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た

ん
だ
け
ど
な
。
水
位
が
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
す
る

せ
い
だ
。
淵
も
埋
ま
っ
て
き
て
る
。
漁
を
し
て
る
と
わ

か
る
ん
だ
。
糸
の
端
に
浮
を
付
け
て
、
も
う
一
方
の
端

に
石
を
結
ん
で
淵
に
沈
め
る
。
む
か
し
は
15
メ
ー
ト
ル

の
糸
が
い
っ
た
の
に
、
今
じ
ゃ
9
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で

十
分
だ
。
川
は
全
体
的
に
浅
く
な
っ
た
よ
。

む
か
し
は
乾
季
の
水
が
澄
ん
で
い
た
の
に
、
今
じ
ゃ

白
っ
ぽ
い
。
む
か
し
は
川
の
水
を
そ
の
ま
ま
飲
ん
で
た

け
ど
、
今
は
井
戸
が
あ
る
か
ら
そ
の
水
を
使
っ
て
る
。

去
年
か
ら
子
ど
も
が
川
の
水
を
飲
ん
だ
り
、
泳
い
だ
り

て
く
れ
よ
。

お
れ
も
両
親
も
、
こ
の
村
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
川
で

も
砂
地
で
も
、
よ
く
遊
ん
だ
よ
。
か
わ
う
そ
と
い
っ

し
ょ
に
泳
い
だ
り
。
し
あ
わ
せ
な
子
ど
も
時
代
だ
っ
た

な
。
結
婚
は
20
才
の
と
き
。
3
年
間
親
と
い
っ
し
ょ
に

住
ん
で
か
ら
、
小
さ
な
小
屋
を
建
て
て
、
こ
ん
ど
は
2

人
で
住
ん
だ
。
金
を
貯
め
て
、（
屋
根
に
使
う
）
ト
タ
ン

と
か
買
っ
て
な
。
村
の
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
建
て
た

ん
だ
よ
。
自
分
の
家
を
建
て
て
よ
か
っ
た
よ
。
で
き
た

と
き
は
、
う
れ
し
か
っ
た
。

で
も
見
て
く
れ
よ
。
ま
だ
床
が
で
き
て
な
い
だ
ろ
。
作

業
を
続
け
よ
う
と
思
っ
た
け
ど
、
ダ
ム
が
で
き
る
っ
て

聞
い
て
か
ら
、ど
う
し
よ
う
か
迷
っ
て
る
。
ど
う
な
る
か

不
安
だ
よ
。
ダ
ム
は
「
開
発
」
だ
っ
て
言
う
や
つ
が
い

る
け
ど
、
お
れ
は
そ
う
は
思
わ
な
い
ね
。
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
働
い
て
建
て
た
家
が
、
こ
れ
で
お
じ
ゃ
ん
さ
。

お
れ
の
人
生
で
一
番
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
む
か
し

は
貧
乏
だ
っ
た
こ
の
お
れ
が
、
こ
う
し
て
家
を
持
て
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
自
分
で
自
分
を
「
開
発
」
し
た

ん
だ
。
で
も
今
は
ダ
ム
の
話
が
あ
る
。
不
安
だ
。

子
ど
も
は
3
人
い
る
。
い
い
教
育
を
受
け
さ
せ
て
や

る
こ
と
が
お
れ
の
夢
だ
よ
。

トォン・
　モックさん

1
9
7
7
年
、
セ
サ
ン
郡
ク
バ
ー
ル
ロ
ミ
ー

ア
集
合
村
ロ
ミ
ー
ア
村
生
ま
れ
。
プ
ノ
ン
族
。

農
業
と
漁
業
の
仲
買
を
仕
事
と
す
る
。
30
才
。
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川
の
ほ
と
り
に
住
む
人
々
の
声

テ
ィ
ン
・
ペ
ン
グ
　
さ
ん

田
ん
ぼ
と
チ
ャ
ム
カ
を
や
っ
て
る
。
家
族
の
食
う
分

だ
け
な
。
漁
は
月
に
1
、
2
回
し
か
行
か
ね
え
。
1
回

の
漁
に
2
、
3
日
か
け
て
、
捕
れ
る
の
は
、
20
キ
ロ
か

ら
30
キ
ロ
く
ら
い
だ
な
。
ま
ぁ
下
手
な
漁
師
じ
ゃ
あ
ね

え
よ
。
む
か
し
は
1
日
で
50
キ
ロ
か
ら
1
0
0
キ
ロ

あ
げ
た
け
ど
な
。
1
匹
30
キ
ロ
以
上
も
あ
っ
て
、
胴
回

り
は
3
、
40
セ
ン
チ
、
体
長
1
メ
ー
ト
ル
半
も
あ
る
や

つ
が
、
毎
日
捕
れ
た
。
む
か
し
の
話
さ
。
密
漁
が
は
や

り
は
じ
め
て
か
ら
は
、
そ
ん
な
の
捕
れ
ね
え
し
、
魚
の

数
も
減
っ
た
よ
。
最
後
に
あ
ん
な
で
っ
か
い
魚
が
捕
れ

た
の
は
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
数
年
後
、
1
9
8
4
年
か

1
9
8
5
年
ご
ろ
だ
っ
た
。

1951 年、クメール族の父とラオ族
の母の間に生まれた。セサン郡ス
ダウ集合村スダム村在住。現在、
農業と漁業を営む。57 才。7 児の父。

セ
コ
ン
の
村
か
ら　

～
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
～

違
法
な
漁
を
す
る
や
つ
ら
は
、

で
か
い
網
で
根
こ
そ
ぎ
捕
る
ん

だ
。電
気
シ
ョ
ッ
ク
や
爆
弾
も
使

う
。
支
流
を
堰
き
止
め
て
魚
を

囲
っ
ち
ま
っ
た
り
、毒
薬
を
使
う

や
つ
も
い
る
。毒
薬
で
死
ん
だ
魚

を
人
間
が
食
べ
て
も
平
気
か
っ

て
？　

平
気
だ
よ
。

密
漁
は
ほ
ん
と
に
ひ
ど
い
ぜ
。

ほ
と
ん
ど
が
よ
そ
も
の
だ
。
5
、

6
人
い
る
。村
の
み
ん
な
で
見
回

り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

だ
い
ぶ
ん
減
っ
た
け
ど
な
。

お
れ
が
生
ま
れ
た
の
は
1
9
5
1
年
だ
。
小
さ
な
島

で
生
ま
れ
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
親
を
手
伝
っ
て
水

汲
み
を
し
た
り
、
家
畜
の
世
話
を
し
た
り
、
畑
で
働
い

た
り
し
た
。
15
才
の
と
き
、
は
じ
め
て
漁
に
行
っ
た
の

を
覚
え
て
る
よ
。
棒
で
魚
を
刺
し
て
捕
ま
え
た
。
た
く

さ
ん
捕
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
な
。
水
を
の
ぞ
き
込
む
と

魚
が
た
く
さ
ん
泳
い
で
い
る
の
が
見
え
た
。

若
い
こ
ろ
は
、兵
士
に
な
り
た
か
っ
た
。戦
時
中
だ
っ

た
か
ら
国
を
守
り
た
か
っ
た
ん
だ
。
で
も
学
校
を
終
え

て
か
ら
、
坊
さ
ん
の
修
行
に
行
っ
た
。
兵
士
と
正
反
対

の
道
だ
っ
て
？　

そ
り
ゃ
信
仰
心
が
あ
っ
た
し
、
親
の

た
め
よ
。
親
に
感
謝
す
る
た
め
の
方
法
の
ひ
と
つ
な
ん

だ
。
3
年
修
行
し
て
、
十
分
や
っ
た
な
あ
と
思
っ
た
か

ら
寺
を
出
た
。
ふ
つ
う
の
人
だ
っ
た
ら
、
漁
も
で
き
る

し
畑
も
で
き
る
だ
ろ
。
で
も
、
お
坊
さ
ん
は
お
寺
で
お

経
を
読
む
毎
日
な
ん
だ
ぜ
。

27
才
で
結
婚
し
た
。
遠
く
の
村
の
女
で
、
一
目
ぼ
れ

だ
っ
た
。
あ
い
つ
の
村
で
結
婚
し
て
、
義
理
の
両
親
と

1
年
間
同
居
し
て
か
ら
、
こ
の
村
に
引
っ
越
し
て
き
た
。

あ
い
つ
の
こ
と
は
、
今
で
も
大
好
き
だ
よ
。
そ
の
こ
ろ

に
は
、
お
れ
の
親
も
島
か
ら
こ
の
村
に
移
っ
て
た
。
で

も
ポ
ル
・
ポ
ト
時
代
に
別
の
場
所
に
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
こ
で
親
は
死
ん
だ
よ
。
お
れ
も
集
団
で
農
作
業
を
さ

せ
ら
れ
た
。
ポ
ル
・
ポ
ト
時
代
が
終
わ
っ
て
、
お
れ
は

ま
た
こ
こ
に
戻
っ
て
き
た
。

今
の
お
れ
の
楽
し
み
は
、家
具
を
作
る
こ
と
か
な
。舟

も
作
れ
る
ぜ
。
村
の
テ
レ
ビ
で
カ
ラ
オ
ケ
ビ
デ
オ
を
見

る
の
も
好
き
だ
。
音
楽
は
好
き
だ
よ
。
自
分
は
歌
わ
な

い
け
ど
な
。

お
れ
が
子
ど
も
の
と
き
と
く
ら
べ
て
、
川
は
変
わ
っ

た
か
っ
て
？　

河
岸
の
侵
食
が
す
ご
い
よ
。
舟
の
た
て

る
波
の
せ
い
だ
と
思
う
。
1
9
9
9
年
か
ら
崩
れ
は
じ

め
て
、
ど
ん
ど
ん
向
こ
う
岸
が
離
れ
て
い
く
。
む
か
し

は
島
か
ら
こ
っ
ち
岸
ま
で
1
0
0
メ
ー
ト
ル
し
か
な

か
っ
た
の
が
、今
は
2
0
0
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
な
。
こ

の
2
年
は
大
丈
夫
だ
け
ど
。
あ
と
、
川
に
浮
く
藻
が
増

え
た
な
。
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む
か
し
は
農
業
を
し
て
た
け
ど
、
今
は
家
で
ご
飯
を

つ
く
っ
て
る
。
今
年
63
才
に
な
っ
た
か
ら
、
生
ま
れ
た

の
は
何
年
か
な
ぁ
、
計
算
し
て
み
て
。
1
9
4
5
年
か

い
？　

子
ど
も
の
と
き
は
、
そ
こ
の
島
に
住
ん
で
た
の
。

河
岸
か
ら
見
え
る
あ
の
島
だ
よ
。
学
校
に
通
っ
た
こ
と

あ
る
よ
。
し
あ
わ
せ
な
子
ど
も
時
代
だ
っ
た
。

結
婚
し
た
の
は
20
才
の
と
き
。
お
寺
で
輪
に
な
っ
て

踊
っ
て
い
る
と
き
夫
に
出
会
っ
た
の
。
結
婚
式
は
花
婿

の
家
が
ひ
ら
く
の
。結
婚
し
て
し
ば
ら
く
は
、わ
た
し
の

親
と
住
ん
で
い
た
。
農
地
や
水
牛
を
夫
の
親
と
わ
た
し

の
親
か
ら
も
ら
っ
て
、
チ
ャ
ム
カ
と
田
ん
ぼ
を
耕
し
て
、

川
で
漁
を
し
て
、
家
族
を
養
っ
た
。
5
日
農
業
し
た
ら
、

5
日
漁
を
す
る
毎
日
だ
っ
た
。
子
ど
も
は
6
人
い
た
の
。

で
も
5
人
病
気
で
死
ん
で
、
娘
1
人
だ
け
残
っ
た
。
今

い
っ
し
ょ
に
住
ん
で
い
る
よ
。
孫
は
7
人
い
る
よ
。

戦
争
時
代
は
い
い
思
い
出
が
な
い
。
村
か
ら
村
へ
と

逃
げ
ま
わ
っ
て
、
い
つ
も
び
く
び
く
し
て
た
。
で
も
今

は
、ほ
ん
と
う
に
し
あ
わ
せ
な
の
。
し

あ
わ
せ
な
、
い
い
時
代
に
な
っ
た
も

ん
ね
え
。
ど
ん
な
仕
事
に
つ
い
て
も

い
い
し
。
む
か
し
は
米
を
作
ら
な
い

と
死
ぬ
し
か
な
か
っ
た
の
よ
。

む
か
し
と
今
の
文
化
の
違
い
？　

あ
ん
た
、
む
か
し
は
、
マ
イ
ク
も
ス

ピ
ー
カ
ー
も
な
か
っ
た
の
よ
！　

祭

り
の
と
き
は
太
鼓
を
叩
い
て
歌
っ
た

の
。
電
気
も
な
く
て
、た
い
ま
つ
だ
っ

た
。
今
は
便
利
な
道
具
が
あ
る
よ
ね
ぇ
。
今
の
方
が
い

い
よ
。
む
か
し
も
マ
イ
ク
や
ス
ピ
ー
カ
ー
が
あ
っ
た
ら
、

よ
ろ
こ
ん
で
祭
り
で
使
っ
た
よ
。

む
か
し
は
、
手
漕
ぎ
舟
だ
っ
た
の
よ
。
バ
イ
ク
と
か

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。島

か
ら
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
の
町
ま
で
一
晩
か
か
っ
た
の
。今

な
ら
朝
出
発
す
れ
ば
、村
に
戻
っ
て
お
昼
ご
は
ん
食
べ
れ

る
け
ど
ね
。若
い
人
の
な
か
に
は
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
で
勉

強
す
る
人
も
い
る
し
。
先
生
に
な
る
人
も
い
る
の
よ
。

人
間
が
む
か
し
と
く
ら
べ
て
変
わ
っ
た
か
っ
て
？
む

か
し
の
方
が
み
ん
な
親
切
だ
っ
た
よ
。
お
金
に
関
係
な

く
魚
や
も
の
を
分
け
合
っ
た
。
今
は
あ
ま
っ
た
も
の
が

あ
れ
ば
、
す
ぐ
市
場
に
売
っ
ち
ゃ
う
よ
ね
ぇ
。
む
か
し

は
村
で
お
金
を
使
う
こ
と
な
ん
て
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。

な
ん
で
変
わ
っ
た
か
っ
て
？　

む
か
し
は
な
ん
で
も
安

か
っ
た
の
。
動
物
を
売
っ
た
と
し
て
も
も
う
け
は
少
な

か
っ
た
の
。
で
も
今
は
も
の
が
高
い
で
し
ょ
。

川
の
変
化
ね
え
。
む
か
し
は
舟
い
っ
ぱ
い
魚
が
捕
れ

た
。
プ
ラ
ホ
ッ
ク
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
た
わ
。
今
は
魚

の
数
が
減
っ
た
わ
ね
ぇ
。
あ
た
し
自
身
は
漁
に
行
っ
た

こ
と
は
な
い
。
夫
が
行
っ
て
い
た
。
わ
た
し
は
家
で
ご

飯
つ
く
っ
て
、
子
ど
も
の
世
話
し
て
た
の
。

ほ
か
に
変
わ
っ
た
こ
と
？　

な
い
よ
。
朝
の
川
は
き

れ
い
よ
ぉ
。
風
が
あ
っ
て
、
涼
し
く
て
。
川
を
眺
め
る

に
は
い
い
時
間
な
の
。
心
が
洗
わ
れ
る
よ
。

川
に
は
精
霊
が
住
ん
で
い
る
。
竜
と
か
ワ
ニ
と
か
、

人
を
殺
す
こ
と
が
あ
る
の
。
川
を
渡
る
と
き
、
舟
が
沈

ん
で
死
ん
じ
ゃ
う
の
。
死
体
が
上
が
る
の
は
3
日
後
で
、

体
が
黒
く
な
っ
て
る
。
竜
が
殺
し
た
の
よ
。
も
ち
ろ
ん

信
じ
て
る
よ
。
先
祖
が
竜
を
見
て
、
そ
れ
が
言
い
伝
え

に
な
っ
た
の
。
祭
り
の
と
き
、
竹
で
竜
の
形
の
舟
に
食

べ
も
の
を
の
っ
け
て
、
火
を
つ
け
て
川
に
流
す
の
。
こ

れ
を
し
な
い
と
竜
は
人
を
と
っ
て
食
う
の
。

村
で
一
番
好
き
な
場
所
は
お
寺
。
お
坊
さ
ん
の
話
を

聞
く
の
が
好
き
な
の
。
人
が
死
ん
だ
あ
と
ど
う
な
る

か
っ
て
？　

人
が
死
ぬ
と
3
日
間
遺
体
を
置
い
と
い
て
、

そ
れ
か
ら
川
の
向
こ
う
で
焼
く
。
そ
う
い
う
意
味
じ
ゃ

な
い
の
？　

死
後
の
世
界
の
話
？　

死
ん
だ
人
の
魂
は

川
の
向
こ
う
に
残
る
の
。
天
国
と
地
獄
、
あ
る
の
か
ね

え
。
わ
か
ん
な
い
よ
。
幽
霊
は
川
の
向
こ
う
側
で
暮
ら

し
て
る
の
。
い
い
人
も
悪
い
人
も
、
み
ん
な
。
そ
う
よ
、

た
く
さ
ん
の
幽
霊
が
あ
そ
こ
に
い
る
の
。
見
た
か
っ
た

ら
、
そ
こ
で
一
晩
過
ご
せ
ば
い
い
よ
。
怖
い
？

1945 年生まれ。セサン郡スダ
ウ集合村スダム村在住。63 才。
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い
か
に
も
、
わ
し
は
祭
司
で
し
た
よ
。
精
霊
と
仏
様
、

両
方
を
信
じ
て
、
両
方
に
従
っ
て
い
ま
す
。
村
で
は
病

気
に
な
る
と
、
精
霊
の
仕
業
で
あ
る
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。
精
霊
に
祈
り
を
捧
げ
る
と
治
る
ん
で
す
。

精
霊
に
も
二
種
類
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は「
家
の
霊
」

で
す
。
家
に
住
ん
で
い
た
人
が
死
ん
で
霊
に
な
っ
た
ら
、

家
の
霊
に
な
り
ま
す
。
先
祖
や
親
戚
の
霊
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
「
外
の
霊
」
で
す
。
こ
の
精
霊
は
自

然
の
な
か
に
住
み
、
森
や
大
き
な
木
に
宿
っ
て
い
ま
す
。

見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
間
違
っ
た
こ
と
を
し
た
り
、

精
霊
に
出
会
っ
て
触
れ
て
し
ま
う
と
、
病
気
に
な
り
ま

す
。
精
霊
に
出
会
う
の
は
運
が
な
い
と
き
で
す
。
祟
ら

れ
る
と
、
樹
木
が
揺
れ
た
り
、
も
の
が
落
ち
て
き
た
り
、

も
の
音
が
し
た
り
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
ど
の
村
に
も
ひ
と
つ
は
強
い
精
霊
が
い

ま
す
。
こ
の
精
霊
は
動
物
に
姿
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
叩
こ
う
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
も
叩
け
な
い
動

物
が
い
た
ら
、
そ
れ
は
こ
の
霊
で
す
。
こ
の
霊
は
村
を

守
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
に
わ
と
り
な
ど
食
べ
も
の

を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
村
に
わ
ざ
わ
い
を
起
こ
し
た

り
し
ま
す
。
村
で
は
こ
の
霊
の
た
め
に
島
に
小
さ
な
祠

（
ほ
こ
ら
）を
建
て
て
い
ま
す
。
毎
年
こ
の
霊
に
祈
り
を

捧
げ
る
儀
式
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
を
怠
る
と
、
村
全
体

が
病
気
に
な
り
ま
す
。

水
に
宿
る
精
霊
の
こ
と
を
、わ
し
ら
は
「
水
の
精
霊
」

と
呼
び
ま
す
。
竜
は
水
の
王
で
す
。
竜
に
も
二
種
類
あ

り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
「
竜
神
」
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
ふ

つ
う
の
竜
で
す
。
竜
神
は
人
び
と
を
治
め
て
い
て
、
人

間
に
姿
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ふ
つ
う
の
竜
は

姿
を
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
先
祖
は
竜
を
見
て
わ
し
ら
に

伝
え
ま
し
た
。
竜
神
は
と
き
ど
き
川
に
現
れ
て
、
人
間

の
姿
で
水
浴
び
を
す
る
そ
う
で
す
。

竜
は
人
を
殺
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
川
で
、
み
ん
な
で
遊
ん
だ

り
、
水
浴
び
を
し
て
い
て
、
気
が
つ

く
と
い
つ
の
間
に
か
、
ひ
と
り
い
な

く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
場
合

は
竜
に
殺
さ
れ
た
と
考
え
ま
す
。

川
で
死
ん
だ
人
も
、
水
の
精
霊
に

な
り
ま
す
。
川
に
水
浴
び
に
行
く
と

病
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
精
霊
の
仕
業
で
す
。
お
供
え
も

の
が
ほ
し
い
の
で
す
。
そ
の
場
合
、

お
祈
り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
森
の
精
霊
」も
森
で
死
ん
だ
人
た
ち
で
す
。
と
言
っ

て
も
、
死
ん
だ
人
み
ん
な
が
森
の
精
霊
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
木
か
ら
落
ち
た
り
、
地
雷
を
踏
ん
だ

り
、
森
で
殺
さ
れ
た
り
、
と
い
っ
た
死
に
方
を
し
た
人

が
森
の
霊
に
な
り
ま
す
。
森
の
神
は
霊
よ
り
も
力
が
あ

り
ま
す
。
森
の
神
は
ふ
つ
う
の
森
に
は
住
ん
で
い
ま
せ

ん
。
大
き
な
森
に
だ
け
住
ん
で
い
ま
す
。
村
の
近
く
に

は
大
き
な
森
が
な
い
の
で
、
近
く
に
は
い
ま
せ
ん
。

プ
チ
ュ
ン
ベ
ン
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
盆
）
は
霊
の
大
き

な
お
祭
り
で
す
。
あ
の
世
か
ら
霊
が
戻
っ
て
く
る
の
で

す
。病

気
の
理
由
が
家
の
霊
な
ら
祈
り
を
捧
げ
ま
す
。
外

の
霊
な
ら
祈
と
う
師
に
儀
式
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
村

に
は
除
霊
が
で
き
る
祈
と
う
師
が
2
、3
人
い
ま
す
。わ

し
は
祈
と
う
師
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
祈
と
う
師
と
祭
司

は
違
う
も
の
で
す
。

祭
司
に
も
3
種
類
あ
っ
て
で
す
ね
、
寺
の
管
理
・
運

営
を
す
る
祭
司
、
結
婚
式
を
と
り
お
こ
な
う
祭
司
、
そ

し
て
葬
式
を
取
り
し
き
る
祭
司
で
す
。
村
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
祭
司
が
い
ま
す
。
わ
し
は
寺
の
管
理
・
運
営
を

し
て
い
ま
し
た
。
祭
り
や
お
供
え
も
の
の
準
備
が
、
わ

し
の
仕
事
で
し
た
。

ど
う
し
て
祭
司
に
な
っ
た
か
っ
て
？　

年
よ
り
で
、

正
直
な
わ
し
に
祭
司
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
、
村
全
体
が

会
議
で
決
め
た
ん
で
す
。
で
も
、
23
年
も
祭
司
を
や
っ

て
年
を
と
っ
た
の
で
、
数
年
前
に
引
退
し
ま
し
た
。

1938 年、ラタナキリ州ブ
エンサイ郡生まれ。ラオ族。
以前は、農業・漁業を営ん
でいた。きこりをしていた
こともある。元祭司。セサ
ン郡スダウ集合村スダム村
在住。70 才。
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田
ん
ぼ
と
チ
ャ
ム
カ
を
耕
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

主
人
は
漁
に
行
っ
て
、
家
族
の
分
だ
け
魚
を
捕
ま
え
て

い
ま
す
。
わ
た
し
は
漁
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
米
、牛
、水

牛
を
売
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
息
子
が
4
人
、娘
が
3
人
い
ま
す
。1
人
は

死
に
ま
し
た
。
下
の
子
は
9
才
、
上
は
26
才
で
す
。
息

子
は
2
人
、
も
う
独
立
し
ま
し
た
。
1
人
は
ス
ト
ゥ
ン

ト
レ
ン
の
高
校
に
通
っ
て
ま
す
。
い
い
職
に
就
け
る
よ

う
に
勉
強
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
で
の
女
の
仕
事
は
、
家
畜
の
世
話
、
酒
作
り
、
農

1963 年生まれ。ラオ族。セサン郡
スダウ集合村スダム村在住。45 才。

作
業
で
す
。
男
は
農
作
業
と
漁
業
が
仕
事
で
す
。
子
ど

も
を
育
て
る
の
も
母
親
の
仕
事
で
す
。
も
の
を
売
る
の

も
女
の
仕
事
で
す
ね
。
女
の
方
が
ひ
と
の
こ
と
を
理
解

し
た
り
、
も
の
を
買
う
気
に
さ
せ
る
の
が
う
ま
い
か
ら
。

わ
た
し
も
得
意
な
方
で
す
。
お
も
に
米
と
、
た
ま
に
主

人
が
捕
っ
て
、
あ
ま
っ
た
魚
を
売
っ
て
い
ま
す
。
う
ち

が
米
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
る
こ
と
は
、
村
で
み
ん
な

知
っ
て
る
の
で
、
商
人
が
村
に
米
の
買
い
付
け
に
来
る

と
、
み
ん
な
わ
た
し
の
家
に
来
る
よ
う
に
言
っ
て
く
れ

る
ん
で
す
よ
。

わ
た
し
は
隣
村
で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、ポ
ル
・
ポ
ト
時

代
に
こ
こ
に
移
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
暮
ら
す
人
の

な
か
に
は
、
集
団
で
農
作
業
に
就
く
よ
う
に
と
移
住
さ

せ
ら
れ
た
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
わ
た
し
は
田
ん
ぼ

の
縁
に
土
を
盛
る
た
め
に
土
を
運
ば
さ
れ
ま
し
た
。
た

い
へ
ん
な
時
代
で
し
た
。
ポ
ル
・
ポ
ト
時
代
が
終
わ
っ

て
、
1
9
7
9
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。
夫
は
こ
の
村
の

出
身
で
す
。

2
0
0
5
年
、
洪
水
に
襲
わ
れ
て
、
田
畑
が
だ
め
に

な
り
ま
し
た
。
チ
ャ
ム
カ
は
ひ
と
つ
が
村
の
外
、
も
う

ひ
と
つ
は
村
の
そ
ば
に
あ
る
ん
で
す
が
、
両
方
と
も
だ

い
な
し
に
な
り
ま
し
た
。あ
の
年
は
、ど
う
や
っ
た
ら
子

ど
も
を
食
べ
さ
せ
て
、
生
き
の
び
ら
れ
る
の
か
、
と
て

も
心
配
で
し
た
よ
。
商
売
の
や
り
方
も
わ
か
ら
な
い
し
、

米
が
な
い
と
な
に
も
で
き
な
い
で
す
か
ら
。
で
も
さ
い

わ
い
な
こ
と
に
牛
を
売
っ
て
、
主
人
の
給
料
も
あ
っ
た

の
で
、
な
ん
と
か
な
り
ま
し
た
。

む
か
し
と
今
の
生
活
の
変
化
で
す
か
？　

む
か
し
は

た
く
さ
ん
魚
が
捕
れ
て
も
、
市
場
に
売
る
こ
と
は
な

か
っ
た
で
す
ね
え
。
と
な
り
近
所
で
分
け
合
っ
た
も
の

で
す
よ
。
で
も
近
ご
ろ
は
、
魚
を
見
つ
け
る
の
が
む
か

し
よ
り
た
い
へ
ん
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
河
岸
が
島
か
ら
遠
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

む
か
し
は
舟
な
し
で
島
ま
で
行
け
た
ん
で
す
け
ど
ね
。

特
に
雨
季
に
河
岸
の
近
く
で
舟
が
波
を
た
て
る
と
岸
の

土
が
崩
れ
る
ん
で
す
。

パート・チョービーさん
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カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ン
ド
シ
ナ
半

島
東
部
に
位
置
す
る
。
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
に
属
し
、
雨

季
（
5
月
～
10
月
）
と
乾
季
（
11
月
～
4
月
）
の
区
別
が

明
確
で
あ
る
。
国
土
面
積
は
日
本
の
1/2
弱
（
約
18
万
平
方

キ
ロ
）
で
、
国
境
を
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
と
接
す

も
っ
と
知
る
た
め
の
9
章

第
3
部

る
。
国
土
の
ほ
ぼ
中
央

を
メ
コ
ン
河
が
貫
流
す

る
。
首
都
は
プ
ノ
ン
ペ

ン
。
通
貨
単
位
は
リ
エ

ル
（
2
0
0
8
年
8

月
現
在
、
1
ド
ル
＝

約
4
2
0
0
リ
エ
ル
、
1
円
＝
約
38
リ
エ
ル
）。
人
口

約
1
4
0
0
万
人
の
90
％
以
上
が
ク
メ
ー
ル
民
族
で
、
公

用
語
は
ク
メ
ー
ル
語
、
宗
教
は
仏
教
。
国
民
の
主
食
は
米
で
、

稲
作
農
業
お
よ
び
漁
業
が
盛
ん
。
政
体
は
立
憲
君
主
制
。
議

会
は
国
民
議
会
（
下
院
）
と
上
院
か
ら
な
る
二
院
制
で
あ
る
。

国
民
議
会
議
員
は
比
例
代
表
制
に
よ
る
直
接
選
挙
で
、
上

院
議
員
は
制
限
選
挙
（
一
部
は
任
命
制
）
で
選
出
さ
れ
る
。

2
0
0
8
年
現
在
、
国
家
元
首
は
、
ノ
ロ
ド
ム
・
シ
ハ
モ

ニ
国
王
。
首
相
は
、
サ
ム
デ
ク
・
フ
ン
・
セ
ン
人
民
党
副
党

首
（「
サ
ム
デ
ク
」
は
尊
称
）。

行
政
区
分
は
、
20
の
州
と
4
つ
の
特
別
市
か
ら
成
り
、

地
方
行
政
で
は
、
州
（
市
）
を
さ
ら
に
、
郡
（
区
）
と
集
合

村
（
サ
ン
カ
ッ
ト
）
に
区
分
す
る
（「
区
」
や
「
サ
ン
カ
ッ
ト
」

は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
な
ど
の
市
街
地
に
適
用
さ
れ
る
）。
集
合

村
の
下
に
「
村
」
と
い
う
単
位
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
憲
法

上
の
設
置
根
拠
が
な
い
。
州
と
郡
に
は
、
中
央
政
府
が
州
知

事
と
郡
長
を
任
命
し
、
各
省
庁
の
出
先
機
関
で
あ
る
局
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
集
合
村
に
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ

た
議
員
で
構
成
す
る
集
合
村
評
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
激
動
の
現
代
史
を
体
験
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
勢

も
っと

知
り

た
い！
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1
9
5
3
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
下
か
ら
独
立
。
そ
の

後
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
支
え
た
ロ
ン
・
ノ
ル
将
軍
に
よ

る
ク
ー
デ
タ
ー
を
契
機
に
内
戦
が
勃
発
（
1
9
7
0
年
）。

1
9
7
5
年
、
中
国
の
支
援
で
力
を
得
た
共
産
主
義
勢
力

ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
が
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
入
城
し
て
内
戦

は
終
結
す
る
が
、
以
降
1
9
7
9
年
に
至
る
ま
で
、
ポ

ル
・
ポ
ト
に
よ
る
恐
怖
政
治
の
下
で
約
1
7
0
万
人
が

死
亡
し
た
と
さ
れ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
侵
攻
に
よ
り
ポ
ル

･
ポ
ト
政
権
は
瓦
解
す
る
が
、
国
土
は
再
度
の
内
戦
状
態

に
。
1
9
9
1
年
、
パ
リ
和
平
協
定
に
よ
っ
て
よ
う
や
く

内
戦
が
終
結
。
1
9
9
3
年
、
国
連
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
機

構
（
U
N
T
A
C
）
に
よ
る
総
選
挙
を
経
て
、
9
月
に
発
布

さ
れ
た
新
憲
法
の
下
で
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
」
が
誕
生
し
た
。

そ
の
後
は
国
内
も
安
定
化
し
、
1
9
9
8
年
、
2
0
0
3
年
、

2
0
0
8
年
と
国
民
議
会
総
選
挙
を
実
施
。
1
9
9
9
年

に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
A
S
E
A
N
）
に
も
加
盟

し
た
。

2
0
0
5
年
の
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
は
、
約

62
億
9
0
0
0
万
ド
ル
。
日
本
は
、
2
0
0
6
年
ま
で
の

累
計
で
有
償
資
金
協
力
約
1
6
0
億
円
お
よ
び
無
償
資
金

協
力
約
1
1
5
6
億
円
を
、
ま
た
2
0
0
5
年
ま
で
の
累

計
で
技
術
協
力
約
3
9
2
億
円
を
提
供
し
て
い
る
、「
最
大

の
援
助
供
与
国
」
で
あ
る
（
外
務
省
、 

2
0
0
8
a
）。

カ
ン
ボ
ジ
ア
北
東
部

カ
ン
ボ
ジ
ア
北
東
部
は
、
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
、
ス
ト
ゥ
ン

ト
レ
ン
州
、
モ
ン
ド
ル
キ
リ
州
か
ら
な
る
。
こ
の
地
域
に
は

古
く
か
ら
、
民
族
ご
と
に
異
な
っ
た
生
活
様
式
・
言
語
・
文

化
を
持
つ
先
住
・
少
数
民
族
が
多
数
居
住
す
る
。
1
9
9
8

年
の
国
民
統
計
に
よ
る
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
先
住
・
少
数

民
族
人
口
約
10
万
1
0
0
0
人
の
大
部
分
が
、
ラ
タ
ナ
キ

リ
州
（
約
6
万
4
0
0
0
人
）
と
モ
ン
ド
ル
キ
リ
州
（
約

1
万
9
2
0
0
人
）
に
集
中
し
て
い
る
。
人
口
の
多
い
順

に
、
タ
ム
プ
ア
ン
族
、
プ
ノ
ン
族
、
ジ
ャ
ラ
イ
族
、
ク
ル
ン

族
、
ブ
ロ
ー
族
、
カ
チ
ョ
ー
族
、
カ
ベ
ッ
ト
族
な
ど
の
民
族

が
暮
ら
し
て
い
る
（SW

ECO

 Grøner, 2006a

）。

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
の
州
都
バ
ン
ル

ン
ま
で
車
で
約
12
時
間
（
雨
季
で
は
、
約
15
時
間
）、
ス
ト

ゥ
ン
ト
レ
ン
州
の
州
都
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
ま
で
は
約
8
時
間
、

モ
ン
ド
ル
キ
リ
州
の
州
都
セ
ン
モ
ノ
ロ
ム
ま
で
は
約
9
時
間

（
雨
季
で
は
、
約
12
時
間
）
か
か
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
北
東
部
は
、
自
然
資
源
の
豊
富
さ
と
生
物

多
様
性
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
と
モ
ン
ド
ル

キ
リ
州
に
は
、
国
内
天
然
林
の
約
4
割
が
存
在
す
る
。
ま
た
、

国
際
河
川
で
あ
る
セ
サ
ン
川
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
、
セ
コ
ン
川

が
両
州
を
流
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
自
然
資
源
（
森
林
と
林

産
物
、
河
川
と
漁
業
資
源
）
の
持
続
的
な
利
用
は
、
環
境
保

全
の
視
点
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
特
に
自
然
資
源
に
依
存
し
た

生
活
を
送
る
地
域
住
民
の
食
糧
安
全
保
障
や
生
計
を
守
る
と

い
う
意
味
で
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
地
域
住
民
の

多
く
が
、
自
然
と
の
共
存
を
生
活
や
文
化
の
基
盤
に
置
く
先

住
・
少
数
民
族
で
あ
る
点
に
留
意
し
て
お
く
必
要
も
あ
る
。

し
か
し
近
年
は
、
内
外
の
投
資
家
に
よ
る
森
林
伐
採
な
ど
の

環
境
破
壊
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
セ
サ
ン
川

と
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
で
は
、
上
流
ベ
ト
ナ
ム
側
で
ダ
ム
開
発
が

進
み
、
下
流
に
位
置
す
る
こ
の
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
お
よ

ぼ
し
て
い
る
。
セ
コ
ン
川
上
流
の
ラ
オ
ス
側
で
も
ダ
ム
建
設

は
始
ま
っ
て
お
り
、
近
い
将
来
に
影
響
が
顕
在
化
す
る
恐
れ

が
あ
る
。

セ
サ
ン
川
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
、

　

セ
コ
ン
川

セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ
ン
川
は
、
ベ
ト
ナ
ム
や

ラ
オ
ス
か
ら
国
境
を
越
え
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
北
東
部
に
流
れ
込

む
河
川
で
あ
る
と
同
時
に
、
メ
コ
ン
河
流
域
最
大
の
支
流
水

系
を
成
す
。
三
河
川
の
総
流
量
は
、
メ
コ
ン
河
流
域
の
年

間
総
流
量
の
実
に
19
％
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る
（H

alcrow

 

and Partners, 1999

）。
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ

ン
川
流
域
は
生
物
多
様
性
で
も
名
高
く
、
絶
滅
危
惧
種
が
多

数
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
メ
コ
ン
河
下
流
域
の
魚
の
回

遊
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
生
態
系
の
一
部
で
も
あ
る
。
さ

ら
に
、
流
域
に
は
1
0
0
以
上
に
の
ぼ
る
先
住
・
少
数
民

族
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
、
川
の
資
源
に
依
存
し
た
生
活

を
営
ん
で
い
る
。

セ
サ
ン
川
は
、
ベ
ト
ナ
ム
中
部
高
原
の
ジ
ャ
ラ
イ
省
と

コ
ン
ツ
ム
省
に
源
を
発
す
る
。
川
は
、
こ
の
山
岳
地
帯
か
ら

西
南
に
流
れ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
北
東
部
の
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
オ
ー
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ヤ
ダ
ウ
郡
、
ア
ン
ド
ン
ミ
ア
郡
、
タ
ベ
ン
郡
、
ブ
エ
ン
サ
イ

郡
を
順
に
過
ぎ
、
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
で
メ
コ
ン
河
本
流
に

合
流
す
る
。
川
の
総
延
長
は
、
約
4
6
2 

キ
ロ
。
そ
の
う

ち
2
1
0 

キ
ロ
が
ベ
ト
ナ
ム
領
内
を
流
れ
る
。
流
域
総
面

積
は
、
約
1
万
8
5
7
0
平
方
キ
ロ
。
そ
の
う
ち
約
60 

%

が
ベ
ト
ナ
ム
側
、
残
り
の
約
40
％
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
に
位

置
す
る
（SW

ECO

 Grøner, 2006b

）。
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
内

の
川
沿
い
で
は
、
75
か
村
に
約
3
万
人
（
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
の

60
か
村
に
約
2
万
人
、
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
の
15
か
村
に
約

1
万
人
）
が
暮
ら
し
て
い
る
（3SPN

, in progress

）。

ス
レ
ポ
ッ
ク
川
は
、
ベ
ト
ナ
ム
中
部
高
原
の
ダ
ク
ラ
ク

省
に
源
を
発
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
北
東
部
の
モ
ン
ド
ル
キ
リ
州
、

ラ
タ
ナ
キ
リ
州
、
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
を
貫
流
す
る
。
流

域
総
面
積
は
、
約
3
万
平
方
キ
ロ
。
う
ち
1
万
8
2
0
0

平
方
キ
ロ
は
ベ
ト
ナ
ム
領
内
に
あ
る
。
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
は
、

メ
コ
ン
河
本
流
に
流
れ
込
む
ま
え
に
、
ま
ず
セ
サ
ン
川
と

合
流
す
る
が
、
こ
の
合
流
地
点
ま
で
は
ベ
ト
ナ
ム
国
境
か

ら
2
4
5
キ
ロ
あ
る
（SW

ECO

 Grøner, 2006a

）。
カ

ン
ボ
ジ
ア
側
の
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
沿
い
に
は
、
21
か
村
に
約

1
万
1
0
0
0
人
の
人
び
と
が
暮
ら
し
て
い
る
（TERRA, 

2006

）。
セ
コ
ン
川
は
、
ラ
オ
ス
南
部
の
ア
ン
ナ
ン
山
脈
か
ら
カ

ン
ボ
ジ
ア
北
東
部
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
に
流
れ
込
む
。
ス
レ

ポ
ッ
ク
川
と
同
様
、
セ
サ
ン
川
と
合
流
し
て
後
に
メ
コ
ン
河

本
流
に
合
流
す
る
。
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
の
セ
コ
ン
川
沿
い

に
は
31
か
村
、
2
万
8
4
0
0
人
の
人
び
と
が
暮
ら
し
て

い
る
（3SPN

, in progress

）。

スレポック川のほとりで筍（たけのこ）の皮をむく漁民。
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メ
コ
ン
の
魚
の
回
遊

も
っと

知
り

た
い！

も
っと

知
り

た
い！

メ
コ
ン
河
の
魚
は
「
回
遊
」
し
て
い
る
。
ダ
ム
は
魚

の
回
遊
を
直
接
さ
ま
た
げ
、
水
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と
で

そ
の
生
態
に
も
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
メ
コ
ン
河
の
生
態

系
を
理
解
す
る
に
は
、
回
遊
の
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
メ
コ
ン
河
委
員
会
（M

ekong River 

Com
m
ission

＝
M
R
C
）
や
研
究
者
が
実
施
し
た
調
査

（Poulsen, et  

al., 2002,  Baird, 2005

）
を
も
と
に
、

メ
コ
ン
河
の
魚
の
回
遊
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

「
回
遊
」
と
は

「
回
遊
」
は
、「
魚
類
が
そ
の
生
活
史
の
決
ま
っ
た
時
期

に
、
あ
る
生
息
域
か
ら
別
の
場
所
に
移
動
し
、
そ
の
後
再

び
元
の
生
息
域
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
」、
ま
た
は
「
同
種

の
生
物
の
多
く
の
個
体
が
、
予
測
可
能
な
移
動
を
周
期
的

に
す
る
こ
と
」
な
ど
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
回
遊
は
、
河

川
の
魚
の
多
く
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
卵
か
ら
孵
っ

た
稚
魚
が
受
動
的
に
下
流
に
流
さ
れ
る
の
も
回
遊
の
一
種

で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
流
さ
れ
る
場
所
は
、
稚
魚
が
育
つ

の
に
適
し
た
環
境
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て

回
遊
は
、
移
動
の
道
筋
だ
け
で
な
く
、
移
動
先
の
生
息
地

や
水
環
境
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

回
遊
と
生
息
地

メ
コ
ン
河
の
回
遊
を
知
る
う
え
で
、
氾
濫
原
、
乾
季
の

乾
燥
を
避
け
る
水
環
境
、
産
卵
地
の
3
つ
が
と
り
わ
け
重

要
で
あ
る
。
氾
濫
原
は
、
雨
季
の
み
に
現
れ
る
季
節
的
な

一
時
水
域
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
の
周
辺

か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
か
け
て
の
メ
コ
ン
河
本
流
一
帯
や
、
タ

イ
や
ラ
オ
ス
の
メ
コ
ン
河
支
流
域
が
好
例
で
あ
る
。
東
北

タ
イ
の
ソ
ン
ク
ラ
ー
ム
川
や
ム
ン
川
支
流
の
チ
ー
川
流
域

に
も
氾
濫
原
が
広
が
っ
て
い
る
。
雨
季
の
は
じ
め
の
増
水

は
、
産
卵
と
回
遊
の
引
き
金
で
あ
り
、
稚
魚
に
よ
っ
て
は
、

氾
濫
原
に
注
ぎ
込
む
水
に
乗
っ
て
移
動
し
、
そ
こ
で
成
長

す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
乾
季
に
な
る
と
魚
は
、
氾
濫
原

か
ら
乾
季
で
も
涸
れ
な
い
湖
や
沼
、
河
川
に
戻
っ
て
い
く
。

特
に
メ
コ
ン
河
本
流
で
は
、deep pool

と
呼
ば
れ
る
「
淵
」

に
多
種
の
魚
が
集
ま
る
。
淵
は
、
ラ
オ
ス
南
部
コ
ー
ン
の

瀑
布
群
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
北
部
ク
ラ
チ
エ
州
な
ど
に
存
在

す
る
。
産
卵
地
や
産
卵
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
未
知
の

部
分
が
多
い
。
地
域
住
民
の
知
見
な
ど
か
ら
、
メ
コ
ン
河

の
魚
は
本
支
流
の
早
瀬
や
淵
と
氾
濫
原
で
産
卵
す
る
と
推

定
さ
れ
て
い
る
が
、
種
類
に
よ
っ
て
場
所
は
異
な
る
。

回
遊
の
シ
ス
テ
ム

中
国
南
西
部
分
を
除
く
メ
コ
ン
河
で
の
回
遊
は
、
下
流

部
回
遊
シ
ス
テ
ム
（
L
M
S
）、
中
流
部
回
遊
シ
ス
テ
ム

（
M
M
S
）、
上
流
部
回
遊
シ
ス
テ
ム
（
U
M
S
）
の
3
つ

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ

　

ン
川
と
回
遊

表
1
に
あ
る
よ
う
に
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ

ン
川
は
、
L
M
S
の
一
部
を
な
す
。
L
M
S
は
世
界
的
に

も
魚
種
が
も
っ
と
も
多
く
、
漁
業
資
源
の
生
産
性
が
高
い

地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
乾
季
の
水
位
低
下
に
し
た
が
っ

て
、
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
か
ら
メ
コ
ン
河
本
流
へ
、
さ
ら
に
上

流
に
あ
る
支
流
部
分
へ
と
回
遊
す
る
魚
が
い
る
。
こ
れ
ら

の
魚
た
ち
は
、
水
位
が
低
い
時
期
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ク
ラ

チ
エ
州
や
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
の
本
流
で
過
ご
し
、
水
位

が
上
昇
す
る
と
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ
ン
川
へ

と
移
動
す
る
。
移
動
先
で
卵
を
産
ん
だ
後
、
今
度
は
そ
こ
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システム 範囲 時期と移動方向 特徴

下流部
（LMS）

コーンの瀑布群から••
下流、メコン・デルタ、
メコン河口まで。
トンレサップ湖とメ••
コン河本流
セサン川、スレポッ••
ク川、セコン川

乾季に下流から上流に向か••
い、雨季に戻る。

乾季にトンレサップ湖を出て••
本流に向かい、雨季に戻る。
乾季にセサン川、スレポック••
川、セコン川流域に向かう。

氾濫原やその周辺で産卵••
する魚種がある。

中流部
（MMS）

コーンの瀑布群から••
上流、タイ・ルーイ
川河口付近まで。

雨季に氾濫原に向かう魚種••
が、ムン川、ソンクラーム川、
セーバンファイ川、ヒンブ
ン川など主要な支流に入り、
乾季に本流に戻る。

LMS と MMS は 断 絶 し た••
環境ではなく、相互を行
き来する魚や、成長の段
階によって相互を移動す
る魚がいる。

上流部
（UMS）

ルーイ川河口より上••
流、ラオス・中国国
境まで。

雨 季 に 本 流 上 流 に 向 か い、••
乾季に下流に戻る。

UMS には大きな氾濫原は••
ない。
LMS や MMS か ら 比 較 的••
断 絶 し て い る（LMS や
MMS より標高が高い）。

表 1　メコン河での回遊システム

Poulsen, et al.（2002）をもとに作成。

よ
り
下
流
に
位
置
す
る
支
流
な
ど
に
移
り
、
最
終
的
に
は

ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
に
戻
っ
て
い
く
。
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ

ク
・
セ
コ
ン
川
で
の
ダ
ム
開
発
は
、
魚
の
回
遊
を
阻
害
す

る
ば
か
り
か
、
淵
な
ど
の
生
息
地
を
破
壊
す
る
。
そ
の
結
果
、

三
河
川
流
域
の
漁
業
資
源
の
減
少
の
み
な
ら
ず
、
メ
コ
ン

河
全
体
の
生
態
系
に
被
害
が
お
よ
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
。

Poulsen, et al.（2002: 33, 
36, 39）をもとに作成。

地図 2　メコン河での回遊システム（略図）

下流部

中流部

上流部

乾季の移動

雨季の移動

セコン川
セサン川
スレポック川

トンレサップ湖
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三
河
川
の
ダ
ム
開
発

も
っと

知
り

た
い！

も
っと

知
り

た
い！

セ
サ
ン
川

セ
サ
ン
川
に
お
け
る

水
力
発
電
の
潜
在
能
力
は
、

フ
ラ
ン
ス
が
一
帯
を
植
民

地
化
し
て
い
た
時
代
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
建
設
計
画

は
1
9
2
9
年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
（W

yatt &

 Baird, 

2007

）。
し
か
し
、
当
時
は
経
済
的
な
問
題
な
ど
で
実
現

に
至
ら
な
か
っ
た
。
1
9
5
7
年
に
活
動
を
開
始
し
た

メ
コ
ン
委
員
会
は
、
1
9
7
0
年
代
に
な
っ
て
セ
サ
ン
川

に
16
か
所
の
ダ
ム
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
5
か
所
、
ベ
ト
ナ
ム

に
10
か
所
、
両
国
国
境
に
1
か
所
）
を
計
画
し
た
（
堀
、 

1
9
9
6
）。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
計
画
も
ま
た
実
施
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

1
9
9
0
年
代
、
ベ
ト
ナ
ム
は
慢
性
的
な
電
力
不
足

に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
電
力
不
足
が
経
済
発
展
を
阻
害

す
る
こ
と
か
ら
、
発
電
能
力
の
増
強
は
ベ
ト
ナ
ム
に
と

っ
て
国
を
あ
げ
て
の
優
先
課
題
と
な
っ
た
。
こ
の
動
き
の

中
で
、
E
V
N
（
旧
ベ
ト
ナ
ム
電
力
公
社
、
現
ベ
ト
ナ
ム

電
力
グ
ル
ー
プ
）
が
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
役
割
を
担
う

こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、
多
く
の
援
助
国
・
機
関
が
、
ベ

ト
ナ
ム
の
発
電
能
力
の
増
強
に
資
金
を
提
供
し
た
。
中

で
も
当
時
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
か
ら
の
経
済
援
助
は
多
額
で
、

1
9
9
3
年
、
ベ
ト
ナ
ム
は
ヤ
リ
滝
ダ
ム
（
囲
み
1
）
の

建
設
に
着
手
す
る
。
ヤ
リ
滝
ダ
ム
は
、
セ
サ
ン
川
流
域
で

は
じ
め
て
の
水
力
発
電
ダ
ム
で
あ
っ
た
。

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
瓦
解
し
、
ベ
ト
ナ
ム
が
開
放
経
済

政
策
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
発
電
能
力
増
強
の

資
金
源
は
、
世
界
銀
行
（W

orld Bank

）
や
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
（Asian D

evelopm
ent Bank

＝
A
D
B
）
と

い
っ
た
国
際
金
融
機
関
に
移
っ
て
い
っ
た
。
A
D
B
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
国
際
開
発
局
（Sw

edish International 

D
evelopm

ent Agency

＝
S
I
D
A
）、

そ

し

て

E
V
N
自
身
が
何
件
か
の
調
査
を
実
施
し
、
ベ
ト
ナ
ム

領
内
の
セ
サ
ン
川
上
流
域
で
の
ダ
ム
建
設
予
定
地
は
6
か

所
に
ま
で
絞
り
込
ま
れ
た
。
同
時
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の

セ
サ
ン
下
流
域
で
も
5
か
所
で
ダ
ム
建
設
が
提
案
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
1
9
9
9
年
か
ら
は
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
水

力
発
電
計
画
に
関
す
る
調
査
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
調

査
の
目
的
は
、
水
力
発
電
事
業
に
優
先
順
位
を
つ
け
る
こ

と
で
（U

N
EP, 2008

）、
S
I
D
A
お
よ
び
ノ
ル
ウ
ェ
ー

開
発
協
力
庁
（N

orw
egian Agency for D

evelopm
ent 

Cooperation

＝
N
O
R
A
D
）
が
調
査
資
金
を
提
供
し

た
。
調
査
の
範
囲
に
は
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
両
河
川

流
域
の
ダ
ム
案
件
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
側
で
は
3
か
所
の
ダ
ム
（
ヤ
リ
滝
、

セ
サ
ン
3
、
セ
サ
ン
3
A
）
が
操
業
中
、
2
か
所
の
ダ
ム

（
プ
レ
イ
ク
ロ
ン
、
セ
サ
ン
4
）
が
建
設
中
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
ダ
ム
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
環
境
影
響
評
価

（
E
I
A
）
が
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
施
さ
れ
て
い
る

場
合
も
内
容
は
不
十
分
で
あ
る
。
総
じ
て
、
事
業
の
計
画
・

実
施
に
お
い
て
、
影
響
を
受
け
る
現
地
住
民
の
基
本
的
な

権
利
、
ニ
ー
ズ
、
そ
し
て
懸
念
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
配
慮

「これ以上、なにをするつもりなんでしょうか？　

ほとんどすべてのものが破壊されてしまいました。

もう１か所ダムができれば、破壊も広がるでしょう。

もっと多くの人が死んでしまいます。」

ロチャム・トゥワントさん、セサン川沿いオッコプ村　2002 年
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し
て
い
な
い
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
水
力
発
電
計
画
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政

府
の
技
術
お
よ
び
経
済
的
な
理
由
か
ら
、
こ
れ
ま
で
実
現

し
な
か
っ
た
（W

yatt &

 Baird, 2007

）。
し
か
し
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
水
力
発
電
の
推
進
を
国
家
政
策
と
し
て

掲
げ
て
お
り
、
現
在
、
日
本
の
国
際
協
力
機
構
（Japan 

International Cooperation Agency

＝
J
I
C
A
）

が
水
力
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
調
査
の
実
施
を
支
援
し
て

い
る
。
2
0
0
7
年
6
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
調
査
の
目

囲み 1
「ヤリ滝ダムにかかった費用は

10 億ドルかもしれませんが、

（失われた）カンボジア人の

生命と生活は、

10 億ドルごときで

すむものではありません。」
ある村びと、セサン川沿いプルーク村　2003 年

ヤリ滝ダムは、メコン河下流域に建設された
最初の、そして最大のダムである。設備容量は

720 メガワット（MW）で、ベトナム中部高原に位置する。壁の
高さが 70 メートルにおよぶこのダムは、常時満水位（FOL）に面
積が 65 平方キロにおよぶ貯水池を有する。1993 年 11 月に建設
を開始し、1998 年に貯水が行われた。操業が正式に始まったのは、
2002 年 1 月であった（SWECO Grøner, 2006b）。発電後の電気は
ベトナム南部のホーチミン市を中心とした工業地帯に供給される

（Hirsch & Wyatt, 2004）。
ヤリ滝ダムの建設費用は概算で 10 億ドル。建設工事は EVN が

請け負った。ベトナム政府は、ロシア・ウクライナ両政府から融資
と機材提供を受けて建設資金を調達。スウェーデン、スイス、ノル
ウェー各政府も技術支援や小規模な資金を提供した。例えば、ス
ウェーデン企業 Skanska にトンネル建設の研修費として約 320 万
ドルを提供したのは、スウェーデンの援助機関 SIDA である。また、
スイス政府も、1992 年にスイス企業 Electrowatt Engineering（現
在は、フィンランドのコンサルタント会社 Jakko Poyry が所有）が
実施した EIA に、100 万ドルを超える資金を提供した。世界銀行は、
はじめ貯水池建設がもたらす住民移転を懸念し、直接的な経済支援
を断った。ところが最終的に、送配電施設に 5 億 7500 万ドルを
融資し、その一環としてホーチミン市に達する 500 キロボルト（KV）
の送電線建設に合意した（3SPN, 2005）。

ダムの建設と運転操業でセサン川下流の水文、水質、漁業、水
生生物に被害が発生することは予測可能だった。にもかかわらず、
下流に位置するカンボジアへの社会環境影響はまったく検討され
なかった。カンボジア側の住民にはダム建設の通告すらなかった。

ヤリ滝ダムがカンボジアにもたらした被害は 1996 年後半から
顕在化した。さらに、全 4 基のタービンのうち、2 基の運転が始ま
った 2000 年 5 月までに、カンボジア・ラタナキリ州とストゥン
トレン州で大規模な環境・社会・経済上の悪影響が発生していた。
今日に至るまでも被害への緩和策は不十分で、下流カンボジアの
住民に対する補償はいっさい行われていない。

ヤ
リ
滝
ダ
ム

も
っと

知
り

た
い！

も
っと

知
り

た
い！

的
は
、
セ
サ
ン
川
を
ふ
く
む
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
主
要
河
川
に

お
け
る
既
存
の
水
力
発
電
事
業
計
画
に
優
先
順
位
を
つ
け

る
こ
と
で
、
調
査
を
実
施
し
て
い
る
の
は
日
本
企
業
の
日

本
工
営
で
あ
る
（
国
際
協
力
機
構
、 

2
0
0
8
）。

さ
ら
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
両
政
府
の
合
意

の
下
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
主
導
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
ダ

ム
開
発
計
画
も
進
行
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
は
数
多
く
の

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
2
0
0
6
年
後
半
に
な
っ
て
5

か
所
の
ダ
ム
事
業
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
に
対
し
て
提
案
し

た
。
こ
れ
ら
の
事
業
と
は
、
両
国
国
境
の
セ
サ
ン
下
流
1

ダ
ム
、
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
の
セ
サ
ン
下
流
2
ダ
ム
、
ラ

タ
ナ
キ
リ
州
の
セ
サ
ン
下
流
3
ダ
ム
、
プ
レ
ク
レ
ア
ン
1

ダ
ム
、
プ
レ
ク
レ
ア
ン
2
ダ
ム
で
あ
る
（Sam

 &

 Barton, 

2006

）。
こ
の
う
ち
、
セ
サ
ン
下
流
1
お
よ
び
セ
サ
ン
下

流
2
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
実
施
可
能
性
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
（
囲
み
2
）。

表
2
と
地
図
1
（
19
ペ
ー
ジ
）
に
セ
サ
ン
川
流
域
ダ
ム

事
業
の
詳
細
を
ま
と
め
た
。
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事業名
設備
容量

（MW）
進行状況

実施主体
（国）

詳細

ベトナム領内

ヤリ滝
Yali Falls

720

操業中
ダム建設：••
1993 年～
2001 年
タービン運転：••
2000 年～
正式操業：••
2002 年～

EVN
（ベトナム）

事業費用は約 10 億ドル。••
カンボジア国境から 70 ～ 80 キロのベトナム中部高••
原に位置する。
EIA は ス イ ス 政 府 の 支 援 に よ り、 ス イ ス 企 業••
Electrowatt Engineering が 1992 年に実施。下流カン
ボジアへの越境影響はまったく検討されなかった。
建設資金は、ロシア・ウクライナ両政府からの融資と••
機材提供によって調達された。スウェーデン、スイス、
ノルウェー各政府からも、技術支援や小規模な資金の
提供を受けた。
世界銀行が送電線整備に 5 億 7500 万ドルを融資。••

セサン 3
Sesan 3

260

操業中
ダム建設：••
2002 年～
2005 年
タービン運転：••
2006 年～

EVN
（ベトナム）

事業費用は約 2 億 5100 万ドル。••
プレイクー市から 40 キロ、ヤリ滝ダムから約 15 キ••
ロ下流のジャライ省に位置する。
ロシア政府が建設資金として計 1 億ドルを提供。••
1999 年、ADB が技術支援（贈与）を決定。この支援••
で作成された EIA 報告書案は下流への深刻な影響に言
及し、カンボジアの影響住民への補償を提案。ベトナ
ム政府はこの報告書案を受け入れず、ADB による建
設への融資も辞退。
ノルウェー企業 Statkraft Engineering、スウェーデン••
企業 SWECO が実施可能性調査報告書を作成。

セサン 3A
Sesan 3A

96

操業中
ダム建設：••
2003 年～
2007 年
タービン運転：••
2006 年～

EVN
（ベトナム）

事業費用は約 1 億 1700 万ドル（推定）。••
セサン 3 ダムから約 10 キロ下流のジャライ省に位置••
する。
建設資金はロシア政府からの援助およびベトナム国内••
で調達。

プレイ
クロン

Pleikrong
100

建設中
ダム建設：••
2003 年～

（2008 年完成
予定）

EVN
（ベトナム）

事業費用は約 2 億 5600 万ドル（推定）。••
コンツム市から 20 キロ西、ヤリ滝ダムの上流、コン••
ツム省に位置する。
建設資金の大部分はベトナム国内で調達され、ロシア••
政府も一部を支援。

セサン 4
Sesan 4

360

建設中
ダム建設：••
2005 年～

（2010 年完成
予定）

EVN
（ベトナム）

事業費用は約 3 億 4350 万ドル（推定）。••
カンボジア国境から 6 キロ、セサン 3 Ａから約 22 キ••
ロ下流に位置する。
実施可能性調査は EVN によって 2005 年 8 月に終了。••
建設資金は、ベトナム貿易銀行（VIETCOMBANK）、••
ベ ト ナ ム 投 資 開 発 銀 行（Bank for Investment and 
Development of Vietnam ＝ BIDV）、ベトナム工商銀
行（Bank for Industry and Commerce）、 ベ ト ナ ム
農 業 農 村 開 発 銀 行（Bank for Agriculture and Rural 
Development）から調達。

セサン 4A
調整池

Sesan 4A
Reservoir

―

建設中
ダム建設：••
2004 年～

（2008 年完成
予定）

EVN
（ベトナム）

セサン 4 ダムから 5 キロ下流、カンボジア国境から••
約 1 キロに位置する。

表 2　セサン川流域ダム事業
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事業名
設備
容量

（MW）
進行状況

実施主体
（国）

詳細

ベトナム領内　（続き）

上流
コンツム

Upper 
Kon Tum

260
計画

（確約済み）
EVN

（ベトナム）
事業費用は約 2 億 7600 万ドル（推定）。••

カンボジア領内

セサン
下流 2
Lower

 Sesan 2

480

実施可能性調査
調査：••
2008 年～
ダム建設••

（予定）：
2009 年～
操業（予定）：••
2014 年～

EVN カンボジ
ア合弁会社

（カンボジア、
ベトナム）

事業費用はセサン下流 1 と合計で約 6 億ドル（推••
定）。
ストゥントレン州セサン郡、スレポック川との••
合流地点の約 1.5 キロ下流に位置する。
2006 年後半にベトナム政府がカンボジア政府••
に提案した 5 か所のダム事業のひとつ。
JICA 水力開発マスタープランの調査対象案件。••
実施可能性調査は EVN による。••
資金調達・建設・操業は、EVN カンボジア合弁••
会社と 2 つの子会社が行う。
セサン・スレポック両河川流域で 381 平方キロ••
の土地が水没、約 1100 世帯 (5000 人 ) を移転。
電力の大半はベトナムに輸出、残りをカンボジ••
ア国内で利用する予定。
1999 年、ADB がセサン下流 2、スレポック下••
流 2 という 2 か所の事業として実施可能性調査
の事前調査を完了。のちにひとつのダムに統合。

セサン
下流 1
Lower 

Sesan 1

90
実施可能性調査

調査：••
2008 年～

EVN カンボジ
ア合弁会社

（カンボジア、
ベトナム）

事業費用はセサン下流 1 と合計で約 6 億ドル（推定）。••
ラタナキリ州のベトナム国境付近、セサン川の••
さらに支流に位置する。
2006 年後半にベトナム政府がカンボジア政府••
に提案した 5 か所のダム事業のひとつ。
電力の大半はベトナムに輸出、残りをカンボジ••
ア国内で利用する予定。

セサン
下流 3
Lower 

Sesan 3

375
または

180
計画 ―

ラタナキリ州タベン郡またはブエンサイ郡に位••
置する。
2006 年後半にベトナム政府がカンボジア政府••
に提案した 5 か所のダム事業のひとつ。

プレク
レアン 1A

Prek 
Liang 1A

23 計画 ―
ラタナキリ州タベン郡ビラチェイ国立公園内、••
セサン川のさらに支流に位置する。
JICA 水力開発マスタープランの調査対象案件。••

プレク
レアン 1

Prek 
Liang 1

51 計画 ― ラタナキリ州タベン郡ビラチェイ国立公園内、••
セサン川のさらに支流に位置する。
2006 年後半にベトナム政府がカンボジア政府••
に提案した 5 か所のダム事業にふくまれる。
JICA 水力開発マスタープランの調査対象案件。••

プレク
レアン 2

Prek 
Liang 2

48 計画 ―

Trandem（2008a）、SWECO Grøner（2006b）をもとに作成。
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ス
レ
ポ
ッ
ク
川

現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
領
内
の
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
流
域
で
は
1

か
所
の
ダ
ム
が
操
業
中
（
ド
ラ
イ
ホ
リ
ン
・
ニ
ュ
ー
）
で
、

4
か
所
の
ダ
ム
が
建
設
中
（
ブ
オ
ン
ク
オ
ッ
プ
、
ブ
オ
ン

ト
ゥ
ア
ス
ラ
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
3
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
4
）
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
ダ
ム
の
建
設
主
体
は
E
V
N
で
、
資
金
は

ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
ほ
ぼ
す
べ
て
調
達
し
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
や
ロ
シ
ア
か
ら
の
経
済
支
援
、
オ
ラ
ン
ダ

の
A
B
N

－

A
M
R
O
銀
行
な
ど
の
海
外
商
業
銀
行
か
ら

囲み 2
「川（の環境）はすでに

破壊されている。

カンボジアの人びとにも、

ダム開発の恩恵を

少しは受ける権利がある。」
カンボジア政府職員（Chandara & Quinn, 2007）

2007 年 6 月、カンボジア・ベトナム両政府
間で、EVN がセサン下流 2 ダムの実施可能性調
査を行うとの合意がなされた（VNS, 2007a）。
セサン下流 1 ダムとあわせた建設費用などの総
額は 6 億ドル。発電した電気はカンボジア国内

で消費するほか、ベトナムにも輸出される（VNS, 2008）。事業実
施主体は EVN カンボジア合弁会社であるが、資本調達を目的に、
さらに 2 つの企業がカンボジア内に設立される。これらの企業は、
セサン下流 2 ダム、セサン下流 1 ダムの 2 か所のダムの建設・管
理・操業を担い、将来的にはカンボジア国内で、発電、商業、森林、
採掘などの分野にも進出するという（VNS, 2007b）。

2008 年 5 月、セサン下流 2 ダム計画の EIA をめぐる公聴会が、
カンボジア・ストゥントレン州で開催された。ところが公聴会で
の事業説明はおもに地元当局に向けたもので、影響住民は参加す
ら許されなかった。参加した NGO によると（Tek, 2008）、EIA
報告書は公開されず、英文の説明資料が公聴会当日に配布された
のみであった。公聴会の席では、EIA 報告書案は既にカンボジア
環境省、水資源気象省、およびカンボジア国内メコン委員会に提
出されており、承認されれば 2009 年初頭には事業を始めるとの
説明だった。操業開始は 2014 年を予定、電力の大半をベトナム
に輸出し、残りはカンボジアの国内で利用するとのことだった。

公聴会での配布資料（PECC-1 & KCC, 2008）によると、セサ
ン下流 2 ダムは、高さ 83 メートル、幅 8 メートル、長さ 8 メー
トルである。発電容量は 480MW で、常時満水位（FOL）75 メー
トル、最低運転水位 74 メートル。貯水池は面積 380 平方キロに
もおよぶ。また、2007 年 6 月、EVN カンボジアがカンボジア政
府鉱工業電力省と交わした覚書に基づき、ダムとストゥントレン
市街地を結ぶ送電線が敷設されるほか、ラタナキリ州都バンルン
には変電所が、さらにダムからバンルンおよびセサン下流 1 ダム
を通って、ベトナムのセサン 4 ダムに達する送電線も建設される。

ダムが建設されることになれば、セサン川沿いの住民がさらに
辛苦をなめることになる。また、4 か村が完全に水没し、さらに
4 か村で村の一部が水没する。約 1100 世帯（5000 人）の人び
とが移転を余儀なくされるため、さまざまな補償や影響緩和策が
提案されている（PECC-1 & KCC, 2008）が、カンボジアでは住
民移転や補償に関する法制度が確立しておらず、全国各地で紛争
や人権侵害が頻発している。補償が不十分だった、あるいはまっ
たくもらえなかったために、住民が移転後に貧困化する事例があ
とを絶たない（杉田 , 2005、福田 , 2008）。セサン下流 2 ダムでも、
実際に適正かつ有効な対策がとられるかはおおいに疑問である。

セ
サ
ン
下
流
2
ダ
ム

も
っと

知
り

た
い！

も
っと

知
り

た
い！

の
融
資
も
建
設
資
金
と
な
っ
て
い
る
。
ブ
オ
ン
ク
オ
ッ
プ
ダ

ム
で
は
、
日
本
の
住
友
商
事
も
機
器
調
達
の
契
約
を
受
注
し

て
い
る
。

ス
レ
ポ
ッ
ク
川
の
ダ
ム
は
、
セ
サ
ン
川
の
場
合
と
同
様
、

国
境
を
越
え
た
悪
影
響
を
検
討
し
な
い
ま
ま
建
設
が
始
ま
っ

て
い
る
。
ダ
ム
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
る
下
流
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
人
び
と
の
基
本
的
人
権
、
ニ
ー
ズ
、
懸
念
は
、
事
業
の
計

画
・
実
施
の
段
階
で
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の

結
果
、
セ
サ
ン
川
沿
い
の
住
民
が
体
験
し
た
の
と
同
様
の
問

題
が
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
で
も
起
こ
り
は
じ
め
て
い
る
。

前
述
の
通
り
、
1
9
9
9
年
か
ら
始
ま
っ
た
ベ
ト
ナ
ム

国
家
水
力
発
電
計
画
の
調
査
に
は
、
セ
サ
ン
川
流
域
に
加
え

て
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
流
域
の
ダ
ム
案
件
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
の
動
き
を
見
る
と
、
2
0
0
8
年
、

中
国
企
業
が
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
下
流
3
ダ
ム
お
よ
び
下
流
4
ダ

ム
の
実
施
可
能
性
調
査
を
行
う
た
め
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
と

覚
書
を
結
ん
だ
。

表
3
と
地
図
1
（
19
ペ
ー
ジ
）
に
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
流

域
ダ
ム
事
業
の
詳
細
を
ま
と
め
た
。



55　水の声

表3　スレポック川流域ダム事業

事業名
設備
容量

（MW）
進行状況

実施主体
（国）

詳細

ベトナム領内

ドライホリン・
オールド

Dray
H’Linh Old

―
操業中止

1990 年完成••
EVN

（ベトナム）

ブオンマトゥオット市から約 15 キロ西、ダクラク••
省に位置する。「ブオンマトゥオット」（Buon Ma 
Thuot）は、現地エデ語での呼称で、ラオス語の「バ
ンメトート」（Ban Me Thuot）が使われることもある。

ドライホリン・
ニュー
Dray

H’Linh New

16 操業中
EVN

（ベトナム）

ブオンマトゥオット市から約 15 キロ西、ダクラク••
省に位置する。
2008 年 4 月、操業が始まっているとの報道があった。••

ブオンクオップ
Boun Kuop

280

建設中
ダム建設：••
2003 年～

（2008 年完成予定）
操業（予定）：••
2008 年～

EVN
（ベトナム）

事業費用は約 2 億 9000 万ドル（推定）。••
ブオンマトゥオット市から約 30 キロ東西、ダクラ••
ク省に位置する。
資金の大部分はベトナム国内で調達。残りをベラ••
ル ー シ、 ロ シ ア、ABN-AMRO か ら 調 達 し た。 建
設契約の主な受注者には、ベトナム建設輸出入
株 式 会 社（VINACONEX）、 カ ビ コ 公 司（CAVICO 
Corporation）があり、住友商事も発電機を調達。

ブオントゥアスラ
Buon Tua Srah

86

建設中
ダム建設：••
2004 年～

（2008 年完成予定）

EVN
（ベトナム）

ブオンマトゥオット市から約 45 キロ南、ダクラク••
省に位置する。

スレポック 3
Srepok 3

220

建設中
ダム建設：••
2007 年～
操業（予定）：••
2010 年～

EVN
（ベトナム）

事業費用は約 3 億 350 万ドル（推定）。••
ベトナム貿易銀行、ベトナム工商銀行、ベトナム••
農業農村開発銀行が融資。中国技術進出口総公
司（China National Technical Export and Import 
Corporation=CNTIC）が機器を調達。

スレポック 4
Srepok 4

80

建設中
ダム建設：••
2008 年～

（2008 年完成予定）

EVN
（ベトナム）

事業費用は約 174 兆ベトナムドン（約 11 億円、推定）。••
ベトナム貿易銀行、ベトナム工商銀行、ベトナム••
農業農村開発銀行、Viet A Commercial Joint Stock 
Bank、Rubber Finance Company が 融 資。Dai Hai 
Power Investment and Development Joint Stock 
Company が建設契約を受注。
スレポック 3 ダムからの放水を調整する機能を果••
たすとされる。

ドゥクスエン本流
Duc Xuyen Main

70
実施可能性調査

建設完成（予定）：••
2010 年

EVN
（ベトナム）

ダクラク省およびラムドン省、スレポック川の連続••
ダムの最上流に位置する。

カンボジア領内

スレポック下流 2
Lower Srepok 2

222 セサン下流 2 と統合。 ―
事業費用は約 3 億 5300 万ドル（推定）。••
ストゥントレン州に位置する。••
1999 年、ADB が実施可能性調査の事前調査を完了。••

スレポック下流 3
Lower Srepok 3

300
不明（実施可能性調
査が行われている可
能性あり）

不明

ラタナキリ州に位置する。••
2008 年 6 月、中国・広西桂冠電力股份有限公司••

（Guangxi Guiguan Electric Power）と鉱工業電力省
が、実施可能性調査に関する覚書を交わした。覚書
の日付から 90 日以内に調査が始まることになって
いる。

スレポック下流 4
Lower Srepok 4

100

Trandem（2008a）、SWECO Grøner（2006a）をもとに作成。
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事業名
設備
容量

（MW）
進行状況

実施主体
（国）〈所有率〉

詳細

ラオス領内

ホアイホ
Houay Ho

150
操業中

操業：••
1999 年～

ラオス電力会社
（ラオス）〈20％〉、
Suez Energy（ベ
ルギー）〈60％〉、
HHTC（タイ）

〈20％〉

チャムパサック県とアタプー県のセコン川支流••
に位置する。
建設は、Daewoo（韓国）と Loxely（タイ）による。••
2002 年に Tractebel に売却された。
電力はタイへ輸出されている。••
環境への悪影響と深刻な移転問題で物議をかも••
した。

セカマン 3
Xekaman 3

250

建設中
ダム建設：••
2006 年～
操業（予定）：••
2010 年～

ベトナム・ラオス
電力投資開発株式
会社（ベトナム）

〈85%〉、ラオス電
力会社（ラオス）

〈15％〉

事業費用は約 2 億 7300 万ドル（推定）。••
セコン県のセコン川支流セカマン川に位置す••
る。
EIA 報告書は存在するが、公開されていない。••
建設は、ベトナム企業 Song Da Corporation に••
よる。
ベトナム貿易銀行とBIDVが6600万ドルを融資。••
ベトナム・ラオス電力投資開発株式会社の••
株 主 構 成 は、Song Da Corporation（49 ％）、
Vi e t n a m  N a t i o n a l  O i l  a n d  G a s  G r o u p 

（PETROVIETNAM）、BIDV、PETROVIETNAM 
Joint Stock Finance Corporation、BIDV 
Securities Company。
電力の 90％をベトナムに輸出、残り 10％をラ••
オス国内で消費する予定。
完成後 10 年間は、ベトナム・ラオス電力投資••
開発株式会社が管理し、その後はラオス政府が
業務を引き継ぐ。

セカマン 1
Xekaman 1

465

実施可能性調査
調査：••
2006 年～
ダム建設••

（予定）：
2008 年～

ベトナム・ラオス
電力投資開発株式
会社（ベトナム）

〈70 ～ 80%（未
定）〉、ラオス〈15
～ 30％（未定）〉

事業総費用は約 4 億ドル（推定）。ベトナム・••
ラオス電力投資開発株式会社が調達。
アタプー県に位置する。••
2006 年 3 月、ベトナム・ラオス電力投資開発••
株式会社が実施可能性調査を開始。
電力はベトナムに輸出する予定。••

セ
コ
ン
川
流
域

ラ
オ
ス
領
で
あ
る
セ
コ
ン
川
上
流
域
で
は
、
現
在
、
1

か
所
の
ダ
ム
が
操
業
中
（
ホ
ア
イ
ホ
）、
1
か
所
の
ダ
ム
が

建
設
中
（
セ
カ
マ
ン
3
）、
少
な
く
と
も
12
か
所
の
ダ
ム
計

画
（
セ
カ
マ
ン
1
、
セ
カ
マ
ン
4
、
セ
コ
ン
3
、
セ
コ
ン
4
、

セ
コ
ン
5
、
ナ
ム
コ
ン
1
、
ナ
ム
コ
ン
2
、
ナ
ム
コ
ン
3
、

ダ
ク
エ
ム
ル
、
ホ
ア
イ
ラ
ム
パ
ン
ヤ
イ
、
セ
ピ
エ
ン
・
セ
ナ

ム
ノ
イ
、
セ
カ
タ
ム
）
が
進
行
中
で
あ
る
。
建
設
資
金
の
大

部
分
は
、
ベ
ト
ナ
ム
企
業
な
ど
海
外
資
本
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
、
電
力
の
大
半
は
ベ
ト
ナ
ム
や
タ
イ
に
輸
出
さ
れ
る
。

以
下
、
表
4
と
地
図
1
（
19
ペ
ー
ジ
）
に
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
領
内
も
ふ
く
め
た
セ
コ
ン
川
流
域
に
お
け
る
ダ
ム
事
業
の

詳
細
を
ま
と
め
た
。

表 4　セコン川流域ダム事業
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事業名
設備
容量

（MW）
進行状況

実施主体
（国）〈所有率〉

詳細

ラオス領内　( 続き）

セカマン 4
Xekaman 4

55
計画

（進行中）

ベトナム・ラオス
電力投資開発株式
会社（ベトナム）

事業費用は約 9400 万ドル（推定）。••
実施可能性調査の覚書が 2006 年に交わされた。••
電力はタイまたはベトナムに輸出予定。••

セコン 3
Xekong 3

150 実施可能性調査
ベトナム・ラオス
電力投資開発株式
会社（ベトナム）

事業費用は約 2 億 8000 万ドル（推定）。••
セコン県に位置する。••
2008 年 1 月に覚書が交わされた。••
電力はタイまたはベトナムに輸出予定。••

セコン 4
Xekong 4

600
または

300

実施可能性調査
調査：終了••
ダム建設••

（予定）：
2008 年～
操業（予定）：••
2014 年～

Russian Regional 
Oil（ロシア）、そ
の他未定

事業費用は約 6 億ドル（推定）。••
セコン県に位置する。••
2006 年 3 月、Russian Regional Oil が、実施••
可能性調査についてラオス政府と覚書を交わ
す。2007 年 11 月、EIA ワークショップをビ
エンチャンで開催。
2006 年 10 月、Russian Regional Oil が ダ ム••
建設について覚書を交わす。
Vostokhydro Energostroy（ロシア）が建設を••
受注。
セコン 4、セコン 5、ナムコン１、ナムコン 3••
の累積影響によって、セコン河流域の漁業生
産の 50％が失われ、ラオス国内と下流のカン
ボジアで深刻な被害が発生するとされる。
電力はタイまたはベトナムに輸出予定。••

セコン 5
Xekong 5

400

実施可能性調査
調査：••

（2008 年終
了予定）
操業（予定）：••
2015 年～

Russian Regional 
Oil（ロシア）、そ
の他未定

セコン県に位置する。••
2005 年に覚書が交わされた。2008 年に EIA••
完了予定。
電力はタイまたはベトナムに輸出予定。••

ナムコン 1
Nam

Kong 1

150
または

75

実施可能性調査
調査：終了••
ダム建設••

（予定）：
2008 年～
操業（予定）：••
2013 年～

Russian Regional 
Oil（ロシア）、そ
の他未定

アタプー県に位置する。••
電力はラオス国内で消費、あるいはタイとベ••
トナムに輸出予定。
2007 年、実施可能性調査が完了。••
2006 年 10 月、Russian Regional Oil が ダ ム••
建設について覚書を交わす。

ナムコン 2
Nam 

Kong 2
80

承認済み
ダム建設完成••

（予定）：
2012 年

カビコ公司（ベ
トナム）〈70％〉、
EVN〈30％〉

事業費用は約 1 億 2000 万ドル（推定）。••
アタプー県に位置する。••
電力はすべてベトナムに輸出する予定。••
2008 年 4 月、ラオス政府が事業を承認。••

ナムコン 3
Nam 

Kong 3
35 実施可能性調査

Russian Regional 
Oil（ロシア）、そ
の他未定

アタプー県に位置する。••
2005 年 12 月、Russian Regional Oil が 実 施••
可能性調査についてラオス政府と覚書を交わ
す。
電力はラオス国内で消費される予定。••

ダクエムル
Dak Emuele 130

実施可能性調査
ダム建設••

（予定）：
2009 年～

ベトナム・ラオス
電力投資開発株式
会社（ベトナム）

〈75%〉、ラオス
〈25％〉

事業費用は約 1 億 5500 万ドル（推定）。••
セコン県に位置する。••
2008 年 1 月、事業開発合意書に署名。••
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事業名
設備
容量

（MW）
進行状況

実施主体
（国）〈所有率〉

詳細

ラオス領内　( 続き）

ホアイラム
パンヤイ

Houay 
Lamphan 

Gnai

60

実施可能性調査
調査（予定）：••
2008 年～
2009 年

不明

セコン県セコン川支流ホアイラムパン川に••
位置する。
電力は一部をラオス国内で消費、残りをカ••
ンボジアに輸出する予定。
世界銀行が電力局に実施可能性調査の費用••
約 100 万ドルを供与。
日本企業ニュージェック社が調査を実施。••

セピエン・
セナムノイ

Xepian-
Xenamnoy

390
実施可能性調査

調査：••
2007 年～

不明

事業費用は約 6 億 6800 万ドル（推定）。••
アタプー県およびチャムパサック県に位置••
する。
電力の大部分はベトナムに輸出する予定。••
2003 年 10 月、ラオス政府と Korea & Laos ••
Power Development が、実施可能性調査を
共同で行うとして覚書を交わす。実施可能
性調査の結果、ダムを建設する場合は、韓
国企業が 600 万ドルを投資。ラオス政府も
25 ～ 35%を出資する予定。

セカタム
Xe Katam

61
実施可能性調査

建設完成（予••
定）：2012 年

関西電力（日本）
〈55％〉、タイ投
資家〈25％〉

事業費用は約 1 億 2000 万ドル（推定）。••
チャムパサック県に位置する。••
2007 年 12 月、事業開発合意書に署名。••

カンボジア領内

セコン
Sekong

148 計画 ―

ストゥントレン州に位置する。••
JICA 水力発電マスタープランで、優先順位••
第 13 番目とされている。JICA の調査によ
ると、536 ヘクタールの土地が水没、503
世帯の移転が必要。

Trandem（2008a）、TERRA & IR（2008）をもとに作成。

セコン川
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カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
影
響

　

~

セ
サ
ン
川
の
場
合~
も
っと

知
り

た
い！

も
っと

知
り

た
い！

セ
サ
ン
川
上
流
で
は
、
1
9
9
3
年
に
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の

建
設
が
始
ま
っ
て
以
来
、
さ
ら
に
2
か
所
の
ダ
ム
が
建
設
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
ダ
ム
が
操
業
を
開
始
し
た
う
え
に
、
あ
ら

た
に
2
か
所
の
ダ
ム
が
建
設
中
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
ダ
ム

開
発
が
、
下
流
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
生
態
系
と
流
域
住
民
の
生

活
に
も
た
ら
し
た
被
害
は
甚
大
で
あ
る
。
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
や

ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
に
住
む
村
び
と
た
ち
は
、「
1
9
9
6

年
以
来
、
セ
サ
ン
川
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」
と

嘆
く
。
現
在
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
の
川
沿
い
で
は
、
75
か
村
に

約
3
万
人
（
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
で
60
か
村
に
約
2
万
人
、
ス
ト

ゥ
ン
ト
レ
ン
州
で
15
か
村
に
約
1
万
人
）
の
人
び
と
が
暮
ら

し
て
お
り
（3SPN

, in progress

）、
大
半
の
住
民
が
、
川

の
生
態
系
の
変
化
に
よ
っ
て
生
活
に
大
き
な
打
撃
を
受
け

た
。
両
州
は
先
住
・
少
数
民
族
が
多
数
居
住
す
る
こ
と
で
知

ら
れ
、
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
で
被
害
の
報
告
が
あ
る
の
は
、
9
民

族
（
ラ
オ
族
、
ジ
ャ
ラ
イ
族
、
カ
チ
ョ
ー
ク
族
、
タ
ム
プ
ア

ン
族
、
ブ
ロ
ー
族
、
ク
ル
ン
族
、
ク
メ
ー
ル
族
、
カ
ベ
ッ
ト
族
、

華
人
）、
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
で
報
告
の
あ
る
の
が
、
7
民

族
（
ラ
オ
族
、
ラ
オ
デ
ウ
ム
族
、
ク
メ
ー
ル
族
、
ク
メ
ー
ル
・

コ
ー
族
、
ク
メ
ー
ル
・
パ
デ
ウ
ム
（
ブ
ロ
ー
）
族
、
プ
ノ
ン

族
、
ク
ル
ン
族
）
に
お
よ
ぶ
（Fisheries O

ffice &

 N
TFP, 

2000; Baird et  

al., 2002

）。

セ
サ
ン
川
流
域
に
発
生
し
た
ダ
ム
の
悪
影
響
に
つ
い
て

は
、
地
元
住
民
と
N
G
O
が
、
当
局
と
も
協
力
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
調
査
や
記
録
を
行
っ
て
き
た
。
も
っ
と
も
初
期
の

も
の
は
、
2
0
0
0
年
4
月
か
ら
5
月
に
ラ
タ
ナ
キ
リ
州

で
実
施
さ
れ
た
調
査
（Fisheries O

ffice &

 N
TFP, 2000

）

で
、
こ
の
と
き
は
、
地
元
の
N
G
O
と
州
漁
業
事
務
所
が

協
力
し
て
、
州
内
4
郡
15
集
合
村
に
点
在
す
る
59
か
村
の
住

民
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
ス
ト
ゥ
ン
ト

レ
ン
州
で
も
同
様
の
聞
き
取
り
調
査
が
実
施
さ
れ
（Baird 

et  
al., 2002

）、
生
物
へ
の
被
害
で
は
、
鳥
類
（Claasen, 

2004

）
や
魚
類
（Baird &

 M
each, 2005

）
を
対
象
と

し
た
調
査
も
あ
る
。
最
近
で
は
、
N
G
O
と
地
元
住
民
が
、

川
沿
い
の
村
を
放
棄
し
て
内
陸
部
に
移
住
す
る
住
民
の
現
状

を
調
査
し
た
報
告
書
も
あ
る
（3SPN

, 2007

）。

ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
建
設
が
始
ま
っ
て
か
ら
実
に
12
年
を
経

た
2
0
0
5
年
、
E
V
N
の
委
託
を
受
け
たSW

ECO

 

Grøner

社
が
、
ベ
ト
ナ
ム
領
内
セ
サ
ン
川
の
（
計
画
中
も

ふ
く
む
）
ダ
ム
に
よ
る
下
流
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
影
響
を
調
査

し
た
。
そ
の
結
果
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
住
民
が
長
年
に
わ
た
っ

て
訴
え
つ
づ
け
て
き
た
問
題
の
数
々
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
こ

の
調
査
の
結
果
は
、
2
0
0
7
年
7
月
、『
ベ
ト
ナ
ム
の
水

力
発
電
開
発
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
セ
サ
ン
川
へ
の
影
響

に
関
す
る
迅
速
E
I
A
最
終
報
告
書
』（SW

ECO

 Grøner, 

2007. 

以
下
で
は
、「
セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
」）
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

「めちゃくちゃにされてしまった

私たちの生活、文化、生命を、

いったいどうやって

補償するというのでしょうか？」

ある村びと、セサン川沿いプルーク村　2003 年
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以
下
で
は
、
セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
を
は
じ
め
と

す
る
過
去
の
主
な
調
査
か
ら
、
ま
ず
、
ダ
ム
開
発
に
よ
る
河

川
環
境
の
変
化
と
生
態
系
へ
の
影
響
、
次
に
、
そ
の
結
果
と

し
て
住
民
が
受
け
た
被
害
を
ま
と
め
た
。

異
常
な
洪
水

ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
建
設
が
始
ま
る
ま
で
、
セ
サ
ン
川
沿
い

に
住
む
村
び
と
た
ち
は
、
水
位
の
上
下
や
洪
水
は
周
期
を
な

し
、
そ
れ
は
川
の
姿
の
一
部
で
、
と
り
わ
け
雨
量
と
関
係
が

あ
る
と
理
解
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
せ
い

で
、
住
民
た
ち
の
知
恵
が
通
用
し
な
い
異
常
な
水
位
の
変
動

や
大
洪
水
が
発
生
し
は
じ
め
た
。

一
般
に
、
水
力
発
電
所
の
発
電
量
は
、
タ
ー
ビ
ン
を
通

過
す
る
水
の
量
（
つ
ま
り
、
貯
水
池
か
ら
下
流
に
向
け
て
放

出
さ
れ
る
水
の
量
）
に
正
比
例
す
る
。
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
場
合
、

自
然
の
周
期
と
は
無
関
係
に
変
動
す
る
ベ
ト
ナ
ム
の
電
力
需

要
を
満
た
す
た
め
に
発
電
が
行
わ
れ
る
（W

yatt &

 Baird, 

2007

）。
こ
の
た
め
、
下
流
に
不
自
然
な
水
位
の
変
動
を
も

た
ら
す
の
で
あ
る
。
セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
は
、
ベ

ト
ナ
ム
の
ダ
ム
開
発
に
よ
っ
て
、
下
流
で
不
自
然
な
水
位
の

変
動
や
異
常
な
洪
水
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い

る
。
雨
季
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
時
点
で
は
、
ダ
ム
の
貯
水

地
に
水
を
溜
め
る
必
要
か
ら
下
流
の
水
量
は
減
る
。
い
っ
た

ん
水
が
溜
ま
る
と
、
こ
ん
ど
は
発
電
に
よ
る
放
水
で
下
流
に

洪
水
が
発
生
す
る
。
乾
季
に
は
、
貯
水
池
か
ら
の
放
水
が
続

く
た
め
、
下
流
の
水
位
が
通
常
よ
り
高
く
な
る
の
で
あ
る
。

異
常
な
洪
水
に
よ
っ
て
、
流
域
の
住
民
が
広
範
な
被
害

を
受
け
た
の
は
、
1
9
9
6
年
後
半
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

同
年
9
月
、
上
流
部
で
大
雨
が
降
っ
た
が
、
洪
水
は
約
1
か

月
遅
れ
て
、
10
月
と
11
月
に
や
っ
て
き
た
。
し
か
も
、
こ
の

と
き
、
数
時
間
の
う
ち
に
、
み
る
み
る
と
水
位
が
数
メ
ー

ト
ル
も
上
昇
し
洪
水
に
な
っ
た
と
い
う
（Fisheries O

ffice 

&

 N
TFP, 2000

）。
こ
の
事
件
以
降
、
異
常
な
大
洪
水
や

急
流
の
発
生
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
セ
サ
ン
事
後

E
I
A
報
告
書
は
、
1
9
9
9
年
お
よ
び
2
0
0
0
年
の

ヤ
リ
滝
ダ
ム
か
ら
の
放
水
に
言
及
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
で
人

命
、
財
産
、
生
計
、
居
住
地
に
深
刻
な
被
害
を
起
こ
す
ほ
ど

大
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

2
0
0
2
年
ご
ろ
か
ら
洪
水
は
お
お
む
ね
以
前
ほ
ど

ひ
ど
く
は
な
く
な
っ
た
（Trandem

, 2008b

）。
し
か
し
、

2
0
0
5
年
8
月
に
は
、
激
し
い
洪
水
が
村
を
襲
い
、
少

な
く
と
も
1
名
の
住
民
が
溺
死
し
て
い
る
（SPN

, 2005

）。

乾
季
に
お
け
る
異
常
な
水
位
の

　

低
下

ダ
ム
開
発
の
結
果
、
乾
季
の
水
位
が
高
く
な
る
こ
と
は

前
述
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
住
民
の
中
に
は
、
水
位
が
極

端
に
低
く
な
り
、
川
が
干
上
が
る
と
証
言
す
る
者
も
い
る
。

以
下
の
時
期
に
は
、
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
で
セ
サ
ン
川
が
完
全
に

干
上
が
っ
た
と
い
う
（Trandem

, 2008b

）。

崩れ落ちた河岸（3SPN 提供）。
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1
9
9
7




年
と
1
9
9
8
年
の
乾
季（
日
数
は
不
明
）。

2
0
0
0




年
4
月
（
日
数
は
不
明
）。

2
0
0
6




年
2
月
（
2
日
間
）。
オ
ー
ヤ
ダ
ウ
郡
、

ア
ン
ド
ン
ミ
ア
郡
、
タ
ベ
ン
郡
に
お
い
て
、
川
は

完
全
に
干
上
が
っ
た
。
さ
ら
に
下
流
の
ブ
エ
ン
サ
イ

郡
で
は
、
多
少
の
水
が
残
っ
て
い
た
。
あ
る
住
民
は
、

こ
の
事
態
が
発
生
す
る
数
日
前
に
、「
2
月
に
2
日

間
、
セ
サ
ン
川
の
水
を
止
め
る
」
と
い
う
E
V
N
の

通
知
を
無
線
で
聴
い
た
、
と
証
言
し
て
い
る
。

2
0
0
7




年
2
月
（
2
日
間
）

2
0
0
7




年
12
月
（
4
、
5
日
間
）

水
位
の
異
常
な
変
動

水
位
の
異
常
な
変
動
は
年
間
を
通
じ
て
起
こ
っ
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
様
相
を
呈
す
る
。
1
日
の
内
に
上
下
す
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
数
日
お
き
に
変
動
す
る
こ
と
も
あ
る
。
注
目
す

べ
き
例
と
し
て
、
1
日
の
内
に
水
位
が
7
メ
ー
ト
ル
も
上
昇

し
、
や
が
て
下
降
し
た
と
、
オ
ー
ヤ
ダ
ウ
郡
で
複
数
の
住
民

が
証
言
し
て
い
る
（Fisheries O

ffice &

 N
TFP, 2000

）。

水
位
の
不
自
然
な
変
動
は
M
R
C
の
デ
ー
タ
（W

yatt &

 

Baird, 2007: 432

）
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
表

5
は
、
ヤ
リ
滝
ダ
ム
か
ら
約
1
1
0
キ
ロ
下
流
に
位
置
す

る
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
ア
ン
ド
ン
ミ
ア
郡
で
、
2
0
0
1
年
か

ら
2
0
0
3
年
、
毎
年
1
月
に
1
時
間
毎
に
計
測
さ
れ
た

水
位
の
変
動
を
示
し
て
い
る
。
表
5
を
見
る
と
、
1
日
の
内

に
水
位
が
1
メ
ー
ト
ル
前
後
も
上
下
す
る
現
象
が
頻
発
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
特
に
2
0
0
3
年
）。
ま
た
、
水
位

が
大
き
く
変
化
す
る
と
き
と
比
較
的
安
定
す
る
と
き
が
あ
る

点
も
不
自
然
な
変
動
と
言
え
る
（
特
に
2
0
0
1
年
）。

河
岸
浸
食

セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
で
は
、
常
態
化
す
る
不
自

然
な
水
流
の
変
動
に
よ
っ
て
河
岸
浸
食
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
を
認
め
つ
つ
、「
水
位
の
変
動
に
よ
っ
て
、
河
岸
は
い
っ

そ
う
地
滑
り
や
侵
食
を
受
け
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
以
前

と
く
ら
べ
て
、
む
き
出
し
に
な
っ
て
勾
配
が
急
な
河
岸
も
増

え
て
い
る
。
こ
れ
は
河
岸
が
地
滑
り
を
起
こ
し
た
た
め
で
あ

る
」（p.140

）、
あ
る
い
は
「
水
位
と
水
流
の
日
常
的
な
変

動
は
、
下
流
河
川
の
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
侵
食
を
誘
引
す

る
。
こ
れ
は
、
乾
季
に
も
っ
と
も
顕
著
で
あ
る
…
（
中
略
）

…
時
間
が
経
つ
と
、
河
岸
、
樹
木
、
竹
林
は
、
地
滑
り
で
川

に
落
ち
込
ん
で
い
く
。
さ
ら
に
、
河
岸
は
垂
直
と
な
り
、
洪

水
が
発
生
す
る
と
大
規
模
な
侵
食
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
」

（p.145

）
と
詳
述
し
て
い
る
。

濁
度
の
悪
化

10
年
前
と
く
ら
べ
て
、
特
に
雨
季
の
セ
サ
ン
川
の
濁
り

は
、
は
な
は
だ
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
セ
サ
ン
事

表 5　1月の水位変動
（2001 年～ 2003 年、
調査地点：ラタナキリ州
アンドンミア郡）

Wyatt & Baird（2007: 432）をもとに作成。

1.5

1.0

0.5

0.0

2.0

2001 2002 2003

1月1日～31日

水
位　
（
ｍ
）
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後
E
I
A
報
告
書
で
は
、
ダ
ム
建
設
お
よ
び
操
業
中
の
ダ

ム
の
貯
水
池
で
発
生
す
る
浸
食
が
濁
度
の
悪
化
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
と
し
て
、「
ダ
ム
貯
水
池
の
壁
面
が
侵
食
さ
れ
て

い
る
。
侵
食
さ
れ
た
成
分
は
ほ
と
ん
ど
貯
水
池
に
沈
殿
す
る

が
、
微
細
な
沈
泥
（
シ
ル
ト
）
や
粘
土
は
下
流
に
流
れ
、
河

川
の
水
を
濁
ら
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
侵
食
が
下
流
で
問
題
を

引
き
起
こ
す
の
は
（
ダ
ム
の
）
操
業
の
初
期
10
年
の
み
で

あ
る
」（p.145

）、
さ
ら
に
「
ヤ
リ
（
滝
ダ
ム
）
の
操
業
1

年
目
に
濁
度
の
問
題
が
発
生
し
て
、
村
び
と
は
水
を
洗
濯

に
使
え
な
か
っ
た
。
再
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
で
河
川
の
水
が

濁
り
は
じ
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
側
で
新
し
い

（
ダ
ム
）
事
業
の
建
設
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
」

（p.139

）、
あ
る
い
は
「
洪
水
の
時
期
に
は
水
が
赤
く
染
ま

り
、
濁
っ
て
く
る
…
（
中
略
）
…
悪
臭
が
発
生
し
て
、
水
が

濁
っ
て
く
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
」（p.142

）
な
ど
と
説
明

し
て
い
る
。
ま
た
、
ダ
ム
の
下
流
で
も
河
岸
浸
食
が
進
行
し
、

水
位
と
水
量
の
変
動
で
川
床
が
洗
い
流
さ
れ
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
。
こ
れ
ら
も
濁
度
の
悪
化
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る

（W
yatt &

 Baird, 2007

）。

回
遊
の
阻
害

本
来
、
モ
ン
ス
ー
ン
の
周
期
が
誘
発
す
る
魚
の
回
遊
を

異
常
な
水
位
変
動
が
乱
し
て
い
る
点
は
、
以
前
か
ら
研
究
者

や
N
G
O
、
住
民
が
指
摘
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
は
、「
生
物

種
の
多
く
に
お
い
て
は
、
雨
季
の
冒
頭
で
発
生
す
る
第
1
回

目
の
河
川
水
流
の
増
加
が
回
遊
行
動
を
誘
発
す
る
。（
回
遊

を
）
誘
発
す
る
こ
の
水
流
の
発
生
は
、
貯
水
池
の
あ
る
調
整

河
川
で
は
時
期
が
遅
れ
、
か
つ
量
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
で
あ
る
。
雨
季
の
冒
頭
で
は
、
貯
水
池
を
満
た
す
た

め
に
（
水
が
）
使
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
…
（
中
略
）
…
貯
水

は
、（
河
川
の
）
水
流
が
（
魚
の
回
遊
に
必
要
な
）
量
に
達

す
る
時
期
を
か
な
り
遅
ら
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、

魚
は
産
卵
地
を
は
じ
め
と
す
る
目
的
地
に
適
切
な
時
期
に
到

達
で
き
な
く
な
る
…
（
中
略
）
…
産
卵
回
遊
は
、（
回
遊
を
）

誘
発
す
る
水
流
が
十
分
に
発
生
し
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
回

遊
期
間
内
に
魚
が
産
卵
地
に
到
達
す
る
の
に
十
分
な
水
量
が

存
在
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
阻
害
さ
れ
て
し
ま

う
」（p.149

）
と
説
明
し
て
い
る
。

魚
の
生
息
環
境
の
悪
化

ダ
ム
建
設
、
あ
る
い
は
ダ
ム
湖
や
河
岸
の
浸
食
の
結
果
、

シ
ル
ト
や
粘
土
が
下
流
に
流
れ
る
。
こ
れ
が
魚
の
生
息
環
境

の
劣
化
に
つ
な
が
る
。
例
え
ば
、
シ
ル
ト
が
川
底
に
沈
殿
す

る
と
魚
の
生
息
地
が
脅
か
さ
れ
る
。
ブ
エ
ン
サ
イ
郡
テ
ィ
ア

ム
ク
ロ
ム
村
近
く
に
は
、
か
つ
て
深
さ
7
～
8
メ
ー
ト
ル
の

淵
が
あ
っ
た
が
、
2
0
0
0
年
の
調
査
時
に
は
、
す
で
に

1
メ
ー
ト
ル
半
ほ
ど
に
ま
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
と

の
地
元
住
民
の
証
言
が
あ
る
（Fisheries O

ffice &

 N
TFP, 

2000

）。
シ
ル
ト
や
堆
砂
に
よ
っ
て
、
な
に
も
な
か
っ
た
場

所
に
砂
州
が
出
現
す
る
こ
と
も
多
く
の
村
び
と
た
ち
の
報

告
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
セ
サ
ン
事

後
E
I
A
報
告
書
は
、「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
セ
サ
ン
川
中
流
部

お
よ
び
下
流
部
で
は
、
水
位
変
動
の
幅
は
小
さ
い
と
し
て
も
、

上
流
の
浸
食
に
よ
る
土
砂
が
下
流
に
流
れ
、
乾
季
の
間
に
淵

に
堆
積
す
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
淵
は
少
し
ず
つ
埋
ま
り
、

乾
季
の
魚
の
避
難
場
所
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
果
た
せ
な

く
な
る
」（p. 145

）
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
河
川
の
濁
度

が
高
い
と
水
中
に
達
す
る
太
陽
光
が
少
な
く
な
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
魚
の
餌
と
な
る
藻
類
な
ど
、
水
中
で
光
合
成
を
営

む
生
物
の
発
育
が
阻
害
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
水
中
に
浮
遊
物

質
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
高
度
の
堆
積
負
荷
に
耐
え
ら
れ
な

い
魚
の
え
ら
に
炎
症
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
（H

irsch &

 

W
yatt, 2004

）。

魚
類
の
減
少

魚
類
の
固
体
数
、
特
に
大
型
の
魚
が
激
減
し
て
い
る
。

2
0
0
5
年
に
N
G
O
が
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
で
行
っ
た
村
び

と
か
ら
の
聞
き
取
り
で
は
、
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
建
設
以
降
、
相

当
の
種
類
の
魚
が
急
に
姿
を
見
せ
な
く
な
っ
て
い
る（Baird 

&

 M
each, 2005

）。

セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
も
、
ダ
ム
建
設
が
漁
業
資

源
に
も
た
ら
す
深
刻
な
被
害
を
率
直
に
認
め
、「
ベ
ト
ナ
ム

に
お
け
る
既
存
お
よ
び
計
画
中
の
河
川
管
理
計
画
が
、
セ
サ

ン
川
の
何
種
類
か
の
魚
類
を
は
じ
め
と
す
る
水
生
生
物
の
死
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Macrochirichthys macrochirus 
Luciosoma bleekeri
Thynnichthys thynnoides
Leptobarbus hoeveni
Channa cf. marulius

表 6　ヤリ滝ダムの建設以降に
　　　姿をほぼ消した魚の種類

Baird & Meach（2005: 35）

滅
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。ヤ
リ（
滝

ダ
ム
）
が
操
業
を
開
始
し
て
か
ら
、
川
の
淵
が
堆
積
物
で
埋

ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
ナ
マ
ズ
、
イ
シ
ガ
イ
（
淡
水
性
の

二
枚
貝
の
総
称
）、
カ
ニ
は
姿
を
消
し
た
」（p.20

）、
あ
る

い
は
「
ヤ
リ
（
滝
ダ
ム
）
の
（
河
川
）
調
整
は
、
セ
サ
ン
川

沿
い
に
住
む
人
び
と
に
必
要
な
タ
ン
パ
ク
質
の
量
が
漁
業
で

は
供
給
で
き
な
い
程
度
に
ま
で
、
魚
類
資
源
、
魚
の
サ
イ
ズ
、

魚
種
構
成
を
減
少
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
調
査

中
に
聞
き
取
っ
た
人
び
と
す
べ
て
が
証
言
し
て
お
り
、
ま
た
、

バ
ン
ル
ン
の
魚
市
場
で
、
セ
サ
ン
川
で
捕
れ
た
魚
が
減
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
…
（
中
略
）
…
10
年
前
、
バ

ン
ル
ン
の
魚
市
場
に
と
っ
て
セ
サ
ン
川
は
主
た
る
魚
の
供
給

源
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
ク
ラ
チ
エ
州
の
メ
コ
ン
河
で
捕
れ

た
魚
が
多
い
」（p.139

）
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

野
生
生
物
へ
の
悪
影
響

乾
季
に
お
け
る
水
量
の
増
加
を
は
じ
め
と
す
る
セ
サ
ン

川
の
変
化
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
生
動
物
に
も
悪
影
響
を
お
よ

ぼ
し
て
い
る
。
2
0
0
3
年
に
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
る
と
、

セ
サ
ン
川
に
生
息
し
て
い
る
カ
タ
グ
ロ
ツ
メ
バ
ゲ
リ
、
カ
ワ

ア
ジ
サ
シ
、
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
イ
ン
ド
ア
ジ
サ
シ
と
い
っ

た
、砂
州
の
上
に
巣
を
作
る
鳥
が
減
少
し
て
い
る
（Claasen, 

2004

）。
セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
も
、「
セ
サ
ン
川
の

異
常
な
水
位
変
動
は
、
川
の
自
然
な
リ
ズ
ム
に
適
応
し
て
い

る
川
辺
の
植
物
、
鳥
、
爬
虫
類
、
さ
ま
ざ
ま
な
水
生
生
物
の

生
態
に
深
刻
な
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
」（p.13

）
と

述
べ
て
い
る
。

有
毒
藻
類
の
発
生
と
水
質
汚
染

セ
サ
ン
川
沿
い
の
住
民
は
、
セ
サ
ン
川
の
水
質
が
悪
化

し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
健
康
被
害
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
を
長
年
訴
え
つ
づ
け
て
き
た
。
セ
サ
ン
事
後
E
I
A

報
告
書
も
こ
れ
を
認
め
、「（
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
）
貯
水
池
に
（
水

が
）
溜
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
じ
め
の
2
、
3
年
間

（
1
9
9
8
年
～
2
0
0
0
年
）、（
池
や
湖
に
繁
殖
し
水

を
緑
色
に
す
る
）
毒
性
の
ア
オ
コ
が
発
生
し
、
ラ
タ
ナ
キ
リ

州
に
水
質
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
と
思
わ
れ
る
」（p. 136

）、

あ
る
い
は
「
水
質
デ
ー
タ
を
検
討
し
た
結
果
、
ヤ
リ
（
滝
ダ

ム
）
の
貯
水
池
で
、
低
濃
度
の
藻
類
毒
素
を
検
出
し
た
。
さ

ら
に
、
ミ
ク
ロ
シ
ス
チ
ン
と
呼
ば
れ
る
毒
素
を
生
産
す
る
こ

と
で
知
ら
れ
る
藻
類
種
ミ
ク
ロ
キ
テ
ィ
ス
属
の
一
種
が
寄
生

し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ミ
ク
ロ
シ
ス
チ
ン
は
、
長

期
的
に
見
た
場
合
、
肝
機
能
に
じ
わ
じ
わ
と
影
響
を
与
え
、

肝
炎
な
ど
の
肝
臓
病
と
併
発
す
る
と
患
者
が
死
に
至
る
可
能

性
も
あ
る
」（p.135

）、
ま
た
「（
2
0
0
5
年
12
月
、
プ

ウ
ム
ピ
ィ
お
よ
び
ブ
エ
ン
サ
イ
で
行
わ
れ
た
）
河
川
中
の
ミ

ク
ロ
シ
ス
チ
ン
値
検
査
の
結
果
は
、
検
出
限
界
よ
り
も
低
か

っ
た
。
し
か
し
、
河
川
が
汚
染
さ
れ
る
危
険
性
の
も
っ
と
も

高
い
時
期
は
4
月
か
ら
5
月
で
あ
る
の
に
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ

は
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
乾
季
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ

が
必
要
で
あ
る
」（p. 135

）
な
ど
と
指
摘
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
は
、「
ベ
ト
ナ

ム
お
よ
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
採
取
し
た
水
と
藻
類
を
分
析
し
、

聞
き
取
り
調
査
の
結
果
と
総
合
し
て
考
え
る
と
、
ヤ
リ
（
滝

ダ
ム
）
の
貯
水
地
が
、
栄
養
分
に
富
ん
だ
低
層
水
を
放
出
す

る
こ
と
で
、
下
流
の
川
に
藻
類
が
発
生
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

実
際
、Lungbya

（cf. w
oolei

）
属
の
熱
帯
・
亜
熱
帯
性
糸

状
ア
オ
コ
が
い
く
ら
か
存
在
し
た
が
、
こ
の
藻
類
は
（
す
で

に
）
述
べ
た
の
と
ま
っ
た
く
同
様
の
症
状
を
誘
発
す
る
。
ま

た
、
水
は
有
毒
と
な
り
、
か
ゆ
み
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ

る
。
飲
ん
だ
場
合
は
、
呼
吸
器
系
疾
患
、
頭
痛
、
腹
痛
を
生

じ
る
。
こ
の
藻
類
は
、
貯
水
池
で
も
河
川
で
も
生
育
可
能
で
、

日
光
が
豊
富
で
温
暖
な
と
き
に
発
育
す
る
。
異
常
発
生
に
よ

っ
て
魚
が
死
ぬ
こ
と
も
あ
る
。
2
0
0
5
年
11
、
12
月
の

調
査
で
は
、
藻
類
毒
素
が
ヤ
リ
（
滝
ダ
ム
）
の
貯
水
地
で
見

つ
か
っ
た
も
の
の
、
下
流
で
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
」
と
も
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述
べ
て
い
る
。

セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
は
、
ま
た
、
新
規
の
貯
水

池
で
も
有
毒
藻
類
の
問
題
が
発
生
す
る
点
を
予
測
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
は
じ
め
の
5
年
か
ら
10
年
間
は
、
水
没
し
た

土
地
か
ら
発
生
す
る
分
解
有
機
リ
タ
ー
（
落
葉
・
落
枝
）
が

養
分
を
放
出
す
る
。
こ
の
時
期
、
貯
水
池
は
さ
ら
に
富
栄
養

状
態
と
な
り
、
時
期
的
に
ア
オ
コ
の
問
題
が
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
水
流
が
少
な
い
時
期
の
終
わ
り
ご

ろ
（
4
、
5
月
）
に
発
生
す
る
可
能
性
が
も
っ
と
も
高
い
。

将
来
（
建
築
さ
れ
る
ダ
ム
に
よ
っ
て
）、
さ
ら
に
土
地
が
水

没
し
、（
河
川
）
調
整
後
5
年
か
ら
10
年
の
間
、
下
流
で
栄

養
分
に
富
ん
だ
水
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
あ
ら

た
に
藻
類
の
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
」（p.148
）

と
述
べ
て
い
る
。

以
上
が
、
ダ
ム
開
発
に
よ
っ
て
生
じ
る
河
川
と
周
辺
の

環
境
の
変
化
で
あ
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
次
の
よ
う
な
形

で
河
川
流
域
に
暮
ら
す
人
び
と
の
生
活
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。

人
命
、
財
産
、
生
計
、
居
住
地

　

の
損
失

1
9
9
6
年
後
半
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
予
測
不
可

能
な
大
洪
水
や
急
流
が
頻
発
す
る
こ
と
で
、
家
畜
は
溺
死
し
、

舟
や
漁
具
が
流
失
し
、
農
作
物
や
住
民
の
財
産
が
破
壊
さ

れ
、
住
民
は
恐
怖
に
お
び
え
て
い
る
。
2
0
0
0
年
の
聞

き
取
り
調
査
（Fisheries O

ffice &

 N
TFP, 2000

）
に
よ

る
と
、
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
の
流
域
59
か
村
だ
け
で
、
少
な
く
と

も
32
名
の
村
び
と
が
異
常
な
水
位
上
昇
に
よ
る
高
波
な
ど
で

死
亡
し
て
い
る
。
家
畜
の
溺
死
も
多
く
、
少
な
く
と
も
、
水

牛
6
1
2
頭
、
豚
2
3
8
9
頭
、
ア
ヒ
ル
3
5
5
9
羽
、

に
わ
と
り
4
万
9
6
2
羽
が
被
害
に
遭
っ
て
い
る
。
ま

た
、
50
ト
ン
を
超
え
る
貯
蔵
米
が
洪
水
で
流
失
し
て
い
る
。

高
波
や
増
水
で
流
失
し
た
舟
や
漁
具
類
に
つ
い
て
は
、
丸

木
舟
1
1
9
1
隻
、
エ
ン
ジ
ン
付
き
ボ
ー
ト
18
隻
、
刺
し

網
9
4
6
3
件
、
投
網
1
2
9
件
、
漏
斗
式
の
仕
掛
け

2
1
8
7
件
、
開
閉
式
の
仕
掛
け
5
2
4
7
件
な
ど
、
報

告
が
あ
と
を
た
た
な
か
っ
た
。
こ
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
か

ら
、
す
で
に
8
年
以
上
の
歳
月
が
経
過
し
て
お
り
、
住
民
が

被
っ
た
被
害
や
損
失
は
増
大
の
一
途
で
あ
る
。

2
0
0
5
年
8
月
の
洪
水
を
例
外
と
し
て
、
2
0
0
1

年
6
月
以
降
、
洪
水
や
水
位
の
急
激
な
変
動
に
よ
る
溺
死
者

は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
（Trandem

, 2008b

）。
N
G
O

の
報
告
書
（N

GO

 Forum

 on Cam
bodia, 2005

）
に
よ

る
と
、
こ
れ
に
は
、
以
下
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、

異
常
な
水
位
の
変
動
に
よ
る
危
険
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
村

び
と
た
ち
が
生
活
・
行
動
様
式
を
調
整
し
て
い
る
点
が
あ
る
。

次
に
、
水
位
の
変
動
が
か
つ
て
ほ
ど
激
し
く
な
く
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
最
後
に
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
発
す
る
放
水
の
事

前
通
知
が
い
く
つ
か
の
村
に
届
い
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
た

だ
し
、
遠
隔
地
の
村
ま
で
は
通
知
が
届
い
て
い
な
い
の
で
、

通
知
方
法
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

河
岸
農
業
へ
の
打
撃

セ
サ
ン
川
流
域
で
は
、
乾
季
の
水
位
低
下
で
現
れ
る
川

岸
の
土
地
を
利
用
し
て
畑
作
を
行
い
、
タ
バ
コ
、
な
す
、
ト

ウ
ガ
ラ
シ
な
ど
の
作
物
を
自
給
・
販
売
・
物
々
交
換
用
に
栽

培
し
て
い
る
。
2
0
0
0
年
の
調
査
（Fisheries O

ffice 

&

 N
TFP, 2000

）
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
河
岸
農
業
に
従

事
し
て
い
る
村
び
と
の
数
は
、（
当
時
の
）
流
域
人
口
の
半

分
に
相
当
す
る
1
8
0
0
世
帯
に
お
よ
ぶ
。
セ
サ
ン
事
後

E
I
A
報
告
書
も
、
水
位
の
大
幅
な
変
動
、
大
洪
水
、
河
岸

の
崩
落
の
結
果
、
河
岸
農
業
が
衰
退
し
、
農
地
の
放
棄
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
住
居
周
辺
の
菜
園

も
水
位
の
異
常
変
動
に
よ
っ
て
同
様
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。

米
の
生
産
の
低
下

2
0
0
0
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
大
洪
水
で
水
没
し
た

農
地
は
、
1
9
9
9
年
の
雨
季
だ
け
で
、
水
田
1
8
3
0

ヘ
ク
タ
ー
ル
（
約
18
平
方
キ
ロ
）、
焼
畑
地
6
2
9
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
約
6
平
方
キ
ロ
）
に
達
し
た
（Fisheries O

ffice 

&

 N
TFP, 2000

）。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
セ
サ
ン
事
後

E
I
A
報
告
書
は
、「
米
の
生
産
が
、
洪
水
発
生
時
の
過
剰

水
と
雨
季
冒
頭
の
（
通
常
よ
り
）
低
い
水
位
に
よ
っ
て
被
害

を
受
け
て
い
る
」（p. 143

）
と
述
べ
て
い
る
。
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村名
過去の漁獲量

（基準値 =10）

現在の漁獲量

( 減少率）
備考

プノンコック村 10 2（80％）

ティエムルー村 10 1（90％）

タベン村 10 3（70％）

かつて村びとは自家製
のプラホックをつくっ
ていたが、現在では市
場で購入している。

コナットトイ村 10 3（70％）

タラーオ村 10 5（50％）

ボックハーム村 10 2（80％）

表 7　セサン川の漁獲量の減少（推定）

Baird & Meach（2005: 35）をもとに作成。

有
用
生
物
・
植
物
の
減
少

か
つ
て
川
沿
い
の
住
民
は
、
乾
季
に
浅
く
な
っ
た
川
の

淵
や
川
床
で
、
近
辺
に
自
生
す
る
有
用
植
物
や
生
物
（
貝
）

な
ど
を
豊
富
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
セ
サ
ン
事
後

E
I
A
報
告
書
も
、「
侵
食
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
は
食
用
・

薬
用
の
目
的
で
採
集
で
き
た
、
川
辺
に
自
生
す
る
生
物
種
が

減
少
し
た
」（p.142

）
と
し
て
い
る
。

漁
獲
量
の
減
少

セ
サ
ン
川
の
漁
獲
量
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

2
0
0
5
年
に
6
か
村
の
漁
師
た
ち
と
協
力
し
て
実
施
さ

れ
た
調
査
（Baird &

 M
each, 2005

）
で
は
、
6
か
村
で

の
漁
獲
量
は
、
以
前
と
く
ら
べ
て
、
50
％
か
ら
90
％
、
平
均

で
約
73
％
も
減
少
し
た
と
推
定
し
て
い
る
（
表
7
）。

セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
も
、
漁
業
資
源
に
対
す
る

被
害
の
深
刻
さ
を
取
り
上
げ
、「
漁
業
資
源
の
減
少
に
よ
る

魚
の
捕
獲
量
の
低
下
（
以
前
の
捕
獲
量
の
10
％
～
30
％
）
に

つ
い
て
、
ヤ
リ
（
滝
ダ
ム
）
は
、
こ
の
減
少
の
主
た
る
原
因

で
あ
る
」（p.139

）
と
断
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
漁
業
資

源
の
減
少
に
加
え
て
、
水
位
の
急
激
な
変
動
で
村
び
と
が
舟

や
漁
具
を
流
失
し
漁
業
が
で
き
な
く
な
る
、
水
位
が
安
定
し

て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
発
達
し
た
漁
法
で
は
思
う
よ
う

に
収
穫
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
、
漁
業
自
体
が
直
面
す
る
問

題
も
、
漁
獲
量
減
少
の
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

食
糧
安
全
保
障
の
危
機

河
岸
農
業
の
衰
退
、
米
の
生
産
の
低
下
、
有
用
生
物
・

植
物
の
減
少
、
漁
獲
高
の
低
下
は
、
流
域
住
民
の
食
糧
安
全

保
障
を
脅
か
す
。
セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
に
も
、
以

下
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

「
漁
獲
高
が
減
少
し
、
食
糧
安
全
保
障
は
す
で
に
危
機




に
瀕
し
て
い
る
」（p. 186

）。

「
昨
今
、
地
元
住
民
は
、
魚
の
み
を
タ
ン
パ
ク
源
と
し




て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、（
販
売

用
で
は
な
く
）
食
用
の
目
的
で
家
畜
を
飼
育
し
た
り
、

養
殖
を
行
う
必
要
が
あ
る
」（p. 140

）。

「
今
の
と
こ
ろ
、
魚
に
代
わ
る
日
常
的
な
タ
ン
パ
ク
源




は
存
在
し
な
い
。
村
び
と
に
は
肉
を
食
べ
る
だ
け
の

金
銭
的
余
裕
が
な
い
。
家
畜
は
現
金
収
入
の
た
め
の

販
売
用
に
保
有
し
て
お
り
、
食
用
目
的
に
給
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
」。

「
魚
に
代
わ
る
、
現
実
的
な
タ
ン
パ
ク
源
を
確
保
し
、




川
辺
の
野
菜
の
代
替
と
な
る
生
物
種
が
見
つ
か
ら
な

い
限
り
、
長
期
的
に
は
、
と
り
わ
け
成
長
期
の
子
ど

も
の
栄
養
失
調
…
（
中
略
）
…
健
康
状
態
の
悪
化
が

予
想
さ
れ
る
」（p. 143

）。

水
質
と
健
康
へ
の
影
響

セ
サ
ン
川
の
水
は
、
流
域
住
民
の
洗
濯
や
水
浴
び
、
場

合
に
よ
っ
て
は
飲
用
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
2
0
0
0

年
の
調
査
（Fisheries O

ffice &

 N
TFP, 2000

）
で
は
、
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住
民
が
特
に
訴
え
た
症
状
と
し
て
、
下
痢
、
腹
痛
、
の
ど
や

鼻
の
痛
み
と
か
ゆ
み
、
め
ま
い
、
吐
き
気
、
発
疹
な
ど
を
記

録
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
流
域
で
一
般
的
な
コ
レ
ラ
、
麻

疹
、
水
疱
瘡
、
マ
ラ
リ
ア
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の
症
状
と
比
較
す

る
と
、
特
異
な
症
状
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
村
び
と
た

ち
に
よ
る
と
、
同
様
の
症
状
は
家
畜
の
間
に
も
広
が
っ
て
い

る
。
1
9
9
7
年
と
1
9
9
8
年
の
雨
季
だ
け
で
も
、
村

び
と
た
ち
が
異
常
死
と
考
え
て
い
る
家
畜
の
数
は
、
水
牛

4
9
0
9
頭
、
牛
2
2
8
8
頭
、
豚
7
8
5
4
頭
、
ア

ヒ
ル
1
6
7
0
羽
、
に
わ
と
り
で
実
に
14
万
7
7
4
9
羽

に
の
ぼ
る
。
ま
た
、「
バ
ー
キ
ン
グ
デ
ィ
ア
」
と
呼
ば
れ
る

鹿
や
野
生
の
イ
ノ
シ
シ
な
ど
、
希
少
種
を
ふ
く
む
野
生
動
物

が
セ
サ
ン
川
近
く
で
病
死
し
て
い
る
、
と
の
地
元
住
民
の
報

告
も
あ
る
。

セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
は
、
有
毒
藻
類
の
発
生
を

認
め
、
藻
類
が
引
き
起
こ
す
深
刻
な
健
康
被
害
に
つ
い
て
、

「
地
元
の
人
び
と
が
訴
え
る
、
セ
サ
ン
川
の
水
を
飲
む
と
出

る
症
状
は
、
ア
オ
コ
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

ア
オ
コ
は
、（
肝
臓
を
攻
撃
す
る
）
肝
臓
毒
と
（
神
経
を
攻

撃
す
る
）
神
経
毒
の
2
種
類
の
毒
素
を
生
産
す
る
。
神
経
毒

は
、
摂
取
数
分
後
で
死
に
至
る
こ
と
が
あ
り
、
肝
臓
毒
は
死

亡
ま
で
に
数
時
間
か
ら
数
日
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。
双
方
と

も
、
も
っ
と
も
一
般
的
な
直
接
の
死
因
は
呼
吸
器
系
疾
患
で

あ
る
」、
あ
る
い
は
「
セ
サ
ン
川
で
水
浴
び
を
し
た
り
、
泳

い
だ
り
し
た
あ
と
に
感
じ
る
か
ゆ
み
も
、
あ
る
種
の
藻
類
が

引
き
起
こ
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
も
っ
と
も
一
般
的
な

生
物
種
は
、Cyanophycea

とChrysophycea

の
ア
オ
コ

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
藻
類
は
、
刺
激
性
液
体
を
内
包
す
る
浮

袋
を
持
ち
、
触
れ
る
と
破
裂
す
る
」（p.135

）
と
詳
述
し

て
い
る
。

砂
金
採
取
の
衰
退

水
位
の
異
常
変
動
に
よ
っ
て
、
た
い
せ
つ
な
副
収
入
源
で

あ
る
砂
金
採
り
の
作
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
2
0
0
0
年

の
調
査
で
対
象
と
な
っ
た
4
郡
の
う
ち
2
郡
で
は
、
か
つ
て
乾

季
の
重
要
な
産
業
で
あ
っ
た
砂
金
採
取
が
、
乾
季
の
増
水
や
高

波
で
ま
っ
た
く
で
き
な
く
な
っ
た
。
59
か
村
の
う
ち
47
か
村
で

砂
金
採
り
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
被
害
の
大
き
さ
が

推
測
で
き
る
（Fisheries O

ffice &

 N
TFP, 2000

）。

交
通
・
運
輸
手
段
へ
の
悪
影
響

川
は
、
流
域
住
民
た
ち
の
交
通
・
運
輸
手
段
で
も
あ
っ
た
。

村
び
と
た
ち
は
、
村
と
漁
場
・
田
畑
と
の
往
復
、
村
落
間
の

往
来
な
ど
、
日
常
的
に
川
を
使
っ
て
移
動
し
て
い
る
。
流
域

で
は
一
般
的
に
、
ひ
と
り
で
も
操
縦
で
き
る
丸
太
舟
が
も
っ

と
も
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
急
激
な
水
位
の
上

昇
や
強
い
流
れ
に
よ
っ
て
、
舟
が
転
覆
し
た
り
、
水
面
下
の

流
木
や
岩
礁
に
衝
突
し
て
損
傷
す
る
こ
と
が
あ
る
（N

GO

 

Forum
 on Cam

bodia, 2005

）。
セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報

告
書
も
、「
濁
っ
た
水
の
せ
い
で
（
水
面
下
の
岩
が
見
え
に

く
く
な
り
）
船
を
漕
ぐ
際
の
危
険
が
大
き
く
」
な
っ
て
い
る

（p.140

）
と
し
て
い
る
。

経
済
的
損
失

お
も
に
2
0
0
0
年
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た
経
済
分

析
（M

cKenney, 2001 in W
yatt &

 Baird, 2007

）
で
は
、

1
9
9
9
年
、
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
に
住
む
3
4
3
4
世
帯
の

年
間
収
入
に
お
よ
ぼ
し
た
損
失
は
、
総
額
約
2
5
0
万
ド

ル
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
、
洪
水
に
よ
る
物
理
的
被
害
が
発
生

し
た
最
初
の
年
で
あ
る
1
9
9
6
年
に
は
月
1
0
9
ド
ル

で
あ
っ
た
世
帯
収
入
が
、
1
9
9
9
年
に
は
月
46
ド
ル
ま

で
減
少
し
た
の
に
等
し
い
。
さ
ら
に
、
1
9
9
6
年
か
ら

1
9
9
9
年
ま
で
の
資
産
の
損
失
累
計
は
、
実
に
80
万
ド

ル
に
も
お
よ
ぶ
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
定
量
化
す
る
の

が
難
し
い
影
響
も
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
被

害
を
低
く
見
積
も
り
す
ぎ
て
い
る
と
の
見
解
も
あ
る
。

経
済
的
損
失
を
埋
め
あ
わ
せ
る
た
め
に
、
借
金
を
背
負

う
村
び
と
が
増
え
て
い
る
。
お
な
じ
村
の
住
民
同
士
で
、
あ

る
い
は
地
域
の
米
銀
行
な
ど
か
ら
お
金
を
借
り
た
り
、
近
隣

の
高
利
貸
し
か
ら
借
金
を
す
る
。
ま
た
、
周
辺
の
森
に
自
生

す
る
植
物
の
利
用
を
増
や
し
た
り
、（
焼
）
畑
の
面
積
を
拡

大
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
（W

yatt &

 Baird, 2007

）。
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転
出
・
離
村

ダ
ム
の
被
害
を
避
け
る
た
め
に
、
離
村
し
て
山
間
部
に
住

み
は
じ
め
る
村
び
と
が
あ
と
を
絶
た
な
い
。
2
0
0
6
年
の

調
査
（3SPN

, 2007
）
に
よ
る
と
、
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
セ
サ

ン
川
流
域
で
は
、
す
で
に
7
2
2
世
帯
（
約
3
5
0
0
人
）

が
村
を
離
れ
て
い
る
。
転
出
・
離
村
の
き
っ
か
け
と
し
て
は
、

頻
発
す
る
洪
水
や
異
常
な
水
流
が
さ
ま
ざ
ま
な
損
失
を
も
た

ら
し
、
村
び
と
た
ち
が
川
沿
い
に
住
み
つ
づ
け
る
こ
と
に
困

難
と
恐
怖
を
感
じ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
食
糧
確
保
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
住
民
が
ダ
ム
の
決
壊
を
恐
れ
て

い
る
こ
と
も
離
村
の
大
き
な
理
由
で
あ
る
。

し
か
し
、
移
転
し
た
住
民
も
新
た
な
問
題
に
直
面
し
て

い
る
。
ま
ず
、
離
村
の
際
に
、
そ
れ
ま
で
所
有
し
て
い
た
田

畑
や
財
産
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る
、
ま
た
、
転
居
先
は
学

校
か
ら
遠
く
、
1
0
0
0
名
以
上
の
学
齢
児
童
が
学
校
に

通
え
な
い
で
い
る
。
さ
ら
に
、
新
し
い
田
畑
を
開
拓
す
る
た

め
、
数
1
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
数
平
方
キ
ロ
）
に
の
ぼ
る

森
林
が
伐
採
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
特
に
乾
季
に

深
刻
な
水
不
足
が
発
生
す
る
、
遠
隔
地
で
移
動
手
段
も
限
ら

れ
る
こ
と
か
ら
外
部
と
の
接
触
や
情
報
交
換
が
難
し
い
、
な

ど
の
問
題
点
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（3SPN

, 2007

）。
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も
っと

知
り

た
い！

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
影
響

　

~

ス
レ
ポ
ッ
ク
川
の
場
合~
も
っと

知
り

た
い！

ス
レ
ポ
ッ
ク
川
流
域
で
は
、
21
か
村
に
約

1
万
1
0
0
0
人
の
人
び
と
が
暮
ら
し
て
い
る
（3SPN

, 

in progress

）。
川
沿
い
に
住
む
村
び
と
の
大
部
分
は
、
ラ

オ
族
、
プ
ノ
ン
族
、
タ
ム
プ
ア
ン
族
、
ジ
ャ
ラ
イ
族
、
ブ
ロ

ー
族
、
ク
ル
ン
族
と
い
っ
た
先
住
・
少
数
民
族
で
あ
る
。
村

び
と
た
ち
は
、
セ
サ
ン
川
沿
い
の
住
民
と
お
な
じ
く
、
漁
業
、

農
業
、
家
畜
の
飼
育
、
運
輸
交
通
、
飲
用
を
は
じ
め
と
す
る

家
庭
生
活
な
ど
、
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
ス
レ
ポ
ッ
ク
川

の
水
を
利
用
し
て
い
る
（Sw

ift, 2006

）。

ス
レ
ポ
ッ
ク
川
上
流
の
ベ
ト
ナ
ム
側
に
は
、
操
業
中
の

ダ
ム
が
1
か
所
、
建
設
中
の
ダ
ム
が
4
か
所
存
在
す
る
。
住

民
の
証
言
に
よ
る
と
、
セ
サ
ン
川
で
見
ら
れ
る
の
と
同
様
の

変
調
が
、
2
0
0
4
年
ご
ろ
か
ら
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
で
も
観

察
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
変
化
と
住
民
生
活
へ
の
影
響
は
、
N
G
O
の

調
査
（Sw

ift, 2006

）
や
住
民
が
発
し
た
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
（
囲
み
3
）
に
記
載
・
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
状

態
に
つ
い
て
は
、
N
G
O
か
ら
の
聞
き
取
り
（Trandem

, 

2008b

）
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
元
住
民
の
証
言
で
は
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
で
異
常
な
水

位
変
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
2
0
0
4
年

で
あ
る
。
2
0
0
6
年
以
降
は
、
そ
う
し
た
変
動
が
頻
発

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
異
常
で
急
激
な
水
位
の
上
昇
は
、
乾

季
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

2
0
0
4
年
雨
季
の
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
は
、
干
上
が
る
に

は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
水
位
が
非
常
に
低
か
っ
た
。
ま
た
、

2
0
0
5
年
乾
季
の
水
位
は
、
住
民
の
記
憶
に
残
る
限
り

で
最
低
で
あ
っ
た
。
水
量
が
少
な
い
た
め
に
水
産
資
源
が
減

り
、
さ
ら
に
魚
の
乱
獲
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。

2
0
0
5
年
か
ら
は
、
各
村
を
異
常
な
洪
水
が
襲
う

よ
う
に
な
っ
た
。
約
1
週
間
続
く
大
洪
水
が
、
2
0
0
5

年
に
2
度
（
8
、
9
月
）、
2
0
0
6
年
に
1
度
（
8

月
）、
2
0
0
7
年
に
1
度
（
8
月
）
発
生
し
て
い
る
。

2
0
0
5
年
9
月
以
降
の
洪
水
は
こ
と
に
深
刻
で
、
ス
レ

ポ
ッ
ク
川
か
ら
2
キ
ロ
離
れ
た
地
点
ま
で
水
が
達
し
た
。
田

畑
は
壊
滅
し
、
住
民
の
家
財
道
具
や
財
産
、
家
畜
が
流
失
し

た
。
2
0
0
5
年
9
月
の
洪
水
の
数
日
前
に
は
、
ダ
ム
の

放
水
を
知
ら
せ
る
ベ
ト
ナ
ム
の
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
を
聴
い
た

住
民
が
い
た
。
2
0
0
6
年
8
月
に
は
、
郡
長
が
集
合
村

評
議
会
に
ダ
ム
の
放
水
を
事
前
通
知
し
、
集
合
村
長
か
ら
警

告
を
受
け
た
村
も
あ
る
。
し
か
し
、
後
日
N
G
O
が
郡
お

よ
び
州
に
こ
の
件
を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
当
局
は
通
知

し
た
こ
と
を
否
定
し
た
。

ス
レ
ポ
ッ
ク
川
は
、
従
来
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
氾
濫
し
、
村

や
田
畑
が
冠
水
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
過
去
に
は

村
び
と
の
財
産
や
農
作
物
に
被
害
が
出
る
こ
と
は
な
く
、
む

し
ろ
土
壌
を
豊
か
に
し
農
業
生
産
を
向
上
さ
せ
る
役
割
を
果

た
し
て
い
た
。
ま
た
、
洪
水
が
発
生
す
る
の
は
雨
季
特
有
の

大
量
降
雨
の
あ
と
で
、
水
は
数
日
で
ひ
い
た
と
い
う
。

2
0
0
7
年
1
月
に
村
び
と
た
ち
が
発
し
た
声
明
で
は
、

川
の
変
調
に
よ
る
被
害
を
次
の
よ
う
に
列
挙
し
て
い
る
。

淵
が
浅
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
河
岸
浸
食
が
速
度
を




増
し
て
い
る
。

住
民
と
家
畜
の
健
康
が
害
さ
れ
て
い
る
。




河
岸
農
業
や
村
び
と
の
資
産
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
。




村
び
と
が
河
岸
の
田
畑
を
放
棄
し
て
い
る
。
食
料
や




新
し
い
職
を
求
め
て
離
村
す
る
住
民
が
現
れ
て
い
る
。

水
産
資
源
が
減
少
し
、
漁
業
に
よ
る
生
計
が
立
ち
ゆ




か
な
く
な
っ
て
い
る
。

伝
統
文
化
や
生
活
様
式
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
き




て
い
る
。

セ
サ
ン
川
の
場
合
と
同
様
に
、
E
V
N
の
委
託
を
受
け

たSW
ECO

 Grøner

社
が
、
ベ
ト
ナ
ム
領
内
ス
レ
ポ
ッ
ク

川
流
域
の
（
計
画
段
階
を
ふ
く
む
）
ダ
ム
に
よ
る
、
下
流
カ

ン
ボ
ジ
ア
側
へ
の
影
響
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
は
、『
ベ



69　水の声

ト
ナ
ム
の
水
力
発
電
開
発
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
ス
レ
ポ
ッ

ク
川
へ
の
影
響
に
関
す
る
E
I
A
最
終
報
告
書
』（SW

ECO

 

Grøner, 2006a. 

以
下
で
は
、「
ス
レ
ポ
ッ
ク
事
後
E
I
A

報
告
書
」）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
同
報
告
書
は
、

囲み 3　カンボジア・スレポック川で
深刻な洪水が村びとの生活を直撃

（2006 年 8 月 16 日付け記者発表）
セサン・スレポック・セコン保全ネットワーク（3SPN）

2006 年 8 月 12 日以来、カンボジア・ラ
タナキリ州のスレポック川沿いに住む村びと
たちを、大洪水が襲っている。スレポック川
の水がすさまじい勢いで村に流れ込み、家屋、
学校、寺院、道はことごとく水没してしまい、
状況は日ごとに悪化している。

村びとによれば、スレポック川の水が村
に達しはじめたのは 8 月 12 日の正午ごろで、
たちまちのうちに家屋と道路が冠水した。8
月 14 日には、洪水の被害は川岸から 1.5 キ
ロも離れた家屋や水田にまで広がり、水位も
3、4 メートルにまで達した。スレポック川
の水深は、8 月 14 日の測定で 13.5 メートル
あり、2 日後にはさらに 1 メートル増水した。

チェイウードム集合村には、トゥマイ、
ディロウ、ルンパット、オゥカン、サムカ、
スレチュックの 6 か所の村があり、約 693
世帯の人びとが住んでいるが、6 か村すべて
が今回の洪水で深刻な打撃を受けた。従来バ
イクで往来していたところを、今は舟で行き
来しなければならない。一時は緑におおわれ
た水田も水の底に沈んでしまった。村びとの
大半が、すでに今年の田植えを終えていた。

「昨年もひどい洪水が 1 度ありました。で
も、今年の洪水はさらにひどい。村が毎年こ
のように水没するなんてありえません。何世
代にもわたる常識です。もし毎年水没するな
ら、わたしたちはここには住めなかったはず
ですから」と、ルンパット村のヌオン・コム
さんは語った。ヌオンさんはまた、すでに田
植えを終えた 2 ヘクタール（2 万平方メートル）
の水田も水没したと述べた。洪水で米がだい
なしになれば、この先食べていくものがない。
家財道具を守るために、村びとたちは、家畜
や貴重品を水没していない高台に移した。

　8 月 16 日、もっとも被害の大きかった
ルンパット村で、少なくとも 30 世帯が身の
安全を確保するために家を捨て、水の届かな
いところに移動した。「チェイウードム集合
村の各村で、少なくとも 100 ヘクタール（1
平方キロ）の水田が被害を受けました。全体
で、少なく見積もっても 600 ヘクタール（6
平方キロ）の水田が水没したということです」
とクロゥト・サン・ルンパット郡長は語った。

スレポック川流域では、上流のベトナム

側で EVN が 3 か所のダムを建設している（当
時）点が注目に値する。ルンパット郡の村び
との大半は、スレポック川流域のダム建設の
ことを知っている。最近は降雨量も多いが、
村びとの多くは、生計を悪化させる洪水が自
然のものではないと勘付いている。この大洪
水の原因についてはいろいろな説や考え方が
あり、ダムによるものなのか、雨のせいなの
かは誰にもわからない。

「今回の洪水はまったく天然のもので、ラ
タナキリ州や上流で降りつづいた豪雨のせい
ですよ。中国に発生した台風の影響かも知れ
ません」とクロゥト・サン郡長は語った。ベ
トナムはクロゥト・サン郡長に、スレポッ
ク川上流でのダム開発のことは知らせて
きたが、ダムの放水については通知して
こなかったという。

しかし、チェイウードム集合村の村びと
の大半は、村長や集合村長から、8 月 12 日
から 14 日の 3 日間、ベトナムがダムからの
放水を計画していると聞かされている。村び
とたちは、スレポック川の水が村に達しはじ
めた 8 月 12 日にこの連絡を受けた。

この件について、チャンタ・ソンポン集合
村書記官は、「ハー・ネン・ルンパット副郡長
が電話でわたしに、ベトナムが 3 日間放水を
する、と言ってきたんです。彼の指示にした
がって、わたしは荷物をまとめて川から離れ
るよう村びとに連絡したんです」と説明した。

3SPN は、ハー・ネン副郡長に説明を求め
ようと電話をかけたが、返事はなかった。

「集合村書記官から、ベトナムが 3 日間放
水をすると聞かされて、わたしは村長たちに
手紙を書いて、村びとに荷物をまとめて川か
ら離れるよう伝達してほしい、と言ったんで
す」とマイ・サルーァン・チェイウードム集
合村長は語った。

ラタナキリ州気象水資源部のユン・チェ
タナ部長は、ベトナムからの放流については
聞いていないと述べた。

クロゥト・サン郡長の話では、コンモム郡
のスライモングル、スレアンクロン両集合村で
も、少なくとも 7 か村で洪水の被害が出ている。

（3SPN, 2006）

既
存
の
ダ
ム
に
よ
る
悪
影
響
は
認
め
て
い
な
い
が
、
ダ
ム
建

設
が
進
行
す
る
に
つ
れ
、
セ
サ
ン
川
と
同
様
の
被
害
が
起
こ

る
と
予
測
し
て
い
る
。
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も
っと

知
り

た
い！

越
境
す
る
環
境
被
害
を

　

防
ぐ
た
め
の
枠
組
み

も
っと

知
り

た
い！

メ
コ
ン
河
委
員
会
（
M
R
C
）

セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ
ン
川
は
、
い
ず
れ
も
国

際
河
川
メ
コ
ン
河
の
支
流
で
あ
る
。
メ
コ
ン
河
は
、
チ
ベ

ッ
ト
高
原
に
源
流
を
発
し
、
中
国
雲
南
省
、
ビ
ル
マ
（
ミ

ャ
ン
マ
ー
）、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ

ム
を
貫
流
し
、
南
シ
ナ
海
に
注
ぎ
込
む
。
M
R
C
は
、
こ

の
国
際
河
川
の
本
流
お
よ
び
支
流
を
、
流
域
各
国
が
平
等

な
立
場
と
も
っ
と
も
適
切
な
や
り
方
で
保
全
・
活
用
し

つ
つ
、
開
発
の
悪
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
目
的
で
、

1
9
9
5
年
4
月
に
設
立
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
正
式
加
盟

国
は
下
流
域
の
4
か
国
で
、
中
国
と
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ

ー
）
は
「
対
話
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
立
場
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
M
R
C
設
立
の
際
に
加
盟
国
が
署
名
し
た
「
メ
コ
ン

河
流
域
の
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
協
力
協
定
」（M

RC, 

1995. 

以
下
で
は
、「
メ
コ
ン
河
協
定
」）
第
1
条
で
、
流

域
国
間
の
協
力
分
野
を
、
メ
コ
ン
河
流
域
の
水
お
よ
び
関

連
す
る
資
源
の
持
続
可
能
な
開
発
・
利
用
・
管
理
な
ら
び

に
保
全
と
定
め
て
お
り
、
そ
こ
に
は
水
力
発
電
も
ふ
く
ま

れ
て
い
る
。

M
R
C
は
、
理
事

会
（Council

）、
合

同
委
員
会
（Joint 

Com
m
ittee

）、
事

務
局（Secretariat

）

の
3
つ
の
常
設
組

織
で
構
成
さ
れ

る
。
理
事
会
に
は
各
加
盟
国
の
閣
僚
が
、
合
同
委
員
会
に

は
政
府
高
官
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
各
加
盟
国
に
は
、「
国
内
メ
コ
ン
委
員
会
」（N

ational 

M
ekong Com

m
ittee

）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

M
R
C
に
資
金
な
ど
を
提
供
す
る
援
助
国
政
府
や
国
際
機

関
は
、「
支
援
協
議
グ
ル
ー
プ
」（D

onor Consultative 

Group

）
と
呼
ば
れ
、
毎
年
M
R
C
と
業
務
内
容
に
つ

い
て
の
正
式
な
協
議
を
実
施
し
て
い
る
（M

RC, 2008a

）。

M
R
C
の
資
金
源
は
、
2
0
0
7
年
の
場
合
、
加
盟
国
が

提
供
す
る
約
1
6
3
万
ド
ル
と
、
先
進
工
業
国
政
府
や
国

際
機
関
が
提
供
す
る
約
2
0
0
0
万
ド
ル
の
財
政
援
助

で
あ
る
（M

RC, 2008b

）。
最
大
の
拠
出
者
は
デ
ン
マ
ー

ク
政
府
で
、
2
0
0
6
年
度
は
、
約
2
2
5
万
ド
ル
を

M
R
C
に
拠
出
し
た
。
同
年
、
日
本
政
府
は
約
35
万
ド
ル

を
拠
出
し
て
い
る
（
外
務
省
、 
2
0
0
7
）。
国
際
連
合
や

国
際
金
融
機
関
と
異
な
り
、
資
金
を
提
供
し
て
い
る
流
域

外
の
国
々
は
M
R
C
の
活
動
に
関
す
る
意
思
決
定
に
は

加
わ
ら
ず
、
加
盟
4
カ
国
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
領
内
で
の
ダ
ム
開
発
が
原
因
と
さ
れ
る
カ

ン
ボ
ジ
ア
北
東
部
の
環
境
破
壊
を
く
い
と
め
る
た
め
に
、

M
R
C
に
は
ど
の
よ
う
な
役
割
が
果
た
せ
る
の
か
。
ひ
と

つ
の
鍵
は
、
メ
コ
ン
河
協
定
第
7
条
「
有
害
な
影
響
の
防

止
と
抑
止
」
で
、
こ
こ
に
は
M
R
C
加
盟
各
国
が
、
メ
コ

ン
河
流
域
の
水
資
源
利
用
に
よ
る
有
害
な
影
響
を
回
避
・

最
小
化
・
緩
和
す
べ
く
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
行
う
、
と
明
記

さ
れ
て
い
る
（M

RC, 1995

）。
つ
ま
り
、
セ
サ
ン
川
や

ス
レ
ポ
ッ
ク
川
で
生
じ
て
い
る
被
害
を
解
決
・
防
止
・
緩

和
す
る
た
め
に
、
M
R
C
は
「
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
行
う
」

べ
き
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
メ
コ
ン
河
協
定
第
5
条
A
項
は
、
メ
コ
ン
河
の

水
を
支
流
流
域
内
で
利
用
し
た
り
、
流
域
外
に
転
流
す
る
際

は
、
合
同
委
員
会
に
通
知
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る

（M
RC, 1995

）。
メ
コ
ン
河
協
定
で
は
、
こ
の
通
知
の
中

身
に
つ
い
て
具
体
的
な
定
め
が
な
か
っ
た
た
め
、
2
0
0
3

年
11
月
の
理
事
会
で
通
知
の
様
式
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
事
業
名
、
事
業
の
立
地
、
事
業
の
目
的
、（
建
設

開
始
・
建
設
終
了
・
操
業
開
始
の
）
実
施
予
定
日
、
水
資
源

利
用
の
期
間
、
事
業
の
概
要
な
ど
の
通
知
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
（M

RC, 2003

）。
し
た
が
っ
て
、
セ
サ
ン
・
ス
レ

ポ
ッ
ク
・
セ
コ
ン
川
流
域
で
の
ダ
ム
開
発
の
場
合
、
開
発
を

推
進
す
る
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
ス
政
府
が
、
こ
う
し
た
情
報
を

M
R
C
の
合
同
委
員
会
を
通
じ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
に

伝
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、

定
め
ら
れ
た
最
低
程
度
の
情
報
で
す
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府

は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
M
R
C
合
同
委
員
会
に
す
ら
通
知

し
た
こ
と
が
な
い
（W

yatt &

 Baird, 2007

）。
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セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
を

　

管
理
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
・

　

ベ
ト
ナ
ム
共
同
委
員
会

「
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
を
管
理
す
る
カ
ン
ボ
ジ

ア
・
ベ
ト
ナ
ム
共
同
委
員
会
」（Cam

bodian and 

Vietnam
ese Com

m
ittees for the M

anagem
ent of 

the Se San and Srepok Rivers. 

以
下
で
は
、「
セ
サ

ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
共
同
委
員
会
」）
は
、
セ
サ
ン
・
ス

レ
ポ
ッ
ク
両
河
川
の
ダ
ム
開
発
に
よ
る
管
理
に
つ
い
て
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
両
国
政
府
が
対
話
す
る
場
で

あ
る
。
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
共
同
委
員
会
の
前
身
は
、

2
0
0
0
年
10
月
、
セ
サ
ン
川
の
問
題
を
話
し
合
う
た

め
に
M
R
C
の
協
力
で
生
ま
れ
た
「
セ
サ
ン
川
を
管
理

す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
共
同
委
員
会
」（
以
下
で

は
、「
セ
サ
ン
共
同
委
員
会
」）
で
あ
る
。
2
0
0
1
年

7
月
に
第
1
回
会
合
が
開
催
さ
れ
、
2
0
0
8
年
3
月

の
第
4
回
会
合
か
ら
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
の
管
理
も
協
議

範
囲
に
ふ
く
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
委
員
会
名
も
現
在

の
も
の
に
改
称
と
な
っ
た
。

                

セ
サ
ン
共
同
委
員
会
は
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
そ
れ

ぞ
れ
の
国
内
に
、「
セ
サ
ン

川
管
理
委
員
会
」
を
設
置

し
て
い
た
。
2
0
0
4
年
1

月
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
セ
サ
ン
川
管

理
委
員
会
は
廃
止
。
そ
の
権
能
は
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
政
府
水
資
源
省
が
管
轄
す
る
「
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
国
境
ダ
ム
お
よ
び
運
河

の
調
整
に
関
す
る
常
設
委
員
会
」（Standing Com

m
ittte 

on Coordination of D
am

s-Canal along Border of 

Cam
bodia, Vietnam

, Laos, and Thailand

）
に
よ
っ

て
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

セ
サ
ン
共
同
委
員
会
に
対
す
る
M
R
C
の
関
与
は
、

技
術
的
な
面
で
の
客
観
的
デ
ー
タ
の
提
供
と
助
言
以
外

に
は
、
司
会
と
通
訳
の
提
供
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
セ

サ
ン
問
題
を
解
決
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
州
政

府
や
セ
サ
ン
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（Sesan Protection 

N
etw

ork

＝
S
P
N
）
な
ど
の
住
民
組
織
・
N
G
O
は
、

会
合
へ
の
参
加
す
ら
認
め
ら
れ
て
い
な
い
（H

irsch &

 

W
yatt, 2004

）。
こ
の
状
態
は
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク

共
同
委
員
会
と
な
っ
て
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

AMRC （2003）をもとに作成。

雲南省 中国

ビルマ
（ミャンマー）

タイ

カンボジア

ベトナム

ラオス

メコン河
流域

メコン河

トンレサップ湖

スレポック川
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ダ
ム
な
ど
の
大
規
模
基
盤
整
備
事
業
が
も
た
ら
す
被
害

を
予
測
・
回
避
・
緩
和
・
管
理
す
る
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

環
境
影
響
評
価
（Environm

ental Im
pact Assessm

ent

＝
E
I
A
）
が
あ
る
。
E
I
A
の
定
義
は
、
国
ご
と
で
異

な
り
、
日
本
の
国
内
法
で
は
、「
事
業
の
実
施
が
環
境
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
環
境
の
構
成
要
素
に
係
る
項
目
ご
と
に

調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
行
う

過
程
に
お
い
て
そ
の
事
業
に
係
る
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措

置
を
検
討
し
、
こ
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
環

境
影
響
を
総
合
的
に
評
価
す
る
こ
と
」
と
定
め
て
い
る
（
環

境
影
響
評
価
法
第
2
条
）。
国
際
機
関
に
お
い
て
は
、「
環
境

影
響
」
の
範
囲
に
、
自
然
環
境
の
み
な
ら
ず
、
住
民
移
転
や

生
計
手
段
に
関
連
す
る
社
会
環
境
面
で
の
影
響
も
ふ
く
め
て

論
じ
る
こ
と
が
多
い
。

セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
上
流
で
ダ
ム
開
発
を
進
め
る

ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
、
1
9
9
3
年
に
は
じ
め
て
制
定
さ
れ

た
環
境
保
護
法
が
「（
前
略
）
…
環
境
に
与
え
る
影
響
を
分

析
・
評
価
・
予
測
し
、
さ
ら
に
環
境
保
護
に
対
す
る
し
か

る
べ
き
解
決
策
を
提
案
す
る
過
程
を
意
味
す
る
」
も
の
と

も
っと

知
り

た
い！

環
境
影
響
評
価
は
問
題
回
避
に

　

貢
献
し
て
い
る
の
か
？

も
っと

知
り

た
い！

し
て
、
E
I
A
の
性
格
を
説
明
し
て
い
る
（
地
球
・
人
間

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
、 

2
0
0
7
）。
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
E
I
A

が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
環
境
保
護
法
が
制
定
さ
れ
る

前
年
の
1
9
9
2
年
だ
っ
た
。
し
か
し
、
と
は
言
い
つ
つ

も
、
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
E
I
A
が
調
査
対
象
と
し
た
の
は
ダ

ム
下
流
6
キ
ロ
の
範
囲
の
み
で
あ
り
、
数
10
キ
ロ
下
流
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
領
内
へ
の
悪
影
響
は
一
顧
だ
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

1
9
9
3
年
の
環
境
保
護
法
や
施
行
令
に
お
い
て
も
、
国

境
を
越
え
た
環
境
影
響
を
E
I
A
の
対
象
と
す
る
か
ど
う

か
は
依
然
明
確
で
は
な
い
。

1
9
9
5
年
の
メ
コ
ン
河
協
定
を
基
盤
と
す
る
M
R
C

の
越
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
権
能
は
、
セ
サ
ン
川
ダ
ム

開
発
の
よ
う
な
支
流
を
め
ぐ
る
開
発
に
つ
い
て
は
、
越

境
E
I
A
の
明
白
な
義
務
に
ま
で
は
お
よ
ん
で
い
な
い
。

M
R
C
事
務
局
は
、
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
E
I
A
は
、
M
R
C

の
前
身
で
あ
る
暫
定
メ
コ
ン
委
員
会
時
代
に
実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
メ
コ
ン
河
協
定
発
効
以
前
の
問
題
な
の
で
あ
る
か
ら
、

M
R
C
に
直
接
的
な
責
任
は
な
い
と
の
見
解
を
示
し
て
い

る
（W

yatt &

 Baird, 2007

）。

以
下
で
は
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
ダ
ム
開
発
に
関

す
る
E
I
A
報
告
書
の
う
ち
入
手
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
、

既
存
の
分
析
（W

yatt &

 Baird, 2007

）
を
ま
と
め
た
。

ヤ
リ
滝
ダ
ム

ス
イ
ス
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社Electrow

att 

Engineering

が
E
I
A
を
実
施
し
た
。
調
査
費
用

1
0
9
万
ド
ル
は
、
ス
イ
ス
政
府
が
負
担
し
た
。
暫
定
メ

コ
ン
委
員
会
は
、こ
の
E
I
A
実
施
の
際
の
調
整
役
だ
っ
た
。

E
I
A
が
影
響
評
価
対
象
と
し
て
定
め
た
の
は
、
ダ
ム

上
流
に
あ
る
住
民
移
転
地
域
と
発
電
所
、
下
流
に
つ
い
て
は
、

ダ
ム
建
設
予
定
地
か
ら
わ
ず
か
6
キ
ロ
の
範
囲
の
み
で
あ
っ

た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
へ
の
影
響
調
査
は
実
施
検
討
す
ら
さ
れ

ず
、
下
流
の
人
口
は
「
わ
ず
か
」、
影
響
も
僅
少
で
あ
る
と

断
定
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
側
住
民
の
訴
え
に
あ
る
よ
う
に
、
4
基
の

発
電
機
の
う
ち
、
2
基
の
運
転
が
始
ま
っ
た
2
0
0
0
年

5
月
12
日
の
時
点
で
、
下
流
で
は
す
で
に
相
当
深
刻
な
被
害

が
発
生
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
2
0
0
0
年
2

月
に
N
G
O
が
自
主
的
に
調
査
を
開
始
す
る
ま
で
、
ヤ
リ

滝
ダ
ム
に
よ
っ
て
、
ラ
タ
ナ
キ
リ
・
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
両
州

の
村
び
と
た
ち
が
受
け
た
数
々
の
被
害
の
実
態
は
、
調
査
も

記
録
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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セ
サ
ン
3
ダ
ム

 

1
9
9
9
年
7
月
、
日
本
政
府
が
最
大
の
出
資
者
で

あ
る
A
D
B
は
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
に
対
し
て
、
発
電
能

力
2
6
0
M
W
の
セ
サ
ン
3
ダ
ム
を
建
設
す
る
た
め
の
技

術
支
援
の
贈
与
を
決
め
た
。
こ
の
A
D
B
の
資
金
提
供

に
よ
り
、
セ
サ
ン
3
ダ
ム
の
E
I
A
は
、
W
o
r
l
e
y 

E
T
L
社
が
実
施
し
た
。
2
0
0
0
年
4
月
、
E
I
A
報

告
書
案
は
完
成
し
た
が
、
こ
れ
を
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
拒
絶
し
、

最
終
版
は
つ
い
ぞ
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
こ
の
E
I
A
報
告
書
案
を
極
秘
文
書
あ

つ
か
い
に
し
、
こ
れ
を
理
由
に
A
D
B
も
公
開
を
拒
ん
で

い
た
。

2
0
0
0
年
10
月
、
結
局
A
D
B
は
セ
サ
ン
3
ダ
ム

事
業
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
2
0
0
3

年
5
月
に
E
I
A
報
告
書
案
が
外
部
に
リ
ー
ク
さ
れ
、
そ

の
内
容
が
世
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

こ
の
E
I
A
の
実
施
過
程
で
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
調

査
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
E
I
A
報
告
書
案
は
、
ヤ
リ

滝
ダ
ム
と
セ
サ
ン
3
ダ
ム
に
関
す
る
そ
れ
ま
で
の
調
査
を
参

照
し
、
下
流
へ
の
影
響
を
軽
視
ま
た
は
無
視
し
て
い
る
と
厳

し
く
批
判
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
へ
の
ダ
ム

建
設
の
影
響
は
「
破
壊
的
に
甚
大
」
で
、
事
前
調
査
は
「
信

頼
に
足
る
科
学
的
ま
た
は
定
量
的
な
根
拠
を
持
た
な
い
」
と

し
、
セ
サ
ン
川
の
水
流
を
一
方
的
に
変
え
る
こ
と
は
、
国
際

法
お
よ
び
メ
コ
ン
河
協
定
に
違
反
す
る
と
示
唆
し
た
。
そ
の

う
え
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
両
国
間
で
の
交
渉
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
側
の
影
響
住
民
に
対
す
る
補
償
が
提
案
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

セ
サ
ン
4
ダ
ム

セ
サ
ン
4
ダ
ム
の
E
I
A
報
告
書
案
は
、
ベ
ト
ナ
ム
工

業
省
と
ベ
ト
ナ
ム
国
内
メ
コ
ン
委
員
会
の
名
で
出
版
さ
れ
た
。

こ
の
報
告
書
案
は
、
セ
サ
ン
川
流
域
の
個
別
ダ
ム
事
業
の
な

か
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
へ
の
越
境
影
響
を
検
討
し
た
唯
一
の

例
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
E
I
A
が
国
際
的
水

準
を
満
た
し
て
い
る
と
は
お
世
辞
に
も
言
え
ず
、
多
く
の
深

刻
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
基
本
情
報
す
ら
記
載
さ
れ
て

お
ら
ず
、
上
流
ダ
ム
の
操
業
特
性
な
ど
に
関
す
る
決
定
的
に

重
要
な
情
報
も
記
述
が
な
い
。
結
論
の
大
部
分
は
推
定
に
基

づ
い
て
い
る
。
技
術
面
の
問
題
の
例
と
し
て
は
、
以
下
の
点

が
あ
げ
ら
れ
る
。

ダ
ム
事
業
の
影
響
地
域
を
特
定
し
て
い
な
い
。「
カ
ン




ボ
ジ
ア
に
影
響
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
な
ん
の

影
響
が
あ
る
か
の
記
述
は
少
な
く
、
実
質
的
に
、
根

拠
と
な
る
デ
ー
タ
も
示
せ
て
い
な
い
。

セ
サ
ン




4
ダ
ム
か
ら
の
放
水
量
を
調
整
す
る
た
め
に
、

下
流
に
セ
サ
ン
4
A
調
整
池
を
建
設
す
る
よ
う
提
案

し
て
い
る
が
、
調
整
池
の
容
量
を
、
セ
サ
ン
4
ダ
ム

の
乾
季
の
放
水
量
の
み
に
基
づ
い
て
推
計
し
て
い
る
。

国
際
水
準
に
の
っ
と
っ
た
E
I
A
で
あ
れ
ば
、
セ
サ

ン
4
ダ
ム
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
上
流
に
位
置
す

る
ダ
ム
か
ら
の
放
水
量
も
総
計
し
た
上
で
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
雨
季
の
状
態
や
、
セ
サ
ン
川
の

そ
れ
ぞ
れ
の
ダ
ム
が
洪
水
対
策
と
し
て
放
水
し
た
状

況
下
で
の
調
整
池
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
検
討
し

た
形
跡
が
な
い
。

下
流
の
水
質
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。




下
流
の
漁
業
や
、
魚
以
外
の
生
物
群
に
関
す
る
基
礎




情
報
が
欠
落
し
て
い
る
。
漁
業
に
関
し
て
は
調
査
を

実
施
し
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
流
の
漁

業
資
源
は
ダ
ム
に
よ
る
環
境
の
変
化
に
順
応
で
き
る

と
結
論
付
け
て
い
る
。

こ
の
E
I
A
報
告
書
案
は
、
手
続
き
面
で
も
国
際
的

慣
行
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
メ

コ
ン
委
員
会
の
報
告
で
は
ダ
ム
建
設
が
2
0
0
5
年
1

月
9
日
に
始
ま
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
実
施
可
能
調
査
は

2
0
0
5
年
8
月
ま
で
完
成
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
セ

サ
ン
4
ダ
ム
の
建
設
は
、
実
施
可
能
性
調
査
や
E
I
A
が

完
成
し
、
当
局
に
よ
っ
て
承
認
を
受
け
る
ま
え
に
始
ま
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
際
的
慣
行
の
違
反
で
あ
る
ば

か
り
か
、
1
9
9
3
年
の
ベ
ト
ナ
ム
環
境
保
護
法
第
18
条

「
E
I
A
報
告
書
の
査
定
結
果
は
、
当
該
当
局
が
事
業
を
承

認
ま
た
は
事
業
実
施
を
承
認
す
る
根
拠
の
ひ
と
つ
を
形
成
す

る
」
に
ま
で
違
反
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府

に
E
I
A
報
告
書
案
を
送
付
し
意
見
を
求
め
た
の
は
、
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2
0
0
5
年
8
月
の
こ
と
だ
っ
た
（
意
見
送
付
の
期
限

は
同
年
12
月
と
さ
れ
た
）。
と
こ
ろ
が
、
ダ
ム
の
建
設
は

2
0
0
5
年
1
月
に
開
始
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ほ
ど
遅
い

段
階
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
ど
の
よ

う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
は
、
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
政
府
の
意
見
が
事
業
の
内
容
を
左
右
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
ろ
う
。

事
後
E
I
A

2
0
0
5
年
か
ら
2
0
0
6
年
に
か
け
て
、
ベ
ト
ナ

ム
政
府
は
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
両
河
川
流
域
で
の
ダ
ム

開
発
が
、
下
流
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
内
に
お
よ
ぼ
す
影
響
の
調
査

を
委
託
し
た
。
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
で
の
調
査
は
、
2
0
0
6

年
11
月
に
「
ス
レ
ポ
ッ
ク
事
後
E
I
A
報
告
書
」
と
し
て

出
版
の
運
び
と
な
る
一
方
、
セ
サ
ン
川
で
の
調
査
結
果
は
、

2
0
0
7
年
7
月
の
「
セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
」
に

ま
と
め
ら
れ
た
。

2
つ
の
事
後
E
I
A
の
委
託
を
受
け
た
の
はSW

ECO

 

Grøner

社
で
、
S
I
D
A
と
N
O
R
A
D
が
支
援
す
る

ベ
ト
ナ
ム
国
家
水
力
発
電
計
画
の
一
部
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
は
、
計
画
中
の
も
の
も
ふ
く
め
た
ダ
ム
が
下

流
に
も
た
ら
す
影
響
を
調
査
し
、
最
終
的
に
緩
和
策
を
提
案

し
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に
運
転
・
建
設
中
の
ダ
ム
が
存

在
す
る
中
で
実
施
さ
れ
た
調
査
を
「
E
I
A
」
と
呼
ぶ
こ
と

は
で
き
な
い
。

流
域
住
民
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
も
、
ま
ず
、
調
査
の
公

平
性
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
そ
れ
は
、SW

ECO

 Grøner

が
、
セ
サ
ン
川
の
ダ
ム
開
発
に
深
く
か
か
わ
っ
て
き
た
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
親
会
社
のSW

ECO

とSW
ECO

 

Grøner

の
前
身Statkraft Grøner

の
2
社
は
、
ベ
ト
ナ
ム

国
家
水
力
発
電
計
画
お
よ
び
セ
サ
ン
3
ダ
ム
に
関
す
る
調
査

を
実
施
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
、
セ
サ
ン
共
同
委
員
会

の
席
で
、
2
社
は
流
域
で
の
ダ
ム
事
業
に
深
い
利
害
関
係
を

持
つ
と
訴
え
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
こ
の
意
見
を
無
視
し

て
、
2
0
0
5
年
、
2
社
を
雇
用
し
た
。
ま
た
、
セ
サ
ン

川
の
調
査
の
費
用
の
一
部
を
負
担
し
た
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
政

府
の
2
社
に
対
す
る
影
響
力
は
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。
M
R
C

も
事
後
E
I
A
に
関
与
し
た
が
、
最
低
限
の
レ
ベ
ル
に
と

ど
ま
っ
た
（W

yatt &

 Baird, 2007

）。

2
つ
の
事
後
E
I
A
が
国
際
的
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
やSW

ECO
 

Grøner
で
す
ら
、
こ
れ
が
E
I
A
で
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
（Scurrah, 2007

）。SW
ECO

 Grøner

社
の
ト
ー

ラ
・
ハ
ー
ゲ
ン
副
社
長
も
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

領
内
で
は
「
早
急
な
E
I
A
報
告
書
」
し
か
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
認
め
て
い
る
。
同
社
の
調
査
団
は
、

2
0
0
5
年
11
月
、
た
っ
た
2
週
間
ラ
タ
ナ
キ
リ
・
ス
ト

ゥ
ン
ト
レ
ン
両
州
に
滞
在
し
た
だ
け
で
あ
る
。「
E
I
A
報

告
書
を
完
成
さ
せ
る
に
は
、
雨
季
と
乾
季
両
方
の
調
査
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
最
低
あ
と
1
年
は
か
か
る
」
と
、
ハ
ー
ゲ

ン
副
社
長
は
発
言
し
て
い
る
（Sam

, 2007

）。
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
環
境
省
E
I
A
局
の
職
員
も
、「
こ
れ
は
E
I
A
報

告
書
で
は
な
く
、
初
期
E
I
A
報
告
書
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（Scurrah, 2007

）。

セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
は
、
村
び
と
た
ち
が
長
年

訴
え
て
き
た
問
題
を
追
認
し
、
今
後
の
ダ
ム
開
発
で
さ
ら
な

る
影
響
が
発
生
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
点
で
評
価
で
き
る
。

一
方
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
事
後
E
I
A
報
告
書
は
、
ス
レ
ポ
ッ

ク
川
の
ダ
ム
開
発
が
下
流
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
も
た
ら
し
て
い
る

被
害
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
開
発
が
進
む

に
つ
れ
、
セ
サ
ン
川
と
同
様
の
問
題
が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
こ

と
を
予
見
し
た
（SW

ECO

 Grøner, 2006a

）。

事
後
E
I
A
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
緩
和
策
も
提
案
し

た
。
以
下
は
、
セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
が
、
ダ
ム
の

操
業
に
よ
る
悪
影
響
に
対
し
て
提
案
し
た
緩
和
策
で
あ
る
。

セ
サ
ン




4
A
調
整
池
を
設
置
す
る
こ
と
。

導
水
路
の
放
水
お
よ
び
急
激
な
流
れ
に
対
す
る
早
期




警
報
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
。

雨
季
に
は
貯
水
池
の
貯
水
を
延
期
す
る
こ
と
。




河
川
お
よ
び
貯
水
池
へ
の
栄
養
分
の
流
失
を
抑
え
る




こ
と
。

水
産
資
源
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
養
殖
プ
ロ
グ
ラ
ム
を




考
案
す
る
こ
と
。

下
流
の
被
害
に
対
す
る
補
償
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
6

項
目
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

養
殖
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
上
げ



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家
畜
飼
育
や
養
鶏
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
上
げ




作
物
管
理
や
補
助
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
上
げ




地
域
主
導
の
森
林
管
理
や
社
会
森
林
プ
ロ
グ
ラ
ム
の




立
上
げ
・
強
化

電
力
の
供
給




医
療
制
度
の
改
善


セ

サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
は
、
さ
ら
に
、
被
害
住
民

や
地
元
当
局
、
N
G
O
な
ど
の
関
係
者
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
緩
和
策
を
立
案
す
る
べ
き
で
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
N
G
O
が
参
加
す
べ
き
だ
と
も
述
べ
て
い
る
。
ス
レ
ポ

ッ
ク
事
後
E
I
A
報
告
書
で
も
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
4
で
放
水

を
調
節
し
下
流
の
水
位
変
動
を
改
善
す
る
、
な
ど
の
緩
和
策

が
提
案
さ
れ
て
い
る
（SW

ECO

 Grøner, 2006a

）。

し
か
し
な
が
ら
、
2
0
0
8
年
3
月
に
開
催
さ
れ
た

セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
共
同
委
員
会
第
4
回
会
合
の
議
事

録
（Cam

bodian and V
ietnam

ese Com
m
ittees for 

the M
anagem

ent of the Se San and Srepok Rivers, 

2008

）
を
読
む
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
両
政
府
が
、

報
告
書
に
盛
ら
れ
た
緩
和
策
を
ど
れ
ほ
ど
真
剣
に
実
施
す
る

気
が
あ
る
の
か
疑
念
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
ず
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
、
セ
サ
ン
川
開
発
に
つ
い
て
は
セ
サ
ン

4
A
調
整
池
を
う
ま
く
運
転
す
る
こ
と
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
川

開
発
に
関
し
て
は
、
事
後
E
I
A
に
N
G
O
が
不
満
を
持

っ
て
い
る
と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
で
再
度
E
I
A
を
実

施
す
る
よ
う
要
望
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
セ
サ
ン
4
A
調
整
池
が
下
流
へ
の
放

水
を
管
理
す
る
と
回
答
し
、
E
I
A
の
や
り
直
し
は
資
金

次
第
で
あ
る
と
し
た
。
第
4
回
会
合
は
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ

ッ
ク
両
河
川
の
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
対
し
て
M
R
C
事

務
局
の
支
援
を
要
請
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
幕
を
閉
じ
た
。

か
り
に
緩
和
策
が
実
施
さ
れ
た
と
し
て
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
領

内
に
あ
ら
た
に
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
れ
ば
、
緩
和
策
自
体
が
ほ

と
ん
ど
意
味
を
持
た
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

セ
サ
ン
下
流
２
ダ
ム

　

E
I
A
報
告
書
案
は
、
す
で
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
に
提

出
さ
れ
、
政
府
の
承
認
を
待
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
（Tek, 
2008

）。
2
0
0
8
年
5
月
、
セ
サ
ン
下
流
2
ダ
ム
を

め
ぐ
る
公
聴
会
で
配
布
さ
れ
た
資
料
（PECC-1 &

 KCC, 

2008
）
に
よ
る
と
、
E
I
A
報
告
書
案
の
結
論
は
、「（
事

業
に
よ
る
）
恩
恵
は
長
期
に
わ
た
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
大
部

分
を
占
め
る
」
と
い
っ
た
、
ダ
ム
に
よ
る
便
益
を
強
調
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
セ
サ
ン
川
ダ
ム
開
発
の
中
で
、

被
害
を
受
け
た
村
び
と
た
ち
が
訴
え
て
き
た
点
に
対
す
る
根

本
的
な
反
省
は
微
塵
も
読
み
と
れ
な
い
。
一
例
と
し
て
、
漁

業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
一
方
で
「
ダ
ム
建
設
は
水
生
動
物

種
お
よ
び
魚
種
の
い
く
つ
か
に
と
っ
て
生
息
環
境
の
変
化
を

誘
引
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
緩
和
策
と

し
て
は
、「（
ダ
ム
の
）
貯
水
池
に
お
け
る
漁
業
」
を
提
案
し
、

「（
前
略
）
…
貯
水
池
は
、
漁
業
お
よ
び
養
殖
業
に
好
ま
し
い

環
境
と
な
る
」
と
断
言
し
て
い
る
。
農
業
へ
の
影
響
に
つ
い

て
は
、「（
ダ
ム
が
で
き
れ
ば
）
乾
季
に
水
を
供
給
し
、
二
期

作
が
可
能
と
な
る
た
め
、
貯
水
池
周
辺
の
農
業
生
産
が
向
上

す
る
」
と
し
て
い
る
。
洪
水
に
関
し
て
は
、「
貯
水
池
が
洪

水
を
減
速
さ
せ
る
」
と
す
ら
強
弁
し
て
い
る
。
健
康
・
保
健
・

衛
生
面
で
は
、「
大
気
・
土
壌
・
水
質
汚
染
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
り
、
疾
病
が
発
生
す
る
」
と
い
う
記
述
は
見
ら
れ
る

が
、
被
害
が
出
る
の
は
建
設
中
に
限
ら
れ
、
緩
和
策
で
最
小

化
で
き
る
と
し
て
い
る
。

セサン下流 2 ダムの建設予定地周辺
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も
っと

知
り

た
い！

村
人
の
要
望
、
関
係
者
の
対
応

も
っと

知
り

た
い！

以
下
で
は
、
流
域
住
民
と
N
G
O
の
動
き
や
関
係
者
の

対
応
を
時
系
列
に
ま
と
め
た
。

セ
サ
ン
川
下
流
で
被
害
が
発
生

（
1
9
9
6
年
後
半
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
セ
サ
ン
川
流
域
に
住
む
村
び
と
た
ち

が
、
は
じ
め
て
異
常
な
洪
水
に
よ
る
損
害
を
受
け
た
の
は

1
9
9
6
年
後
半
、
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
建
設
が
1
9
9
3
年

11
月
に
始
ま
っ
て
、
約
3
年
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
と
き

の
洪
水
は
、
ダ
ム
建
設
に
必
要
な
導
水
ダ
ム
に
よ
っ
て
発
生

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
村
び
と
た
ち
は
、
ベ
ト
ナ
ム
側
で
ダ

ム
が
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
す
ら
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
川

の
異
常
は
精
霊
の
業
（
わ
ざ
）
だ
と
信
じ
て
い
た
。
以
降
、

雨
季
の
洪
水
は
従
来
よ
り
も
規
模
を
増
し
、
お
ま
け
に
予
測

不
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
地
元
住
民
の
間
で
は
死
者

を
ふ
く
め
て
深
刻
な
被
害
が
発
生
し
た
。

「村のみんなは、ヤリ滝ダムのことで、とっても憤

慨してますよ。政府が解決してくれないなら、ダム

まで行って自分たちの手で壊してやります」。

ブー・トーさん、セサン川沿いパドール村　2003 年

N
G
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
足
、

　

自
主
的
調
査
を
実
施

（
2
0
0
0
年
2
月
）

ラ
タ
ナ
キ
リ
州
で
、
自
然
資
源
や
村
び
と
た
ち
の

生
計
手
段
に
関
連
す
る
草
の
根
の
活
動
を
実
践
し
て
き

た
N
G
O
、N

on-Tim
ber Forest Products Project

（
N
T
F
P
）
な
ど
が
、
セ
サ
ン
川
の
異
常
と
住
民
へ
の
被

害
を
憂
慮
し
、
他
の
N
G
O
と
も
協
力
し
て
流
域
の
村
々

の
状
況
を
調
べ
、
会
合
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
2
0
0
0

年
2
月
、
内
外
の
N
G
O
が
「
セ
サ
ン
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
と
い
う
ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
、

流
域
の
状
況
を
監
視
す
る
よ
う
に
な
る
。
創
設
時
の
メ
ン
バ

ー
に
は
、
N
T
F
P
を
は
じ
め
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
N
G
O
フ

ォ
ー
ラ
ム
（N

GO

 Forum

 on Cam
bodia

）、
オ
ク
ス
フ
ァ

ム
・
ア
メ
リ
カ
東
ア
ジ
ア
地
域
事
務
所
（O

xfam

 Am
erica 

East Asia Regional O
ffice

）
な
ど
が
名
前
を
つ
ら
ね

た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
活
発
化
す
る
に
つ
れ
て
、

Culture and Environm
ent Preservation Association 

（
C
E
P
A
）
な
ど
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
2
0
0
0
年
2
月
、
セ

サ
ン
川
問
題
の
概
要
を
ま
と
め
た
報
告
を
作
成
し
、
さ
ら

に
2
つ
の
本
格
的
調
査
の
実
施
を
決
め
た
。
こ
の
調
査
で

は
、
現
地
当
局
と
の
協
力
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
内
の
セ
サ

ン
川
沿
い
に
点
在
す
る
全
90
か
所
の
村
（
当
時
）
か
ら
の

聞
き
取
り
が
実
現
し
た
。
最
初
の
調
査
（Fisheries O

ffice 
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 N
TFP, 2000

）
は
、
2
0
0
0
年
4
、
5
月
に
ラ
タ
ナ

キ
リ
州
で
実
施
、
2
番
目
の
調
査
（Baird et  

al., 2002

）

は
、
2
0
0
1
年
12
月
か
ら
翌
2
0
0
2
年
1
月
に
か
け

て
、
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
で
行
わ
れ
た
。

M
R
C
が
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
を
視
察
、

　

政
府
も
問
題
を
公
式
確
認

（
2
0
0
0
年
3
月
）

2
0
0
0
年
2
月
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
報
告
を

受
け
て
、
同
年
3
月
、
M
R
C
は
、
事
実
関
係
調
査
使
節

団
を
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
に
派
遣
し
た
。
同
時
に
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
・
ベ
ト
ナ
ム
両
国
政
府
か
ら
国
境
を
越
え
た
洪
水
問
題
に

つ
い
て
の
報
告
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
、
使
節
団
は
、
水

位
が
極
度
に
低
い
1
9
9
8
年
の
乾
季
（
4
、
5
月
）
と

1
9
9
9
年
の
雨
季
の
洪
水
時
に
、
水
位
の
異
常
変
動
が

発
生
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
M
R
C
の
報

告
に
よ
れ
ば
、
2
0
0
0
年
1
月
か
ら
3
月
上
旬
、
1
時

間
あ
た
り
4
、
5
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
水
位
の
乱
高
下
が
7

日
か
ら
10
日
の
周
期
で
続
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ヤ
リ
滝

ダ
ム
の
放
水
が
国
境
を
越
え
た
洪
水
を
発
生
さ
せ
て
い
る
点

が
政
府
間
で
確
認
さ
れ
た
（
松
本
、 

2
0
0
3
）。

ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
謝
罪

（
2
0
0
0
年
4
月
）

2
0
0
0
年
4
月
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
同
年
1
月
か

ら
3
月
、
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
放
水
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
洪
水
や
高

波
を
引
き
起
こ
し
、
5
名
も
の
死
者
を
出
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
に
対
し
て
公
式
に
謝
罪
し
た
。
同
時

に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
地
方
当
局
関
係
者
が
謝
罪
の
た
め
に
ラ
タ

ナ
キ
リ
州
を
訪
れ
、
同
州
副
知
事
に
対
し
て
、「
今
後
、
事

前
警
告
な
く
下
流
に
放
水
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
明
言
し
た

（
松
本
、 

2
0
0
3
）。
し
か
し
、
こ
う
し
た
動
き
の
裏
で
ダ

ム
開
発
は
着
実
に
進
行
し
て
い
た
。
ベ
ト
ナ
ム
側
の
謝
罪
が

あ
っ
た
2
0
0
0
年
5
月
、
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
2
基
の
タ
ー

ビ
ン
が
運
転
を
開
始
。
セ
サ
ン
3
ダ
ム
の
実
施
可
能
性
調
査

も
進
ん
で
い
た
。

A
D
B
が
セ
サ
ン
3
ダ
ム
事
業

　

か
ら
撤
退 （
2
0
0
0
年
10
月
）

1
9
9
9
年
7
月
、
A
D
B
は
、
セ
サ
ン
3
ダ
ム
建
設

へ
の
技
術
支
援
の
提
供
を
決
定
し
て
い
た
。
こ
の
技
術
支

援
に
よ
っ
て
2
0
0
0
年
4
月
、
E
I
A
報
告
書
案
が
完

成
。
同
報
告
書
案
は
、
下
流
へ
の
悪
影
響
を
軽
視
・
無
視

し
た
従
来
の
調
査
を
厳
し
く
批
判
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
で

の
調
査
や
緩
和
策
を
提
案
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
こ
の

報
告
書
案
を
承
認
せ
ず
、
同
年
10
月
、「
A
D
B
か
ら
の
事

業
支
援
は
、
も
は
や
必
要
な
い
」
と
発
表
し
た
（H

irsch &

 

W
yatt, 2004

）。

M
R
C
事
務
局
が
介
入
、
セ
サ

　

ン
共
同
委
員
会
が
発
足

（
2
0
0
0
年
10
月
）

2
0
0
0
年
10
月
、
M
R
C
は
第
7
回
理
事
会
を
開
催
。

こ
の
席
で
、
M
R
C
事
務
局
の
提
案
に
よ
り
、
セ
サ
ン
川

の
管
理
に
つ
い
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
両
国
が
対
話

を
す
る
場
と
し
て
、「
セ
サ
ン
共
同
委
員
会
」
が
発
足
し
た
。

M
R
C
理
事
会
で
加
盟
国
間
の
対
話
を
開
始
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
1
9
9
5
年
の
メ
コ
ン
河
協
定
34
条
、
18 

C
条
、

24 

F
条
が
そ
の
根
拠
と
な
る
（M

RC, 1995

）。
34
条
に

よ
る
と
、
こ
う
し
た
対
話
は
M
R
C
が
主
導
す
る
。
セ
サ

ン
川
問
題
に
よ
っ
て
、
M
R
C
は
、
発
足
以
来
は
じ
め
て
、

34
条
、
18 

C
条
、
24 

F
条
の
定
め
る
手
続
き
を
踏
む
こ

と
に
な
っ
た
（W

yatt &

 Baird, 2007

）。
こ
れ
で
紛
争
が

解
決
で
き
な
い
場
合
は
、
35
条
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
国
政

府
間
の
交
渉
に
入
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
35
条
の
発
動
を
求
め
て
い
な
い
。
セ
サ

ン
共
同
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
4
度
の
会
合
を
開
い
た
が
、

M
R
C
の
関
与
は
最
小
限
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
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カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
両
政

　

府
が
初
会
合
、
5
項
目
の
解

　

決
策
で
合
意（

2
0
0
0
年
12
月
）

2
0
0
0
年
12
月
、
M
R
C
の
関
与
に
よ
り
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
国
内
メ
コ
ン
委
員
会
事
務
局
長
、
関
係
省
庁
職
員
、

県
担
当
者
ら
か
ら
成
る
代
表
団
が
ヤ
リ
滝
ダ
ム
現
地
を
訪
れ
、

ベ
ト
ナ
ム
政
府
関
係
者
と
会
談
し
た
（
松
本
、 
2
0
0
3
）。

そ
の
席
で
、
両
国
政
府
代
表
団
は
、
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
放
水
に

よ
る
下
流
へ
の
被
害
を
回
避
す
る
た
め
と
し
て
5
項
目
の

「
解
決
策
」
に
合
意
し
た
。
こ
れ
は
、
の
ち
の
2
0
0
3
年

11
月
、
第
3
回
共
同
委
員
会
会
合
の
席
で
、
ベ
ト
ナ
ム
首
相

に
よ
る
指
示
書
と
し
て
公
表
さ
れ
た
も
の
と
同
様
の
内
容
で

あ
る
（EVN

, 2003

）。

解
決
策




1　

通
常
お
よ
び
非
常
の
状
況
に
お
い
て
、

ベ
ト
ナ
ム
は
、
貯
水
池
の
操
業
、
特
に
放
水
に
関
す

る
情
報
を
、
十
分
か
つ
事
前
に
、
適
切
な
経
路
を
通

じ
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
共
有
す
る
。
同
様
に
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
お
け
る
川
の
状
況
に
関
す
る
情
報
も
、
お
な

じ
方
法
で
伝
達
す
る
。

解
決
策




2　

セ
サ
ン
川
流
域
に
住
む
人
び
と
が
、
水

位
の
変
動
を
認
識
し
、
予
防
措
置
が
取
れ
る
よ
う
に

ヤ
リ
滝
ダ
ム
貯
水
池
か
ら
の
放
水
は
徐
々
に
実
施
す

る
。

解
決
策




3　

通
常
の
状
況
下
で
は
、
約
15
日
先
の
放

水
に
つ
い
て
、
国
内
メ
コ
ン
委
員
会
、
関
連
す
る
州

当
局
、
M
R
C
を
通
じ
て
通
知
を
発
す
る
。

解
決
策




4　

緊
急
お
よ
び
極
端
な
洪
水
状
況
下
で
は
、

関
連
す
る
諸
機
関
に
直
ち
に
警
告
を
発
す
る
。 

解
決
策




5　

環
境
影
響
の
緩
和
に
関
す
る
調
査
に
つ

い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
M
R
C
同
席
の
下
、
別

途
協
議
す
る
。 

こ
れ
ら
5
項
目
の
解
決
策
は
、
ダ
ム
の
放
水
の
際
に
カ

ン
ボ
ジ
ア
へ
配
慮
す
る
こ
と
で
、
表
面
上
は
ベ
ト
ナ
ム
政
府

が
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
に
歩
み
寄
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
実
質
的
に
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
交
渉
や
協
議
す
る
こ

と
な
し
に
、
ベ
ト
ナ
ム
が
ダ
ム
の
放
水
様
式
を
一
方
的
に
決

め
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
放
水
の
事
前
通
知

を
発
す
る
と
し
て
い
る
が
、
遠
隔
地
に
住
む
村
び
と
た
ち
の

元
に
は
通
知
が
事
前
に
届
か
な
い
こ
と
が
多
く
、
現
実
的
な

解
決
策
と
は
い
え
な
い
。
第
5
項
目
の
「
調
査
」
だ
が
、
こ

の
合
意
の
日
か
ら
調
査
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
実
に

約
5
年
の
年
月
が
か
か
っ
た
。
し
か
も
、
調
査
の
提
言
が
実

施
に
移
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
大
き
な
疑
問
が
あ
る
。

セ
サ
ン
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

　

発
足
、
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

が
拡
大
（
2
0
0
1
年
12
月
）

2
0
0
1
年
半
ば
に
な
っ
て
も
状
況
の
改
善
が
望
め
な

い
た
め
、
セ
サ
ン
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
あ
ら
た
な

活
動
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、

地
元
住
民
代
表
、
ラ
タ
ナ
キ
リ
・
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
両
州
お

よ
び
郡
職
員
が
議
論
し
た
結
果
、「
セ
サ
ン
保
全
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
S
P
N
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
M
R
C
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
の
国
内
メ
コ
ン
委
員
会
、
援
助
国
・

援
助
機
関
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
問
題
解
決
を
目
指
す
方
針

が
決
定
さ
れ
た
。
S
P
N
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
の
柱
に

は
、
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
・
強
化
を
支
援
す
る
こ
と
、

住
民
の
懸
念
や
要
求
の
根
拠
と
な
る
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
、

地
方
当
局
や
国
内
外
の
N
G
O
と
協
力
関
係
を
築
き
、
技

術
的
な
面
や
働
き
か
け
の
手
段
に
対
し
て
支
援
を
得
る
こ
と
、

な
ど
が
据
え
ら
れ
た
。

2
0
0
1
年
12
月
、
こ
う
し
た
活
動
が
、「
セ
サ
ン
保

全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
S
P
N
）
の
設
立
と
し
て
結
実
す
る
。

S
P
N
が
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
援
す
る
際
に
重
要
視

し
た
の
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造
が
住
民
の
視
点
か
ら
見

て
公
正
で
あ
り
、
住
民
の
統
一
し
た
声
を
発
信
で
き
る
こ

と
だ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
2
0
0
2
年
、
郡
長
、

集
合
村
長
、
村
長
、
村
の
長
老
た
ち
、
村
の
リ
ー
ダ
ー
的
人

物
、
郡
の
教
育
・
保
健
・
農
村
事
務
所
な
ど
の
地
元
政
府
、
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S
P
N
事
務
局
が
議
論
を
積
み
重
ね
た
。
こ
の
結
果
と
し

て
、
現
在
の
組
織
形
態
（
囲
み
4
）
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
基
本
的
方
針
は
、
S
P
N

が
発
展
し
た
3
S
P
N
に
お
い
て
も
変
わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

る
活
動
は
村
び
と
た
ち
と
協
議
の
上
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

7
か
村
で
始
ま
っ
た
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
急
速
に

拡
大
し
、
2
0
0
8
年
現
在
、
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
の
セ
サ
ン

川
沿
い
の
全
60
か
村
が
加
盟
し
て
い
る
。
セ
サ
ン
川
開
発
に

対
し
て
、
地
元
住
民
の
声
を
代
表
し
、
抗
議
の
声
や
意
見
を

外
部
に
伝
え
る
能
力
を
持
つ
組
織
に
発
展
し
た
と
言
え
る
。

セ
サ
ン
川
流
域
住
民
が
統
一
要

　

望
書
を
提
出（

2
0
0
2
年
11
月
）

2
0
0
1
年
12
月
か
ら
翌
2
0
0
2
年
1
月
に
か
け
て

行
わ
れ
た
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
で
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
、

ラ
タ
ナ
キ
リ
州
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン

州
で
も
1
9
9
6
年
以
降
、
不
自
然
な
洪
水
や
水
質
汚
濁

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
住
民
生
活
に
も
悪
影
響
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
調
査
の
結
果
を
議
論
す

る
た
め
に
、
2
0
0
2
年
6
月
、
住
民
集
会
が
開
か
れ
た

が
、
そ
の
直
前
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
、
セ
サ
ン
川
上
流
に
セ

サ
ン
3
ダ
ム
を
建
設
す
る
と
発
表
し
た
。
集
会
に
集
ま
っ
た

村
び
と
た
ち
は
、
ヤ
リ
滝
ダ
ム
問
題
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
、

あ
ら
た
な
ダ
ム
建
設
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
強
い
懸
念
と
憤
り

を
感
じ
、
同
年
11
月
、「
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
セ
サ
ン
川
流
域
に

住
む
諸
少
数
民
族
に
よ
る
共
同
声
明
」（Representatives 

of the Ethnic Groups Living along the Sesan River 

of the Four D
istricts in Ratanakiri , 2002

）
を
発
し
た
。

共
同
声
明
は
、
以
下
の
点
を
要
求
し
て
い
る
。

囲み 4
2005 年 10 月、 セ サ ン 保 全 ネ ッ ト

ワ ー ク（SPN） は、「 セ サ ン・ ス レ ポ
ック・セコン保全ネットワーク」（3S 
Protection Network=3SPN）に発展解消
し、あらたなスタートを切ることになっ
た。3SPN は NGO の形態をとった地域
住民の運動体である。事務局はラタナキ
リ州にあり、現地・国内・国際レベルで
さまざまな団体・個人と協力しつつ活動
を展開している。3SPN の活動目標は、
セサン・スレポック・セコン川流域の住
民が持つ河川環境や自然資源に対する権
利が尊重・強化され、大規模開発によっ
て破壊された（あるいは、破壊の危機に
直面している）河川流域が回復され、被
害住民が正当な補償を受けられるように
なることである。3SPN は、資源の消費

と分配は、生態系の持続可能性および社会正義の原則に基
づくべきであると主張する。

3SPN の主な活動は、流域で生活する村びとたちが、自
分自身で意見や懸念を表明できるように、ネットワークを
支援・強化してゆくことである。現在、3SPN の支援を受
けて、2 つの住民ネットワークが活動している。ひとつは、
ラタナキリ州のセサン川流域全 60 か村で構成する「セサ
ン保全ネットワーク」、もうひとつは、ラタナキリ州のス
レポック川流域全 14 か村で構成する「スレポック保全ネ
ットワーク」である。

住民ネットワークは、地域の伝統的な社会構造を基盤に、
村レベルから郡レベルへと組織されている。まず、村レベ
ルでは、男女各 1 名の代表を、村ごとに、村びとによって
選出する。集合村のレベルでは、村の代表、集合村評議会
の議員、村長や長老たちで構成する集合村委員会が設置さ
れている。さらに、郡レベルになると、村の代表の中から、
各郡に男女各 1 名の代表を選挙によって選出する。郡の代
表は、毎月約 14 日をネットワークのための活動に費やし、
その結果を郡のワーキンググループに報告する。ワーキン
ググループには郡で尊敬を集めている長老たちが集まり、
集合村委員会のメンバーとともに、ネットワークの活動に
関して助言する。住民代表は全員無給で、自主的にネット
ワークの活動に取り組んでいる。ストゥントレン州のセサ
ン・スレポック・セコン川流域に住む村びとたちに対する
支援は、同州で草の根活動を展開している CEPA に協力す
る形で実施している。

も
っと

知
り

た
い！

セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・

セ
コ
ン
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
っと

知
り

た
い！
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カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
関
係
機
関
と
協
力
し
、
セ
サ
ン




川
の
水
力
発
電
ダ
ム
、
と
り
わ
け
セ
サ
ン
3
と
セ
サ

ン
4
ダ
ム
の
建
設
中
止
に
向
け
て
尽
力
す
る
こ
と
。

セ
サ
ン
川
を
元
の
自
然
な
流
れ
に
戻
す
こ
と
。




ダ
ム
を
建
設
し
た
者
お
よ
び
建
設
に
資
金
を
提
供
し




た
者
は
、
被
害
を
受
け
た
住
民
の
全
財
産
を
弁
償
す

る
こ
と
。

政
府
は
ベ
ト
ナ
ム
政
府
と
交
渉
し
て
解
決
策
を
見
出




す
こ
と
。

M
R
C




を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
は
ラ
タ
ナ
キ
リ
州

を
訪
れ
、
セ
サ
ン
川
流
域
住
民
と
協
議
を
ま
じ
え
な

が
ら
被
害
を
調
査
す
る
こ
と
。

同
様
の
要
求
は
、
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
の
S
P
N
代
表

者
か
ら
も
出
さ
れ
た
。
こ
れ
以
上
ダ
ム
を
造
ら
せ
な
い
、
川

を
自
然
な
流
れ
に
戻
す
、
損
害
を
補
償
さ
せ
る
と
い
う
3
つ

の
要
求
は
、
こ
れ
以
降
も
現
在
に
至
る
ま
で
不
変
で
、
住
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
目
標
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
。

セ
サ
ン
共
同
委
員
会
が
第
1
回
～

　

3
回
会
合
を
開
催

　
（
2
0
0
1
年
7
月
、
2
0
0
2
年

　

4
月
、
2
0
0
3
年
11
月
）

3
度
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
セ
サ
ン
共
同
委
員
会
の

会
合
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
ほ
ぼ
会
合
の
主
導
権
を
握
っ

て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
研
究
者
の
分
析

（W
yatt &

 Baird, 2007

）
を
以
下
に
ま
と
め
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
が
交
渉
の
席
で
弱
い
立
場
に
甘
ん
じ

る
し
か
な
い
理
由
と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
に
は
、
セ
サ

ン
川
問
題
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
す
る
だ
け
の
資
金
も
技
術

も
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
自
国
民
の
被
害
に
関
し
て
、

ベ
ト
ナ
ム
政
府
に
真
っ
向
か
ら
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
政
治

的
意
思
を
欠
い
て
い
る
。

例
え
ば
、
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
操
業
を
調
整
す
る
こ
と
で
、

下
流
に
発
生
す
る
水
位
の
変
動
を
弱
め
、河
岸
の
侵
食
や
舟
・

漁
具
の
流
失
な
ど
を
一
定
程
度
防
ぐ
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
に
は
、
ダ
ム
の
操
業
と
環
境
社

会
影
響
を
関
連
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
M
R
C

も
、
水
位
の
異
常
変
動
を
示
す
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
を
助
け
よ
う
と
も
し
な
い
。
カ
ン
ボ
ジ
ア

政
府
が
科
学
的
根
拠
を
示
せ
な
い
の
を
い
い
こ
と
に
、
ベ
ト

ナ
ム
政
府
は
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
操
業
に
関
す
る
議
論
を
避
け
つ

づ
け
た
。
ダ
ム
の
操
業
を
調
整
す
れ
ば
、
自
国
の
電
力
使
用

の
ピ
ー
ク
時
に
発
電
量
を
最
大
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
か
ら
だ
ろ
う
。

3
度
の
会
合
を
通
じ
て
、
セ
サ
ン
川
の
事
後
E
I
A
に

つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
領
内
の
セ
サ
ン
川
全
域
を
調
査
の
対
象
と
し
、
漁
業

へ
の
影
響
を
調
査
課
題
に
ふ
く
め
る
よ
う
要
求
し
た
。
ベ
ト

ナ
ム
政
府
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
譲
歩
し
た
が
、
調
査

を
実
施
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
選
定
な
ど
で
両
国
の
見
解

は
対
立
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
推
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
はSW

ECO

社
とStatkraft Grøner

社
だ
っ
た
が
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
、
両
社
が
こ
れ
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ム

開
発
に
深
く
関
与
し
て
き
た
点
に
難
色
を
示
し
た
。
結
局
、

2
0
0
5
年
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
の
意

向
を
無
視
し
て
両
社（
現SW

ECO

 Grøner

社
）を
雇
用
し
た
。

世
界
銀
行
と
S
I
D
A
の
対
応

（
2
0
0
3
年
8
月
、
10
月
）

2
0
0
3
年
8
月
、
世
界
銀
行
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所

長
が
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
を
訪
問
し
、
セ
サ
ン
川
流
域
の
住
民
た

ち
や
N
G
O
と
会
合
を
持
っ
た
。
こ
の
と
き
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
事
務
所
長
は
、「
世
界
銀
行
は
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
建
設
に
は

関
与
し
て
い
な
い
。
ヤ
リ
滝
ダ
ム
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
を
つ
な

ぐ
送
電
線
の
敷
設
を
支
援
し
た
だ
け
だ
」
と
述
べ
、
世
界
銀

行
に
事
態
を
改
善
す
る
責
任
が
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
し

か
し
一
方
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
長
は
、「
世
界
銀
行
が

持
つ
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
動
員
し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
み
、

ダ
ム
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
セ
サ
ン
川
流
域
の
村
び
と
を

支
援
す
る
よ
う
努
力
す
る
」
と
も
述
べ
た
（3SPN

, 2005

）。

こ
れ
以
降
、
N
G
O
は
世
界
銀
行
に
対
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム

政
府
に
働
き
か
け
る
よ
う
要
望
す
る
書
簡
を
何
通
か
送
っ

た
が
、
世
界
銀
行
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い

（Trandem
, 2008b

）。

2
0
0
3
年
10
月
、
S
P
N
は
S
I
D
A
と
会
合
を
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持
っ
た
。
S
I
D
A
も
ま
た
、
世
界
銀
行
と
お
な
じ
理
屈
で
、

「
S
I
D
A
は
ヤ
リ
滝
ダ
ム
の
建
設
に
関
与
し
て
い
な
い
。

セ
サ
ン
3
ダ
ム
と
3
A
ダ
ム
を
調
査
す
る
際
に
E
V
N
に

資
金
を
提
供
し
た
だ
け
で
、
ヤ
リ
滝
ダ
ム
に
よ
る
被
害
は

S
I
D
A
の
責
任
で
は
な
い
」
と
主
張
し
た
。
そ
れ
ば
か

り
か
、「
S
I
D
A
が
関
与
し
て
も
し
な
く
て
も
、
ベ
ト
ナ

ム
政
府
の
ダ
ム
開
発
は
進
む
で
あ
ろ
う
か
ら
、
S
I
D
A

は
ダ
ム
開
発
に
か
か
わ
る
こ
と
で
状
況
の
改
善
に
貢
献
で
き

る
」
と
述
べ
、
今
後
も
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ム
開
発
を
支
援
し
つ

づ
け
る
と
い
う
見
解
を
示
し
た
（3SPN

, 2005
）。

セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
で
ダ

　

ム
開
発
が
加
速
、
ス
レ
ポ
ッ

　

ク
川
で
問
題
が
顕
在
化

　
（
2
0
0
3
年
11
月
～
2
0
0
6
年
5
月
）

セ
サ
ン
川
で
は
、
2
0
0
3
年
11
月
に
プ
レ
イ
ク
ロ
ン

ダ
ム
、
2
0
0
5
年
1
月
に
セ
サ
ン
4
ダ
ム
の
建
設
が
始

ま
る
。
2
0
0
5
年
4
月
に
は
セ
サ
ン
3
ダ
ム
が
操
業
を

開
始
す
る
。

ス
レ
ポ
ッ
ク
川
上
流
で
は
、
1
9
9
0
年
に
ド
ラ
イ
ホ

リ
ン
・
オ
ー
ル
ド
ダ
ム
が
完
成
し
た
が
、
こ
の
ダ
ム
は
の
ち

に
操
業
を
中
止
し
て
い
た
。
し
か
し
、
2
0
0
3
年
12
月
、

ブ
オ
ン
ク
オ
ッ
プ
ダ
ム
、
翌
2
0
0
4
年
11
月
に
は
ブ
オ

ン
ト
ゥ
ア
ス
ラ
ダ
ム
の
建
設
が
始
ま
っ
た
。
ス
レ
ポ
ッ
ク
川

沿
い
の
住
民
は
、
2
0
0
4
年
か
ら
川
の
異
変
に
気
づ
き

は
じ
め
る
。
2
0
0
5
年
の
乾
季
に
は
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
川

の
水
位
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
低
下
し
、
2
0
0
5
年
8
月
、

9
月
、
12
月
に
は
、
大
洪
水
が
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
沿
い
の
村
々

を
襲
っ
た
。
2
0
0
6
年
、
水
位
の
異
常
変
動
は
年
間
を

通
し
て
発
生
。
2
0
0
6
年
雨
季
、
2
0
0
7
年
雨
季
と

洪
水
が
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
る
。

こ
の
間
、
流
域
の
住
民
た
ち
は
、
N
G
O
と
協
力
し
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
、
各
方
面
に
要
求
と
懸
念
を
訴
え
つ
づ

け
る
。
2
0
0
5
年
2
月
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ

コ
ン
の
三
河
川
が
メ
コ
ン
河
本
流
と
合
流
す
る
ス
ト
ゥ
ン
ト

レ
ン
州
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
北
東
部
漁
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
た
。
約
1
8
0
名
の
漁
民
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、

タ
イ
か
ら
集
い
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
中
央
・
地
元
政
府
職
員
や

内
外
の
N
G
O
も
多
数
参
加
し
た
。
2
日
間
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
た
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
N
G
O
や
政
府
関

係
者
が
流
域
規
模
で
の
魚
類
の
回
遊
に
関
す
る
研
究
結
果
を

発
表
し
、
メ
コ
ン
河
流
域
の
生
態
系
が
相
互
に
連
関
し
、
水

産
資
源
の
乱
獲
や
大
規
模
開
発
に
よ
る
環
境
破
壊
の
悪
影
響

が
流
域
全
体
に
お
よ
ぶ
と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
た
。

漁
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
漁
民
た
ち
の
間
で
は
、

そ
れ
ま
で
数
年
間
に
、
メ
コ
ン
河
全
域
で
魚
の
数
と
種
類
が

減
少
、
水
質
が
悪
化
し
、
水
位
も
不
規
則
に
変
動
す
る
な
ど
、

看
過
で
き
な
い
異
変
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
共
通
認
識
が

あ
っ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
こ
の
異
変
を
起
こ
す
原
因
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
ダ
ム
開
発
に
論
議
が
集
中
し
た
。
参
加
者

は
、
ダ
ム
建
設
が
河
川
の
生
態
系
、
川
に
生
き
る
人
び
と
の

左・漁業フォーラムでの発表。右・多数の漁民が参加した漁業フォーラム。



水の声　82

求
め
る
要
望
書
を
送
る
（Representatives of the Sesan 

Protection N
etw

ork in Ratanakiri and Stung Treng 

Provinces, 2005

）。
同
年
10
月
に
は
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
川

お
よ
び
セ
コ
ン
川
流
域
の
住
民
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
わ
り
、

S
P
N
を
3
S
P
N
に
改
組
。
2
0
0
6
年
5
月
、
今
度

は
三
河
川
沿
い
の
住
民
が
団
結
し
て
、
フ
ン
・
セ
ン
首
相

に
三
河
川
流
域
の
問
題
を
解
決
す
る
よ
う
訴
え
る
書
簡
を

提
出
し
た
（Representatives of the Sesan, Sre Pork, 

and Sekong Protection N
etw

ork in Rattanakiri and 

Stung Treng Provinces, 2006

）。

し
か
し
、
村
び
と
た
ち
の
要
望
に
対
し
て
真
摯
に
耳
を

傾
け
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
2
0
0
5
年
6
月
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
両
国
内
メ
コ
ン
委
員
会
が
行
っ
た
水
質
調

査
の
結
果
を
め
ぐ
る
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
る
。
し
か
し
、
両

国
内
メ
コ
ン
委
員
会
は
、
水
質
の
問
題
は
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
と
主
張
し
た
（Trandem

, 2008b

）。

2
0
0
5
年
8
月
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
政

府
に
対
し
て
セ
サ
ン
4
ダ
ム
の
E
I
A
報
告
書
案
を
送
付

し
、
見
解
を
求
め
て
き
た
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
カ
ン
ボ
ジ
ア

政
府
の
懸
念
に
配
慮
し
た
兆
し
か
と
も
思
わ
れ
た
が
、
実
は
、

セ
サ
ン
4
ダ
ム
の
建
設
は
7
か
月
前
、
2
0
0
5
年
1
月

に
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
（W

yatt &

 Baird, 2007

）。
こ

の
間
、
セ
サ
ン
共
同
委
員
会
は
1
度
も
開
催
さ
れ
ず
、
第

4
回
目
の
会
合
は
、
第
3
回
目
会
合
の
実
に
4
年
半
後
、

2
0
0
8
年
3
月
に
な
っ
て
や
っ
と
開
催
の
運
び
と
な
る
。

住
民
が
フ
ン
・
セ
ン
首
相
に
送
っ
た
要
望
書
に
は
、
今
日
に

至
る
ま
で
回
答
が
な
い
（Trandem

, 2008b

）。

セ
コ
ン
川
ダ
ム
開
発
が
活
発
化

（
2
0
0
6
月
4
月
～
）

セ
コ
ン
川
上
流
の
ラ
オ
ス
で
は
、
1
9
9
9
年
に
ホ

ア
イ
ホ
ダ
ム
が
操
業
を
開
始
し
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、

2
0
0
6
年
4
月
に
セ
カ
マ
ン
3
ダ
ム
の
建
設
が
は
じ
ま

る
。
2
0
0
8
年
現
在
、
少
な
く
と
も
12
か
所
の
ダ
ム
計

画
（
セ
カ
マ
ン
1
、
セ
カ
マ
ン
4
、
セ
コ
ン
3
、
セ
コ
ン
4
、

ストゥントレンの市場で東北タイを流れるム
ン川の魚を見つけてよろこぶタイの漁民。

文
化
・
習
慣
、
地
域
の
農
業
・
漁
業
・
生
計
・
生
活
を
脅
か

す
こ
と
を
、
各
地
か
ら
の
報
告
に
よ
っ
て
再
認
識
し
、
一
方

で
、
地
域
の
共
有
資
源
を
回
復
し
・
守
り
・
育
て
る
た
め
の

共
同
体
漁
業
な
ど
の
具
体
的
取
り
組
み
や
そ
の
課
題
に
つ
い

て
も
、
活
発
に
議
論
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
カ
ン
ボ
ジ

ア
北
東
部
漁
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
宣
言
」（Representatives of 

the Riparian Com
m
unities in Cam

bodia, Laos, and 

Thailand, 2005

）
を
発
し
て
、
幕
を
閉
じ
た
。

2
0
0
5
年
5
月
、
ラ
タ
ナ
キ
リ
・
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン

州
の
川
沿
い
の
住
民
が
、
フ
ン
・
セ
ン
首
相
に
問
題
解
決
を
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セ
コ
ン
5
、
ナ
ム
コ
ン
1
、
ナ
ム
コ
ン
2
、
ナ
ム
コ
ン
3
、

ダ
ク
エ
ム
ル
、
ホ
ア
イ
ラ
ム
パ
ン
ヤ
イ
、
セ
ピ
エ
ン
・
セ
ナ

ム
ノ
イ
、
セ
カ
タ
ム
）
が
進
行
中
で
あ
る
。

事
後
E
I
A
の
実
施

　
（
2
0
0
5
年
～
2
0
0
7
年
7
月
）

2
0
0
5
年
か
ら
2
0
0
6
年
に
か
け
て
、
セ
サ

ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
事
後
E
I
A
が
実
施
さ
れ
た
。
住
民

と
N
G
O
は
、
2
つ
の
事
後
E
I
A
報
告
書
の
公
開
と

見
直
し
を
、
E
V
N
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
メ
コ
ン
委
員
会
、

S
I
D
A
、
N
O
R
A
D
に
対
し
て
強
く
求
め
た
。

ス
レ
ポ
ッ
ク
事
後
E
I
A
報
告
書
を
め
ぐ
る
公
聴
会
は
、

2
0
0
7
年
1
月
12
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
両
国

内
メ
コ
ン
委
員
会
の
共
催
で
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
公
聴
会
に
は
、
E
V
N
副
総
裁
、
ベ
ト
ナ

ム
水
資
源
環
境
省
を
は
じ
め
と
す
る
ベ
ト
ナ
ム
政
府
各
省
庁

代
表
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
を
は
じ
め
と
す

る
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
各
省
庁
代
表
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
各
州
の
州

知
事
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
員
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
北
東
部
の

住
民
、
N
G
O
な
ど
、
約
1
5
0
名
が
出
席
し
た
（Sam

, 

2007

）。
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
流
域
の
村
び
と
た
ち
は
、
こ
こ
で

は
じ
め
て
E
V
N
や
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
メ
コ

ン
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

E
V
N
が
事
後
E
I
A
の
結
果
を
説
明
す
る
の
に
対

し
、
流
域
の
住
民
代
表
は
、
セ
サ
ン
川
で
起
き
た
数
々
の
問

題
を
参
照
し
な
が
ら
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
で
も
同
様
の
問
題
が

生
じ
る
可
能
性
と
、
そ
の
こ
と
に
対
す
る
懸
念
を
力
説
し
た
。

さ
ら
に
、
ダ
ム
建
設
の
一
時
中
止
、
ダ
ム
建
設
責
任
者
に
よ

る
補
償
、
ダ
ム
建
設
を
前
提
と
し
た
E
I
A
や
住
民
参
加

を
拒
む
ダ
ム
事
業
へ
の
資
金
提
供
停
止
を
求
め
つ
つ
、
あ
く

ま
で
上
流
に
ダ
ム
を
建
設
す
る
場
合
は
、
放
水
と
水
位
変
動

を
通
知
す
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
ま
た

同
日
、
住
民
は
被
害
状
況
と
要
望
に
つ
い
て
「
ベ
ト
ナ
ム

領
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
に
お
け
る
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
ス
レ
ポ

ッ
ク
流
域
住
民
に
よ
る
声
明
」（Representatives of the 

Srepok Com
m
unity, 2007

）
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
E
V
N
副
総
裁
は
、「
合
意
点
を
見
い

出
し
、
解
決
策
を
探
り
、
損
害
に
対
応
す
る
」
こ
と
を
約
束

し
た
（TERRA, 2006

）。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
も
、
ダ

ム
事
業
は
2
国
間
の
合
意
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
、
国
際
条

約
に
し
た
が
い
、
ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
両
国
国
民
の
利

益
に
な
る
よ
う
努
め
る
、
環
境
面
で
の
悪
影
響
を
緩
和
す
る
、

ス
レ
ポ
ッ
ク
事
後
E
I
A
報
告
書
を
改
善
す
る
な
ど
の
点

を
約
束
し
た
（Sam

, 2007

）。
さ
ら
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
国

内
メ
コ
ン
委
員
会
副
委
員
長
（
環
境
大
臣
兼
任
）
は
、
影
響

緩
和
策
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
水
力
発
電
開
発
計
画
を
継

続
し
な
い
と
発
言
し
た
（Sam

, 2007

）。

し
か
し
、
他
方
で
E
V
N
は
既
存
の
ダ
ム
に
よ
る
被
害

を
否
定
し
た
。
E
V
N
の
言
い
分
は
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
上

流
に
は
、
ブ
オ
ン
ク
オ
ッ
プ
、
ブ
オ
ン
ト
ゥ
ア
ス
ラ
、
ス
レ

ポ
ッ
ク
3
、
ド
ラ
イ
ホ
リ
ン
（
ニ
ュ
ー
）
の
4
か
所
の
ダ
ム

（
当
時
）
が
あ
る
が
、
河
川
の
水
量
に
影
響
す
る
ほ
ど
ダ
ム

スレポック事後 EIA 報告書をめぐる公聴会の様子（3SPN 提供）。
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カ
ン
ボ
ジ
ア
領
内
で
ダ
ム
開
発

　

が
進
行
（
2
0
0
6
月
後
半
～
）

三
河
川
流
域
の
ダ
ム
開
発
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
。

ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
に
対
し
て
、
セ
サ
ン
川

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
内
に
5
か
所
の
ダ
ム
を
建
設
す
る
計
画
を

提
案
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
い
ず
れ
も
発
電
を
目
的
と

し
、
東
か
ら
、
両
国
国
境
付
近
の
セ
サ
ン
下
流
1
ダ
ム
、
ラ

タ
ナ
キ
リ
州
の
セ
サ
ン
下
流
3
ダ
ム
、
プ
レ
ク
レ
ア
ン
1
ダ

ム
、
プ
レ
ク
レ
ア
ン
2
ダ
ム
、
ス
ト
ゥ
ン
ト
レ
ン
州
の
セ
サ

ン
下
流
2
ダ
ム
と
な
っ
て
い
る
（Sam

 &

 Barton, 2006

）。

現
在
、
セ
サ
ン
下
流
1
お
よ
び
下
流
2
ダ
ム
の
実
施
可
能
性

調
査
が
進
行
中
で
あ
る
。

セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
共
同
委

　

員
会
が
第
4
回
会
合
、
事
後

　

E
I
A
の
緩
和
策
の
行
方

（
2
0
0
8
年
3
月
）

セ
サ
ン
共
同
委
員
会
は
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
の
管
理
に
つ

い
て
も
議
論
で
き
る
場
と
な
り
、「
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク

共
同
委
員
会
」
と
改
称
さ
れ
る
。
第
4
回
会
合
で
、
セ
サ
ン

事
後
E
I
A
報
告
書
の
提
案
す
る
緩
和
策
の
検
討
を
住
民

と
N
G
O
は
期
待
し
た
が
、
議
事
録
（Cam

bodian and 

Vietnam
ese Com

m
ittees for the M

anagem
ent of the 

Se San and Srepok Rivers, 2008

）
か
ら
は
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
両
政
府
の
緩
和
策
実
施
に
対
す
る
熱
意
が

伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

会
合
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は
、
セ
サ
ン
川
問
題
に
つ
い

て
は
、
セ
サ
ン
4
A
調
整
池
の
適
切
な
運
営
を
要
望
す

る
に
と
ど
ま
り
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
に
つ
い
て
は
、
住
民
と

N
G
O
の
不
満
を
背
景
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
領
内
で
E
I
A

を
や
り
直
す
よ
う
求
め
る
の
み
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ベ

ト
ナ
ム
政
府
は
、
セ
サ
ン
4
A
調
整
池
を
運
用
す
る
こ
と

で
下
流
へ
の
放
水
を
管
理
す
る
と
答
え
、
ス
レ
ポ
ッ
ク
川
カ

ン
ボ
ジ
ア
領
内
で
の
E
I
A
の
実
施
は
資
金
の
有
無
に
よ

る
と
し
た
。
最
終
的
に
は
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
両
河
川

の
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
し
て
、
M
R
C
事
務
局
に
支

援
を
要
請
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
既
存
の

ダ
ム
に
よ
る
被
害
が
放
置
さ
れ
る
一
方
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・

ベ
ト
ナ
ム
両
国
政
府
は
、
セ
サ
ン
下
流
1
、
下
流
2
ダ
ム
の

調
査
を
迅
速
に
行
う
た
め
の
協
力
を
強
め
る
こ
と
を
確
認
し
、

会
合
は
締
め
く
く
ら
れ
た
。
今
後
、
共
同
委
員
会
の
開
催
は

年
1
度
と
な
り
、
次
回
の
会
合
は
2
0
0
9
年
ま
で
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
後
E
I
A
の
緩
和
策
の
実
施
が

ま
す
ま
す
危
ぶ
ま
れ
る
。

の
建
設
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
貯
水
も
完
了
し
て
い
な
い
の
で
、

ス
レ
ポ
ッ
ク
川
の
流
れ
に
も
変
化
は
生
じ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
村
び
と
た
ち
は
、
公
聴
会
開
催
を

評
価
し
な
が
ら
も
、
セ
サ
ン
川
問
題
を
解
決
し
え
て
い
な
い

E
V
N
が
持
ち
出
す
約
束
に
は
あ
く
ま
で
懐
疑
的
で
あ
っ
た

（Sam
, 2007

）。

ベ
ト
ナ
ム
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
両
国
内
メ
コ
ン
委
員
会

も
、
こ
の
席
で
2
つ
の
約
束
を
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
セ
サ

ン
事
後
E
I
A
報
告
書
を
公
開
す
る
こ
と
、
今
ひ
と
つ

は
、
2
0
0
7
年
3
月
に
、
セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告

書
を
め
ぐ
る
公
聴
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
後
、
国
内
委
員
会
か
ら
は
な
ん
の
連
絡
も
な
く
、

N
G
O
が
く
り
か
え
し
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、
2
0
0
7

年
6
月
末
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
1
8
7
ペ
ー
ジ
に
わ
た

る
セ
サ
ン
事
後
E
I
A
報
告
書
案
が
公
開
さ
れ
た
。
公
聴

会
は
、
そ
の
1
週
間
後
、
両
国
内
メ
コ
ン
委
員
会
の
共
催

で
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
報
告
書
案
は
英
語
版
の
み
、
公
聴
会
に
住
民
が
招
か
れ

な
か
っ
た
た
め
、
住
民
と
N
G
O
は
、
公
聴
会
を
延
期
し
、

手
続
き
を
改
善
す
る
よ
う
求
め
た
。
住
民
か
ら
は
要
望
書

（Com
m
unity Representatives Lving along the Sesan 

River in Ratanakiri Province, 2007

）
も
提
出
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
働
き
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
善
が
な
さ
れ
ぬ

ま
ま
、
2
0
0
7
年
7
月
5
日
、
両
国
内
メ
コ
ン
委
員
会

が
公
聴
会
の
強
行
開
催
に
お
よ
ん
だ
た
め
、
N
G
O
は
こ

の
公
聴
会
へ
の
参
加
を
拒
否
し
た
。
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も
っと

知
り

た
い！

お
わ
り
に

　

~

日
本
と
の
か
か
わ
り

~

も
っと

知
り

た
い！

2
0
0
1
年
12
月
に
S
P
N
が
活
動
を
開
始
し
て
、
今

年
で
8
年
の
月
日
が
流
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
間
被
害

住
民
は
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ
ン
三
河
川
流
域
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
つ
つ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム

両
政
府
を
は
じ
め
、
M
R
C
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
両

国
内
メ
コ
ン
河
委
員
会
、
関
連
援
助
国
・
国
際
援
助
機
関

へ
の
働
き
か
け
を
強
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
2
0
0
7

年
に
は
つ
い
に
、
1
9
9
0
年
後
半
か
ら
セ
サ
ン
川
流
域

の
住
民
た
ち
が
訴
え
て
き
た
数
々
の
問
題
を
セ
サ
ン
事
後

E
I
A
報
告
書
が
公
式
に
確
認
し
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ

ク
川
が
被
る
環
境
社
会
影
響
に
対
す
る
緩
和
策
を
提
案
す
る

ま
で
に
至
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ

ム
の
当
該
両
政
府
が
ど
れ
だ
け
真
剣
に
緩
和
策
を
実
施
す
る

つ
も
り
が
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
り
、
M
R
C
も
、
2
国
間

に
歴
然
と
存
在
す
る
力
関
係
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
だ
け

で
、
国
境
を
越
え
る
河
川
管
理
の
促
進
役
と
し
て
の
気
概
が

い
っ
こ
う
に
感
じ
ら
れ
な
い
。
今
後
も
、
村
び
と
た
ち
と

N
G
O
に
よ
る
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ね
ば
り
強
い
活
動
が

必
要
に
な
る
。

本
書
で
は
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ
ン
三
河
川

流
域
の
社
会
、
そ
こ
に
ダ
ム
開
発
が
も
た
ら
し
た
被
害
、
そ

し
て
問
題
解
決
を
目
指
す
村
び
と
た
ち
と
N
G
O
の
取
り

組
み
を
詳
細
に
述
べ
て
き
た
。
三
河
川
流
域
が
た
た
え
る
豊

か
さ
と
村
び
と
た
ち
に
も
た
ら
す
恵
み
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、

ダ
ム
開
発
に
よ
る
悪
影
響
が
看
過
し
難
い
も
の
で
あ
り
、
損

害
に
対
し
て
は
正
当
な
補
償
が
、
進
行
・
計
画
中
の
ダ
ム
開

発
に
対
し
て
は
過
去
の
教
訓
化
と
住
民
参
加
を
通
し
た
慎
重

な
判
断
や
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
と
思
う
。

そ
の
一
方
で
、
三
河
川
流
域
に
発
生
し
た
具
体
的
な
問

題
は
、
非
常
に
大
き
な
開
発
政
策
上
の
課
題
を
も
浮
き
彫
り

に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
越
境
す
る
環
境
問
題
を
十
分
に

議
論
し
、
有
効
性
の
あ
る
対
応
策
を
実
行
に
う
つ
す
こ
と
の

で
き
る
枠
組
み
の
確
立
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ダ
ム
建
設
な
ど

の
大
規
模
開
発
が
急
激
な
速
度
で
進
む
メ
コ
ン
河
流
域
に
お

い
て
、
ま
さ
に
火
急
の
課
題
で
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
枠

組
み
の
確
立
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
国
境
を
越
え
る
環
境
社

会
影
響
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
計
画
や
開
発
政
策
、
さ
ら
に

は
ダ
ム
な
ど
の
個
別
開
発
事
業
の
計
画
準
備
段
階
、
な
か
ん

ず
く
環
境
影
響
評
価
の
視
野
に
取
り
込
み
、
影
響
の
全
貌
と

実
態
を
把
握
し
、
回
避
し
、
必
要
な
緩
和
策
を
講
じ
、
そ
れ

ら
を
政
策
や
個
別
事
業
の
意
思
決
定
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
だ

ろ
う
。
こ
う
し
た
手
続
き
は
、
当
初
か
ら
、
そ
し
て
一
貫
し

て
、
影
響
を
受
け
る
人
び
と
や
市
民
社
会
に
対
し
て
開
か
れ

て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
不
幸
に
も
被
害
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
た
だ
ち
に
救
済
策
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み

も
不
可
欠
だ
ろ
う
。

さ
て
、
メ
コ
ン
圏
で
そ
う
し
た
枠
組
み
を
確
立
す
る
に

あ
た
っ
て
、
日
本
政
府
は
ど
の
よ
う
な
取
組
み
や
支
援
を
行

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
日
本
政
府
は
、
本
書
で
取
り
上
げ
た

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
ス
3
か
国
政
府
に
と
っ

て
、
最
大
の
援
助
国
で
あ
る
。
同
時
に
日
本
政
府
は
、「
大

メ
コ
ン
圏
経
済
協
力
構
想
」
の
名
の
下
に
メ
コ
ン
圏
の
地
域

統
合
を
推
進
す
る
A
D
B
の
最
大
出
資
・
拠
出
者
で
、
ラ

オ
ス
の
巨
大
ダ
ム
に
融
資
す
る
世
界
銀
行
に
お
い
て
も
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
に
次
い
で
第
2
位
の
出
資
・
拠
出
者
で
あ
る
。

A
D
B
も
世
界
銀
行
も
そ
れ
ぞ
れ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ベ
ト

ナ
ム
・
ラ
オ
ス
政
府
に
対
し
て
、
多
額
の
経
済
援
助
を
供
与

し
て
い
る
（
表
8
）。
民
間
企
業
に
よ
る
直
接
投
資
は
度
外

視
す
る
と
し
て
も
、
民
間
企
業
の
活
動
を
後
方
支
援
す
る
公

的
資
金
を
こ
こ
に
加
え
れ
ば
、
日
本
政
府
の
メ
コ
ン
河
流
域

国
へ
の
深
い
か
か
わ
り
が
鮮
明
に
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
し

か
し
、
日
本
政
府
が
、
越
境
す
る
環
境
問
題
へ
の
対
処
を
メ

コ
ン
圏
に
お
け
る
愁
眉
の
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
よ
う
に

は
見
え
な
い
。

M
R
C
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
触
れ
た

が
、
国
際
河
川
メ
コ
ン
河
の
共
同
管
理
を
促
進
す
る
目
的
で
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年度 拠出額
2000 1001
2001 825
2002 418
2003 269
2004 319
2005 382
2006 342

合計 3556

外務省（2003、2006: 41, 187、
2007: 44, 179）より作成。

表 9　日本政府の対MRC拠出金
単位 1000 ドル

表 8　日本政府・世界銀行・ADBの援助額（1993 年～ 2006 年）
単位　100 万ドル（表示額は 2008 年現在のドル換算、支払い純額ベース）

　 日本
（ニ国間供与）

世界銀行
（拠出額）

ADB
（拠出額）

1993 61.34 　 5.98
1994 64.52 38.23 16.36
1995 152.04 24.62 45.42
1996 71.34 45.60 32.06
1997 61.63 30.41 10.74
1998 81.40 19.18 29.33
1999 50.87 26.78 26.16
2000 99.21 36.57 50.83
2001 120.21 39.55 48.35
2002 98.58 47.25 79.05
2003 125.88 63.78 74.13
2004 86.37 47.39 78.75
2005 100.62 35.50 85.67
2006 106.28 20.66 55.05

対カンボジア援助

対ベトナム援助

　 日本
（ニ国間供与）

世界銀行
（拠出額）

ADB
（拠出額）

1993 11.47 -0.6 2.44
1994 79.46 125.2 8.84
1995 170.19 46.45 56.81
1996 120.85 188 26.91
1997 232.49 180.2 147.47
1998 388.62 253.06 127.88
1999 679.99 156.1 192.72
2000 923.68 172.51 236.3
2001 459.53 276.68 174.78
2002 374.74 258.9 236.54
2003 484.24 565.18 298.52
2004 615.33 435.73 191.79
2005 602.66 379.2 212.56
2006 562.91 322.09 164.53

対ラオス援助

　 日本
（ニ国間供与）

世界銀行
（拠出額）

ADB
（拠出額）

1993 40.43 37.44 45.85
1994 60.71 26.2 23.96
1995 97.58 27.09 61.44
1996 57.41 59 83.64
1997 78.6 40.9 85.55
1998 85.57 23.68 63.5
1999 132.54 18.52 43.79
2000 114.87 16.73 47.28
2001 75.47 26.86 40.21
2002 90.09 27.2 43.72
2003 86 41.65 47.59
2004 71.73 29.2 39.05
2005 54.06 37.41 82.25
2006 64.07 35.14 71.63

OECD（2008）のデータをもとに作成。
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表 10　日本政府の対ベトナム電力開発援助案件と供与額

案件 供与額（億円）
ダニム水力発電所（4 件） 106.88
カントー火力発電所（1 件） 57.60
フーミー火力発電所（4 件） 619.32
ファーライ火力発電所（5 件） 728.26
ハムトアン・ターミー水力発電所（5 件） 530.74
オモン火力発電（6 件） 807.30
ダイニン水力発電所（3 件） 331.72
タクモ水力発電所（1 件） 59.72
ニンビン火力発電所（2 件） 338.54
ギソン火力発電所（1 件） 209.43
その他（送電線・復旧計画など）（4 件） 190.07
合計（36 件） 3979.58

外務省（2008b、2008c）、外務省国際協力局（2008）より作成。

発
足
し
た
機
関
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
M
R
C
が
越
境
す
る

環
境
問
題
へ
の
対
処
を
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ
コ
ン
川

流
域
に
発
生
し
た
環
境
社
会
被
害
に
対
し
て
、
M
R
C
が

実
際
に
果
た
し
て
き
た
役
割
は
き
わ
め
て
限
定
的
で
あ
る
。

M
R
C
に
対
し
て
、
三
河
川
流
域
に
住
む
村
び
と
た
ち
が

た
び
た
び
窮
状
を
訴
え
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
M
R
C

の
こ
れ
ま
で
の
対
応
に
は
、
村
び
と
た
ち
な
ら
ず
と
も
失
望

感
を
禁
じ
え
な
い
。

日
本
政
府
は
、
A
D
B
や
世
界
銀
行
に
対
す
る
関
与
の

比
で
は
な
い
に
し
て
も
、
M
R
C
に
も
毎
年
活
動
資
金
を

提
供
し
て
お
り
、
2
0
0
0
年
か
ら
7
年
間
の
拠
出
は
総

額
で
約
3
5
6
万
ド
ル
に
お
よ
ぶ
（
表
9
）。
現
実
に
発
生

し
た
環
境
社
会
影
響
に
対
応
し
き
れ
な
い
機
関
に
、
日
本
政

府
が
あ
く
ま
で
資
金
援
助
を
継
続
す
る
意
義
は
な
ん
な
の
だ

ろ
う
か
。
M
R
C
へ
の
資
金
提
供
を
通
じ
て
、
日
本
政
府
は
、

越
境
す
る
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
強
め
る
意
図
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。

確
か
に
、
日
本
政
府
が
、
本
書
で
取
り
上
げ
た
個
々
の

ダ
ム
開
発
事
業
の
す
べ
て
に
経
済
援
助
を
注
ぎ
込
ん
で
、
越

境
す
る
環
境
被
害
を
発
生
さ
せ
る
張
本
人
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
個
別
事
業
推
進
の
た
め
の

調
査
や
、
政
府
の
水
力
発
電
開
発
計
画
の
策
定
を
、
日
本
政

府
の
資
金
が
間
接
的
に
支
え
て
い
る
例
は
あ
る
。
そ
し
て
、

間
接
的
な
関
与
に
は
、
ま
た
別
の
形
態
も
あ
る
。
そ
の
好
例

が
ベ
ト
ナ
ム
で
あ
る
。

日
本
政
府
は
、
特
に
1
9
9
3
年
以
降
、
E
V
N
（
旧

ベ
ト
ナ
ム
電
力
公
社
、
現
ベ
ト
ナ
ム
電
力
グ
ル
ー
プ
）
へ
の

援
助
を
通
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
電
力
開
発
計
画
を
強

力
に
後
押
し
し
て
き
た
。
1
9
9
3
年
に
は
、
フ
ー
ミ
ー

火
力
発
電
所
、
フ
ァ
ー
ラ
イ
火
力
発
電
所
（
増
設
）、
ハ
ム

ト
ア
ン
・
タ
ー
ミ
ー
水
力
発
電
所
と
、
3
つ
の
案
件
を
支

援
し
、
1
9
9
5
年
度
か
ら
1
9
9
7
年
度
に
は
、
お
な

じ
3
件
の
事
業
に
対
し
て
追
加
融
資
を
実
行
し
た
。
ま
た
、

1
9
9
7
年
度
に
は
オ
モ
ン
火
力
発
電
所
、
1
9
9
8

年
度
に
は
ダ
イ
ニ
ン
水
力
発
電
所
へ
の
援
助
を
開
始
し
、

2
0
0
3
年
以
降
に
は
あ
ら
た
に
、
タ
ク
モ
水
力
発
電
所
、

ニ
ン
ビ
ン
火
力
発
電
所
、
ギ
ソ
ン
火
力
発
電
所
の
建
設
に
対

し
て
円
借
款
を
供
与
し
た
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
日

本
政
府
は
、
1
9
5
9
年
か
ら
2
0
0
6
年
ま
で
の
間
に
、

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
10
件
の
水
力
・
火
力
発
電
所
を
ふ
く
む

36
件
の
開
発
事
業
（
無
償
資
金
協
力
を
ふ
く
む
）
に
対
し
て
、

総
額
約
4
0
0
0
億
円
の
経
済
援
助
を
実
施
し
て
き
た
の

で
あ
る
（
表
10
）。
つ
ま
り
、
日
本
政
府
の
対
ベ
ト
ナ
ム
電

力
開
発
支
援
が
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
を
し
て
、
セ
サ
ン
・
ス
レ

ポ
ッ
ク
・
セ
コ
ン
三
河
川
流
域
で
ダ
ム
開
発
を
推
進
す
る
た

め
の
余
剰
資
金
を
生
ま
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
は
じ
め
に
」
の
冒
頭
で
、
セ
サ
ン
・
ス
レ
ポ
ッ
ク
・
セ

コ
ン
川
流
域
に
住
む
村
び
と
た
ち
の
現
状
を
、
よ
り
多
く
の

人
び
と
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
と

書
い
た
。
大
規
模
開
発
の
影
響
、
開
発
援
助
の
弊
害
、
国
境

を
越
え
る
環
境
社
会
被
害
と
い
っ
た
本
書
を
貫
く
テ
ー
マ
は
、

そ
れ
だ
け
で
一
定
の
方
々
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
最
後
に
、
日
本
社
会
に
住
む
わ
た
し
た

ち
と
の
か
か
わ
り
を
論
じ
る
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
多
く
の

方
々
が
本
書
を
手
に
し
て
、
三
河
川
流
域
に
住
む
村
び
と
た

ち
の
声
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
ん
な

に
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
。
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○全体　●セサン川　■スレポック川　▲セコン川

1957 年
○「メコン河下流域調査調整委員会」（通称「メコン委員会」）が発足。

1970 年
○メコン委員会が、「1970 年水資源開発プラン」を発表。

1978 年
○メコン委員会が、「暫定メコン委員会」として活動を継続。

1990 年
■月不詳、ドライホリン・オールドダム完成（現在は操業中止）。

1992 年
●ベトナム政府が、ヤリ滝ダムの環境影響評価（EIA）と経済性評価を実施。

1993 年
● 11 月、ヤリ滝ダムの建設が始まる（2001 年完成、2000 年タービン運転開始、2002
年正式操業開始）。

1995 年
○ 4月、カンボジア、ラオス、タイ、ベトナム政府が、「メコン河流域の持続可能な開発のための
協力協定」（「メコン河協定」）に署名。メコン河委員会（MRC）が発足。

○MRCが、第一次年次ワークプランを採択。

1996 年
●後半、大規模な洪水がセサン川沿いの村々を襲う。

1998 年
● 6月、ヤリ滝ダムの貯水池が完成。

1999 年
●この年から 2001 年にかけて、ヤリ滝ダムの放水が、ベトナムとカンボジアで死者を
ふくむ深刻な被害を引き起こす。

○ 4月、ベトナム国家水力発電計画の調査が始まる。
● 7月、アジア開発銀行（ADB）が、セサン 3ダムの建設に技術支援の贈与を決定。

▲月不詳、ホワイホダムが操業を開始。

2000 年
● 2月、NGOが「セサン・ワーキンググループ」を結成、ラタナキリ州で発生した問題
の概要をはじめて記録する。

● 3月、ヤリ滝ダムの貯水池から突然の放水があり、6人が溺死。
● 3月、ラタナキリ州のセサン川流域で大波による死者が出ているなどの報道。MRCが
調査団を現地に派遣。

● 4月、セサン 3ダムに関する EIA 報告書案が完成。
● 4月、ベトナム政府が、ヤリ滝ダムの放水被害について公式に謝罪。
● 5月、ヤリ滝ダムのタービン 4基中 2基の運転が始まる。
● 10月、ベトナム政府が、セサン 3ダムに対するADBからの事業支援は必要ないと発表。
● 10 月、「セサン川を管理するカンボジア・ベトナム共同委員会」（セサン共同委員会）
が発足。

● 12 月、カンボジア国内メコン委員会らから成る代表がヤリ滝ダムを訪問し、ベトナ
ム政府関係者と会談。カンボジア・ベトナム両国が、5項目の解決策で合意。

年表 資
料

第
4
部
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○全体　●セサン川　■スレポック川　▲セコン川

2001 年
● 7月、セサン共同委員会の第 1回会合が開かれる。
● 12 月、セサン保全ネットワーク（SPN）の結成。

2002 年
●１月、ヤリ滝ダムの操業が正式に始まる。
● 4月、セサン共同委員会の第 2回会合が開かれる。
● 6月、セサン 3ダムの建設が始まる（2005 年完成、2006 年操業開始）。
● 11 月、ベトナム工業省の職員が、ダムのために下流カンボジアで被害が出ている事
実を認め、2000 年の放水による環境社会影響に対し謝罪。

● 11 月、「ラタナキリ州セサン川流域に住む諸少数民族による共同声明」の発表。カン
ボジア政府に送付される。

2003 年
● 4月、セサン 3Aダムの建設が始まる（2006 年タービン運転開始、2007 年完成）。
● 8月、世界銀行カンボジア事務所長がラタナキリ州を訪問。住民・NGOと会合。
● 10 月、スウェーデン国際開発局（SIDA）が SPNと会合。
● 11 月、セサン共同委員会の第 3回目会合で、ベトナム首相が、「ヤリ滝ダムの放水に
よる下流への被害を回避するための首相による解決の結果」（「5つの解決策」）とい
う指示書を発行。住民・NGOが入手したのは、数年後のことだった。

▲ 10 月、セピエン・セナムノイダムの実施可能性調査の
覚書が交わされる。

● 11 月、プレイクロンダムの建設が始まる（2008 年完成予定）。
○ 11 月、MRC理事会が、メコン河支流の流域内での利用や流域外への転流に関する合同委員会
への通知の様式を承認。

■ 12 月、ブオンクオップダムの建設が始まる（2008 年完成・操業開始予定）。

2004 年
●MRCの調整によって、カンボジア・ベトナム両政府が共同でカンボジア側のセサン
川の水質調査を開始。

■スレポック川の流れや水位に異常な変化が見えはじめる。
● 1月、カンボジア側のセサン川管理委員会が廃止され、その権能は「カンボジア、ベトナム、
ラオス、タイ国境ダムおよび運河の調整に関する常設委員会」に引き継がれる。

■ 11 月、ブオントゥアスラダムの建設についてカンボジア政府がベトナム
政府から通知を受け取る（同年末建設開始、2008 年完成予定）。

● 11 月、セサン 4A調整池の建設が始まる（2008 年完成予定）。

2005 年
■乾季（1月～ 4月ごろ）の間、水位がかつてないほど低くなる。

● 1月、セサン 4ダムの建設が始まる（2010 年完成予定）。
○ 2月、「カンボジア北東部漁業フォーラム」開催。「カンボジア北東部漁業フォーラム宣言」を
発して閉幕。

● 4月、セサン 3ダムが操業を開始。
● 5月、「セサン保全ネットワークからフン・セン首相に宛てた要望書」の提出。
● 6月、水質調査が終了。水質調査に関するNGO向け協議会の開催。
● 8月、激しい洪水が村を襲い、少なくとも住民 1名が溺死。
● 8月、ベトナム政府が、セサン 4ダムの EIA 報告書案をカンボジア政府に渡す。

■ 8月、洪水が川沿いの村を襲う。
■ 9月、深刻な洪水が川沿いの村を襲う。

○ 10 月、SPNが発展解消し、「セサン・スレポック・セコン保全ネットワーク」（3SPN）が生まれる。
■ 12 月、洪水が川沿いの村を襲う。

▲ 12 月、ナムコン 3ダムの実施可能性調査に関する覚書
が交わされる。

▲月不詳、セコン 5ダムの実施可能性調査に関する覚書
が交わされる（2008年調査終了予定、2015年操業予定）。



93　水の声

○全体　●セサン川　■スレポック川　▲セコン川

2006 年
■水位の異常変動が悪化し、通年で見られるようになる。

▲ 3月、セカマン 1ダムの実施可能性調査が始まる（2008
年建設開始予定）。

▲ 3月、セコン 4ダムの実施可能性調査の覚書が交わさ
れる（2008 年建設開始予定、2014 年操業開始予定）。

▲月不詳、セカマン 3ダムの実施可能性調査の覚書が交
わされる。

▲ 4月、セカマン 3ダムの建設が始まる（2010 年操業開
始予定）。

○ 5月、「セサン・スレポック・セコン保全ネットワークからフン・セン首相に宛てた要望書」の提出。
●後半、ベトナム政府が、カンボジア領での 5か所のダム事業をカンボジア政府に提案。

■ 8月、深刻な洪水が川沿いの村を襲う。
▲10月、ナムコン1ダムの建設の覚書が交わされる（2008
年建設開始予定、2013 年操業開始予定）。

■ 11 月、スレポック事後 EIA 報告書の発行。
● 12 月、セサン事後 EIA 報告書の発行。
●月不詳、セサン 3Aダムの 1基目のタービンが稼動。

2007 年
■ 1月、スレポック事後 EIA 報告書をめぐる公聴会の開催。同日、「ベトナ
ム領スレポック川におけるダム建設に関するスレポック流域住民による
声明」の発表。

■ 2月、スレポック 3ダムの建設が始まる（2010 年操業開始予定）。
● 5月、セサン 3Aダム完成。
● 6月、カンボジア水力開発マスタープラン調査が始まる。
● 6月、セサン下流 1ダム、下流 2ダムについて、EVNが実施可能性調査を行うことに、
カンボジア・ベトナム両政府が合意。

● 6月、「ベトナムのセサン川流域水力発電事業によるカンボジア側への環境影響評価報
告書案をめぐる会合について（要請書）」の送付。

● 7月、セサン事後 EIA 報告書の発行、調査結果について公聴会が開かれる。事前の情
報公開が不十分、また被害住民の参加が拒まれたため、NGOも出席を拒否。

● 8月、2か所のダム建設に関して、カンボジア・ベトナム両政府が正式に合意。
■ 8月、深刻な洪水が発生。

2008 年
● 1月、セサン下流 1ダムの実施可能性調査が始まる。
● 1月、セサン下流 2ダムの実施可能性調査が始まる（2009 年建設開始予定、2014 年
操業開始予定）。

■ 2月、スレポック 4ダムの建設が始まる（2010 年完成予定）。
● 3月、セサン共同委員会の協議事項にスレポック川の管理を追加、「セサン・スレポッ
ク川を管理するカンボジア・ベトナム共同委員会」（「セサン・スレポック共同委員会」）
に改称、第 4回会合をベトナムで開催。

■ 4月、ベトナム紙がドライホリン・ニューダムは操業中と報道。
▲ 4月、ラオス政府がナムコン 2ダム事業を承認（建設
完成予定 2012 年）。

● 5月、セサン下流 2ダムの EIA をめぐる公聴会の開催。
▲ 5月、ホアイラムパンヤイダムの実施可能性調査に関
する覚書が交わされる。

■ 6月、中国企業がスレポック下流 3および下流 4ダムの実施可能性調査
を行うためにカンボジア政府と覚書を交わす。

■月不詳、ドゥクスエン本流ダムの実施可能性調査が始まる。
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ラタナキリ州セサン川流域に住む諸少数民族による共同声明
2002 年 11 月 24 日

セサン川はベトナムの中部高原を水源とし、カ
ンボジア国内でラタナキリ・ストゥントレンの 2
州を還流する。ラタナキリ州では、オーヤダオ、
アンドンメヤス、タベン、ブエンサイの 4 郡を流
れるが、この 4 郡には集合村 15 か所、村落 59 か
所が点在している。これらの村落には、少なくと
も 3019 世帯の家族が住み、2 万人の村びとが生
活している。生活・文化・言語は各民族によって
異なる。

1996 年以来、ベトナムのヤリ滝ダムが引き起
こした深刻な洪水で、セサン川流域の自然環境お
よび地域社会には甚大な被害が生じている。

主な被害は以下の通りである。

住民の安全　村びとが多数洪水でいのちを落••
とし、さらに多数の村びとが病気で悩まされ
ている。
食糧確保　河岸で農業を営むことが困難とな••
ったため、食糧不足が年々深刻になっている。
水位・水質　水位の異常変動が農漁業に影響••
し、水質の悪化が皮膚病や住民の不快感につ
ながっている。
魚類　川の淵が埋まり、魚の種類や数が減少••
している。
農業・米作・その他の生産物　水位の異常変••
動と洪水で被害が現れている。
住居と農業施設　各地で家屋などが破壊され••
ている。
家畜と耕作用動物　死亡ないしは行方不明に••
なっている。
漁具・舟　流失・破損している。••
川辺の動物・野鳥　死亡するものがいる。••
動物　畜牛や水牛が死亡し、病気の蔓延で畜••
牛の数が減少している。
漁獲　突発する洪水を恐れて村びとが川中の島••

村びとが発した主な
　声明・宣言・要請文

で休むことを避けるため漁業が衰退している。
川の深度　浸食と堆砂で川底が浅くなっている。••
砂金採取　砂金を採る穴が堆砂で埋まり、砂••
金採取業が衰退している。
有用野生植物　根こそぎになり、枯れてしま••
ったものがある。
河岸　浸食が進み、倒木を引き起こしている。••
伝統文化　生活と生計の破壊で村落内・村落••
間に培われてきた共同体意識がうすれてきて
いる。
乾季の菜園　洪水によって失われている。••
森林　村びとは水田を放棄せざるをえず、食••
料・収入源を森に求めるため森林が失われつ
つある。
川沿いの生活基盤　道路・橋・学校・行政施••
設が破損・破壊されている。

われわれの要求

カンボジア政府は関係機関と協力し、セサン••
川の水力発電ダム、とりわけセサン 3、セサ
ン 4 ダムの建設中止に向けて尽力すること。
セサン川を元の自然な流れに戻すこと。••
ダムを建設した者および建設に資金を提供し••
た者は、被害を受けた村びとの全財産を弁償
すること。
カンボジア政府は、ベトナム政府と交渉して••
解決策を見い出すこと。
メコン河委員会（MRC）をはじめとする関係••
者がラタナキリ州を訪れ、セサン川流域住民
と協議をまじえながら被害を調査すること。

（Representatives of the Ethnic Groups Living along the Sesan 
River of the Four Districts in Ratanakiri, 2002）
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カンボジア北東部漁業フォーラム宣言　2005 年 2月 23 日

2005 年 2 月 22、23 日の両日、セサン川、
スレポック川、セコン川、トンレサップ湖、沿
岸部、メコン河上流域など、カンボジア・ラ
オス・タイ国内各地の河辺・海辺に点在する
村落から 180 名の村びとが、ストゥントレン
州で開催されたカンボジア北東部漁業フォー
ラムに参集した。

2 日間の議論を通して、わたしたちは、以
下の課題が存在するとの認識に至った。

過去数年間、メコン河およびその支流の水
文、とりわけ水質と水位に深刻な異変が生じ
た。なかでも水力発電ダムは、農業・漁業な
ど川に住む人びとの生計に被害をもたらして
いる。

メコン河流域の漁獲高および魚種が減少して
いる。

水力発電ダムの建設が深刻な異変をもたら
し、メコン河流域の生態系や川に住む人びと
の文化・習慣を危機に追い込んでいる。

カンボジアでは、違法漁業の禁止が効果を
あげておらず、違法漁具を使った漁法が見逃
されたままである。地元住民と違法な漁業を
営む者との間で紛争も絶えず、違法漁業の蔓
延で氾濫林の破壊が進行している。

メコン河流域では、水質汚濁 ･ 汚染が加速して
いる。

メコン河上流域では、航路確保のために早
瀬を爆破・除去し、漁業や魚類の個体数、水
質に深刻な影響をおよぼしている。早瀬の除
去は河岸侵食の原因でもあり、メコン河本流・
支流の河岸農業にも被害が出ている。

提言・要求

以上のことから、わたしたちは、メコン河
流域国政府およびメコン河流域で活動する国
際開発機関に対して、次の提言と要求を示す
ともに、わたしたちの立場を明らかにする。

各国政府、その他の関係者は、上記の課題••

を十分に検討し、解決策を講じるよう尽力
すること。
わたしたちは、メコン河流域各国に住む••
すべての人びとが参加できるような、政
府間での公正な政策と協力を支持する。
わたしたちは、不公正な解決策や、開発••
によって社会・経済・環境・文化上の権
利を侵害された地元住民との協議を欠い
た解決策は拒否する。
各国政府は、地元住民間の協力関係を支••
援・強化し、メコン河流域での市民社会
間の連携が実現するよう助力すること。
各国政府は、地元住民が持続可能なやり••
方で、魚類、その他の自然資源を保全・
活用する権利を認めること。
各国政府、その他の関係者は、先住民族••
の文化・習慣・アイデンティティ・生活
様式の価値を認めること。
メコン河流域の自然資源は生態系の一部••
をなし、メコン河流域に住むすべての人
びとの財産である。したがって、流域内
のいかなる国といえども、国境を越えて
生態系に被害をおよぼしうる開発につい
て、単独で決定を下す権限を持つべきで
はない。
各国政府は、メコン河流域の開発計画・••
政策策定・意思決定の過程に、人びとが
参加できるよう努めること。
各国政府は、メコン河流域の情報通信シ••
ステムを構築し、流域に住む人びとが容
易に情報にアクセスできるようにするこ
と。
各国政府と国際開発機関は、過去に被害••
をもたらした開発について説明責任を果
たし、被害住民に適宜公平な補償を実施
すること。
各国政府および関係諸機関は、以上の課••
題に対して真摯に対応すること。

（Representatives of the Riparian Communities 
in Cambodia, Laos, and Thailand, 2005）
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セサン保全ネットワークからフン・セン首相に宛てた要
望書　2005 年 5月 5日

フン ･ セン首相閣下

わたしたちは、ラタナキリ州とストゥントレ
ン州を流れるセサン川沿いに住む 5 万 5000 名
を超える少数民族で、ベトナムのヤリ滝水力発
電ダムによる被害を受けています。その被害の
実情を記した要望書を閣下に送ります。

1996 年から現在に至るまで、わたしたちは
次のような被害を体験してきました。

数回にわたる洪水••
ダム建設中の川の枯渇••
不規則な水位の変動••
水質の悪化••
魚種および生息地の減少（堆砂による淵••
の埋没）
地元住民の文化・伝統への悪影響••
社会的基盤構造の破壊••
河川の生物多様性の喪失••
川に依存した生活ができなくなった多く••
の村びとの離村
水位の異常変動による農業生産の悪化••
ダム建設中の水田・農地の水没••
漁業・砂金採取・河岸農業の衰退••
ダム建設中の人間・家畜の死亡••
河岸の野生植物の減少••
財産・設備・材料・家屋・家畜などの損失・••
紛失
川に依存する動物種の減少••
川の自然な姿の喪失••

以上の問題に対して、わたしたちは次の解
決策を要望します。

閣下に、セサン川を元の流れに戻すよう••
尽力してもらう。
政府に、これ以上ダムを建設しないよう••
尽力してもらう。
ダムを建設する者だけでなく、わたした••
ちにもセサン川の恩恵がもたらされるよ
うにしてもらう。
政府に、セサン川流域住民の過去・現在・••
将来の諸問題を解決する、適切な方策を
考案してもらう。
ダムを建設する者に、下流で生活する住••
民の生命の安全を保障してもらう。
開発を左右する決定を下す前に、地元住民••
が参加できる公聴会の開催を義務付ける。

政府に対して、今回の要請だけでなく、こ
れまでにわたしたちが提出したものもふくめ
て、すべての要請に回答するよう求めます。

上記の件について、閣下が解決策に向けて
尽力して下さるものと思っています。

閣下のご多幸とご成功を祈りつつ。

（Representatives of the Sesan Protection 
Network in Ratanakiri and Stung Treng 
Provinces, 2005）
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セサン・スレポック・セコン保全ネットワークから
フン・セン首相に宛てた要望書　2006 年 5月 4日

フン・セン首相閣下

わたしたちは、ラタナキリ・ストゥントレ
ン両州を流れるセサン・スレポック・セサン
川の流域で生活する村びとで、その大半は先
住民族です。わたしたちは、三河川の上流に
あたるベトナム・ラオスに、一連の水力発電
ダムが建設されることで深刻な被害を受けて
います。

わたしたちはカンボジア政府の長である閣
下に、地元住民の生計への被害を軽減する有
効な解決策を講じていただこうと、こうして
訴えることにしました。

閣下もご承知のとおり、三河川流域に住
む村びとの大半は先住民族で、河川がもたら
す自然資源の恵みに頼ったつつましやかな生
活をしています。ところが、ベトナム・ラオ
ス両政府が、1996 年以来、上流にヤリ滝ダ
ムをはじめとする多くの水力発電ダムを建設
し、これらのダムがわたしたちの生計手段を
直撃し、カンボジア政府の貧困削減の努力を
無に帰しています。新旧にかかわらずダム建
設はいつも、村びとたちをまじえて評価・検
討を下すこともなく、公聴会を開催すること
もなく、被害を受けた住民に補償を支払うこ
ともなく、進められてきました。これまで発
生した深刻な問題は、次のとおりです。

水流と水位の不規則な変化••
頻発する洪水••
水質の悪化••
河岸の侵食と堆砂による川底の上昇••

こうした問題が種々の結果を引き起こし、
貧しいわたしたちの日々の生活に、次のよう
な被害をもたらしました。

魚類の繁殖・生息環境への悪影響••
水産資源の減少と魚類・鳥類・野生生物••
など自然資源の消滅
住民の財産・設備・住居・米の貯蔵庫な••
らびに住民と家畜の生命に対する損失・
損害

農作物と生活基盤、とりわけ交通輸送手••
段への被害
水質の悪化と病気の蔓延••
漁業・砂金採取・河岸農業への被害によ••
る生計手段の喪失
住民の転出・離村••
文化と伝統への悪影響••
森林破壊と土地をめぐる紛争••

三河川流域に住むわたしたちは協議の結
果、この苦難を軽減するために、次の対策が
講じられるべきであると考えます。

河川の流れを自然な状態に戻す。••
大規模ダムの新規建設を禁じる。••
被害住民の権利・利益・生計のための基••
本的ニーズを尊重する。
過去・現在・将来の損失に対し補償を実••
施する。
ダムを建設する者が、最終的に発生する••
被害に対して責務を認め、責任を負う。
あらゆる利害関係者、とりわけ地元住民••
との協議をまじえた、参加型の環境社会
評価を実施する。

わたしたち三河川流域の住民は、閣下がカ
ンボジアに平和・発展・貧困削減をもたらし
た賢明な指導者であり、わたしたちが直面し
ている問題・被害・苦難を深刻に受けとめ、
適切な改善策を講じてくださるものと確信し
ています。

最後に、閣下ならびにご家族のご多幸を祈
り、わが国を将来に向けて繁栄に導いてくだ
さいますようお願いいたします。

敬具

（Representatives of the Sesan, Srepok, and 
Sekong Protection Network in Rattanakiri and 
Stung Treng Provinces, 2006）
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ベトナム領スレポック川におけるダム建設に関するスレポ
ック流域住民による声明　2007 年 1月 12 日

於プノンペン

わたしたちスレポック川流域に住む 1 万 2000
名の村びとは、環境破壊によってすでにさまざま
な被害を体験している。その体験から、ベトナム
政府によるスレポック川上流の水力発電ダム建設
を非常に懸念している。

わたしたちは、スレポック川流域に住む人びと
を代表して、スレポック川のカンボジア側におけ
る環境影響評価をめぐる、今回の関係者会合に参
加できることをうれしく思う。

この機会をかりて、わたしたちの環境や生計手
段に被害をもたらしている問題を列挙する。

水位が不定期に変動し、淵が埋まり、河岸の••
浸食が進行している。
人間も動物も、水質の悪化で健康を保てなく••
なっている。
予測不可能な洪水で、河岸の田畑や村びとの••
財産が失われている。
水流が予測不可能となったため、村びとたち••
が河岸の田畑を放棄し、糊口をしのぐために
離村している。
水産資源が減少し、漁業で生計が立てられな••
くなっている。

諸々の変化が、伝統文化に悪影響をおよぼし••
ている。

上の問題について、わたしたちは次の通り要求
する。

関係者は、上記の問題の解決をはかること。••
スレポック川における水力発電ダムの建設を••
中止すること。
ダムを建設する者は、わたしたちに生命の安••
全を保障し、過去・現在・将来の損害に対し
て補償を行うこと。
住民参加、グッドガバナンス、明確な社会環••
境審査過程が確保できないときには、援助国・
援助機関は、水力発電ダム事業に資金を提供
しないこと。
地元住民のための警報システムを設け、水力••
発電ダムの便益を住民とも共有すること。

上記の問題と要求について、すべての関係者が真
剣に検討した上で賛同することを願ってやまない。

（Representatives of the Srepok Community, 2007）

ベトナムのセサン川流域水力発電事業によるカンボジア側
への環境影響評価報告書案をめぐる会合について（要請書）

　2007 年 6月 30 日
於ラタナキリ

ラタナキリ州セサン川流域住民代表
カンボジア国内メコン委員会殿

わたしたちは、カンボジア国内メコン委員会が、
セサン川の環境影響評価報告書案を審議する目的
で、2007 年 7 月 5 日、プノンペンで会合を開催
すると聞かされています。本件に関して、わたし
たちは、次の質問と要請を提出します。

なぜ、国内メコン委員会は、セサン川流域住••
民をこの会合に招待していないのか。
なぜ、報告書案が、セサン川流域住民に送付••
されていないのか。
国内メコン委員会は、本会合を延期するべき••
である。

国内メコン委員会は、セサン川流域住民の代••
表を会合に招くべきである。
セサン川流域住民の参加なしには、今回の会••
合は無意味である。

カンボジア国内メコン委員会が、上述の点を真
剣に受けとめてくださるよう願ってやみません。

敬具

（Community Representatives Living along the 
Sesan River in Ratanakiri Province, 2007）



メコン・ウォッチは、
メコン川流域国の開発を監視し、
その弊害の回避・軽減に努めるNGOです。

21 世紀に入ってから、援助機関は、開発の最重要目標として「貧困削減」を掲げる
ようになりました。ところが、開発を進めるなかで生じる環境破壊や強制的な立ち
退きなどによって、生活手段や居住場所を奪われる人たちがあとをたちません。開
発は、必ずしも人びとを豊かにするわけではなく、むしろ開発によって人びとが貧
困化し、自分たちの力で生活を成り立たせることができなくなる例がしばしば見受
けられます。

メコン・ウォッチは、メコン河流域国における開発事業や開発政策の影響を監視す
る活動を行っている環境 NGO です。わたしたちの願いは、メコン河流域の人びと
が開発によって被害を受けることなく、河川や森林など豊かな自然資源に根ざした
暮らしを続けられることです。そのために、開発事業によって影響を受ける人びと
との対話を通じて、人びとが直面している問題を理解し、そうした問題を援助政策
決定者・実施者と議論し、政策や計画に反映させる提言活動を行っています。開発
が貧困化をまねかないように調査・監視・提言することは、直接貧困を削減するこ
とと同じくらい、場合によってはそれ以上に、大切な人道的支援であり、住民のエ
ンパワーメント（意思決定権の強化）であると考えています。






